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「あなたが、時任ときとう零れい路じ？」

　突然そんなふうに名前を呼ばれ、僕は思わず立ち止まった。

　ここは高校の校舎の、三階へと上がる階段。入学式が終わった直後の休み時間だった。

　階段を見上げると、そこに一人の女の子が立っていた。

　意志の強そうな目、まっすぐ通った鼻筋に、きりりと結んだ口元。長く柔らかそうな髪が、吹き抜ける風に揺られてる。背はあまり高くないけど、それでも女神のように堂々とした姿に見えるのは、階段の上にいるからだけじゃない。

　僕と同じ新入生らしい。新しいブレザーの制服が、まだ少しぎこちない。

　彼女は腕を組んで、じっと僕を見下ろして、そして名前を呼んだんだ。

　――あなたが、時任零路？って。

　聞き間違いかもしれない。

　普通に名前を呼ばれただけなのに、勘違いしたのかもしれない。

「今、僕のこと、なんて呼んだの――？」

　確かめようと、一歩階段を上ったとき。

　階段の上の廊下を、数人の男子生徒が駆け抜けた。一人の肘ひじが、彼女の背に当たってしまい……華きや奢しやな体が、ふらりと前のめりになった。

「きゃっ！」

　小さな悲鳴を上げ、バランスを崩したままヨタヨタと階段を駆け下りてくる。

「あ、危ないっ！」

　とっさに駆け上り、倒れそうになる彼女を受け止めようと両手を伸ばす。

　――次の瞬間。

　僕の右の手のひらが、

「……柔らか……い……？」

　フニフニとした弾力に押し返され、手の先を見ると、

　彼女の胸を、覆い包んでいた。

「…………」

　彼女はジロリと冷たい、女神というより悪魔のような目つきで睨にらみつけている。

　ほおを真まっ赤かにして、口の端をひくつかせながら身も凍る笑みを浮かべていた。

「手……離してくれる？」

「い、いや、これは……その……」

　僕は冷や汗をかきながら、ヘビに睨まれたカエルのように動くことができない。

　全身をピクピク震わせながら、彼女の右腕が大きく振り上げられ……

「最っ低ッ!!」

　バッチコーン☆

　と、軽快にほおを叩たたく音が辺りに響き渡った。

　吹っ飛ばされぐるぐる回る視界の中、くるりときびすを返し、去っていく彼女の背中。

　そのとき彼女のスカートのポケットから、一冊の文庫本が落ちた。

「あ痛たたたた……」

　僕は転げ落ちるようにして、階段の踊り場に尻しりもちをついた。

　起き上がって、彼女が落とした本を拾う。白地に、まるでロールシャッハテストのインクの染みみたいな、黒いもやもやが描かれた表紙。

　本のタイトルは『涙の池』。

　本の著者は『時任ときとう零れい路じ』。

　それはまぎれもなく僕の名前。――正確には、小説家としての僕の名前だ。

　そう、僕は小説家なんだ。

　一ヶ月ほど前、まったくといっていいほど売れなかった本を一冊出版しただけの。

　どうしてそんな本を、あの女の子が持っているんだろう……？

　始業のチャイムが鳴って、慌あわてて三階にある１－｜Ｂの教室に向かう。

　今日からここが新しいクラスだ。真新しい制服を着た三十人ほどの生徒たち。



    

  
    
      



    

  
    
      　みんな少し緊張しているのか、教室内は静かだ。

　彼女は同じ教室の中にいた。僕の席より二列離れて、さらに三つ後ろの席だ。

　やがて教室に新しい担任となる女の先生が入ってきて、挨あい拶さつをした。みんなに、一人ずつの自己紹介をうながす。順々に進んで、僕の自己紹介の番になった。

　僕の名前は、時任ときとう孝こう一いち。平凡な名前だ。

　もちろん時任零れい路じの名も、本のことも言ったりしない。売れなかった小説家だなんて、知られたら恥ずかしいから。

　やがて彼女の自己紹介の順番が回ってきた。ガタッと立ち上がり、彼女は言った。

「ミツルギ、モエカと言います。数字の『三』に、流れるの『流』、草木の『木』で『三流木みつるぎ』、名前は、萌ほう芽がの『萌』に草花の『花』で萌もえ花かと書きます。趣味は読書に……」

　――三流木？

　そっと、彼女が落とした文庫本……僕の書いた本を取り出して見つめる。

　出版社の名前は、三流木出版。僕の本を出してくれた出版社。

　そもそも考えてみれば、どうして僕の名前だけじゃなく、顔まで知ってるんだろう。

　もしかしたら……三流木さんは、三流木出版と何か関係があるんだろうか。



　次の休み時間、三流木さんは自分の席で文庫本を読んでいた。

　文庫本の表紙には、羽の生えた女の子のイラストが描かれている。

　タイトルは手の陰になって見えない。『聖』という漢字がちらっと見えた。

「あの……三流木さん」

　呼ぶと三流木さんは本から顔を上げ、ハッと息を呑のみ、キッと睨にらみつけてくる。

「あ、さっき、この本落としたから……」

　言って『涙の池』を差し出す。

「あ……ありがとっ」

　言い捨てるような礼をして、引ったくるように本を取った。

　なんだか……ものすごく近づきがたい雰囲気だなぁ……。

「その本、読んだの？　どうだった？　面白かった……かな？」

　もし三流木さんが読んでくれたのなら感想を知りたいと思って、聞いてみた。

　三流木さんは一瞬、困ったように口を閉じて――

「読みにくかったわよっ！　いいでしょ別に、そんなこと。話しかけないでっ！」

　怒った声で立ち上がると、逃げるように足早に教室の外へ向かう。

　そんな、読みにくいだなんて……。

　初めてもらった感想にうなだれながら、僕は去っていく三流木さんの背中を見つめた。



　　　　☆



　僕が書いた最初の小説『涙の池』は、こんな内容だ。



　主人公は一人の少年。名前はＫ。僕の本名、孝こう一いちのイニシャルから取った。

　物語が始まると、暗い空間で、Ｋの前で一人の少女が背中を向けて泣いている。後ろから見つめながら、Ｋは何もできないでいる。自分の無力さを呪のろい、非力さを嘆き続ける。

　やがて少女の流した涙が床に溜たまり、池になる。少女の体は涙となって溶け落ち、消えてしまう。Ｋは最後まで彼女を助けることもできないまま、池に沈み溺おぼれ死んでしまう。



　一ヶ月ほど前、この本が発売されて数日後の夜のこと。

「あっはっは。見事に売れなかったね」

　カラカラと軽い調子で笑いながら、電話の向こうの紺こん野のさんは言った。

　紺野さんは三流木みつるぎ出版社の社員で、僕の担当編集者だ。歳としは三十歳くらい。背の高い男の人で、僕が文学新人賞に応募した小説の受賞が決定して初めて出版社におじゃましたとき、近所のファミレスでステーキをごちそうしてくれた。

「いやぁ、少しは売れるといいなぁと思ってたんだけどね。ここまで売れないとは、まいったというか、むしろ清すが々すがしいというかねぇ」

　ショックのあまり、それきり紺野さんとの連絡も途絶えてしまった。もちろん、あれから本が売れたなんて話もない。

　教室の自分の席で、さっきの三流木さんの感想を思い出しながらため息をついた。

　やっぱり、売れない本だったのかなぁ……。読みにくかったって言われちゃったし。

　でも、時間が経たつにつれて、だんだん考えが変わったんだ。もしかしたら三流木さんは、怒っていたからそんな感想を投げつけたのかもしれない。

　第一『読みにくい』とは言っても、『つまらない』とは言わなかったじゃないか。

　それに、たとえどんな感想だろうと、僕の小説を読んでくれた人がいたことは確かなんだ。それも、あんなきれいな女の子が。

　そう考えると、突然僕の中で、創作意欲が湧わき上がった。

　――そうだ、新しい小説を書こう。

　売れなかったからって、いつまでも落ちこむことはない。次を書けばいいんだ！

　紺野さんもあの電話の最後に言ってたじゃないか。『次に期待してるから』って。

　入学式の日だから、昼過ぎには学校は終わった。帰宅するなり、僕は自室のパソコンの前に座った。父さんのお下がりでもらった古いパソコン。

　両親は仕事で一年ほど海外に滞在している。二人とも英文学の学者で、今はイギリスの大学に勤めているんだ。僕は去年受験勉強があったから、日本に残った。

　そんなわけで両親が七月ごろに帰国するまで、この家は僕の一人暮らしだ。ちょっとさびしくはあるけど、小説を書くには最適な環境なのかもしれない。

　さっそくパソコンの電源を入れて、ワープロソフトを立ち上げる。

　といっても、いきなり小説を書き始めるわけじゃない。二作目からはまず、新作の『企画書』というものを書いて紺こん野のさんに送らなきゃいけない。

　企画書とは、こんな小説を書きます、という内容を説明したものだ。テーマやあらすじ、登場人物などの内容を編集部に確認してもらい、ＯＫが出てから小説を書き始めるんだ。

　夜までかかって、数ページにわたる新作の企画書を書き上げた。

　前作『涙の池』では、人間の無力さをテーマに書いた。

　次の作品は、そんな無力さに立ち向かう熱い魂を描こう。現代に生きる人間の魂の叫びを熱く燃え上がらせよう！

　企画書を書くうち、僕の心はだんだん高揚してきた。

　この次の小説こそ傑作になる予感がした。

　確かに『涙の池』は売れなかった。でも、言うじゃないか。

　――真の芸術は、なかなか世に認められないものだって。

　新作が出版されれば、前作も再評価されるかもしれない。『埋もれていた名作』なんて評判になって、突然、飛ぶように売れ出すかもしれない。

　新しい本が出版されたら、三流木みつるぎさんはまた読んでくれるかな。

　そしたらあまりの傑作に驚いて、怒っていることも忘れるほど感激するに違いない。

　涙を流して感動している三流木さんの表情を思い浮かべ、僕は一人、ほくそ笑まずにはいられなかった。



　　　　☆



　翌日学校から帰ると、さっそく昨日の企画書をプリントアウトして準備し、外に出た。

　企画書を直接、紺野さんのところに持っていくんだ。郵送でも送れるけど、一刻も早く読んでほしかったし、直接この耳で意見を聞きたかった。

　ほんとはメールが早いんだろうけど、あいにく、僕のパソコンはインターネットにつながっていない。両親とメールをするときは携帯電話を使っているけど、携帯じゃ企画書のファイルは送れないし。

　幸い、三流木出版という会社は比較的近所にある会社だった。

　西武線の普通列車に乗って、三つ目の駅。降りた駅前の大通りにあるコンビニの角を曲がって、いくつも雑居ビルの立ち並ぶ細い道を五分ほど歩く。

　一階部分がガレージになった、茶色い六階建てのビル。三階部分に『株式会社三流木みつるぎ出版』と小さな看板が出ている。他ほかの階には、それぞれ別の会社の看板がかけられていた。

　三流木出版に来るのは、新人賞受賞の知らせをもらって挨あい拶さつに来たとき以来だ。その後の紺こん野のさんとのやりとりは郵送や電話でしていたから、会社に足を運ぶ必要はなかった。

　ビルの脇わきにあるガラス扉を通って廊下の先に歩くと、小さなエレベーターがある。

　あいにく、扉に『点検中』の張り紙がしてあった。エレベーターは六階で止まったまま動く気配がない。しかたなく、エレベーターの横にある狭い階段を上ることにした。

　二階を過ぎて、三階へ上ろうと踊り場を曲がったときだ。

　そこに一人の女の子の後ろ姿があった。ジーンズにトレーナーを着て、積み重ねた本を重そうに抱え持ってヨタヨタと上っている。

　長く柔らかそうな髪に見覚えがあるような気がして、僕はハッと立ち止まった。

「三流木さん……!?」

「え……？」

　振り返った女の子は、間違いなく三流木さんその人だった。

　……どうしてこんなところに三流木さんが？

　三流木さんは僕を見ると、顔を真まっ赤かにして睨にらみつけ、口元をわなわなと震わせた。

「行くなら先に行きなさいよっ！　ほらっ」

　まくしたてられて階段を上っていくと、三流木さんは避けるように、壁に背を打つほどサッと端に寄る。ものすごく警戒されてるなぁ……。

　大きく動いたせいか、積まれていた本がグラグラと揺れた。

　一番上の一冊がバランスを崩し、ずり落ちそうになる。

「危ない！」

　僕はとっさに手を伸ばし、落ちた本をキャッチした。

　三流木さんはホッとした顔で僕の手の本を見つめる。

　目が合うと、思い出したように怒った顔をして、つんとそっぽを向いた。

「……持つの、手伝おうか？」

「遠慮するわ！」

　三流木さんは口を尖とがらせて、階段を上り始める。

　後ろについて歩きながら、僕は持った本の表紙を眺めた。

　ソフトカバーの本だ。『今すぐできる！　マイナスイオンで快適健康生活』と表紙に派手なロゴが書かれている。裏表紙を見ると、発売元に『三流木出版』の名前があった。

　三流木さんは三階に着くと、出版社の名前が書かれた扉の前に立った。

「あの……もしかして三流木さんって、やっぱりこの会社と関係あるの？」

　それがどうしたの？と言いたげな顔で、三流木さんは軽く僕を睨んだ。

「……そうよ。わたし、社長の娘だもの」

「社長の……娘!?　だから、僕のペンネームを知ってたんだ」

「――まぁね。別にただ、それだけだから」

　うんしょ、と片腕に本を抱えたまま、四苦八苦しながらドアノブを回そうとする。

「あ、僕が開けるよ」

　代わりに扉を開けてあげようと、僕はドアノブに手を伸ばした。

　と、同時に手を伸ばした三流木みつるぎさんと、指先が触れあってしまう。

「ひゃっ！」

　ビクンと三流木さんが背筋を伸ばして、抱えていた本の山がバタバタと床に崩れ落ちた。

「あ、ご、ごめん……」

　慌あわてて謝りながら、僕は三流木さんと一緒に落ちた本を拾い集めた。

　散らばった本の表紙に目を走らせる。どれも三流木出版の本みたいだ。



『年末ジャンボ三億円への道　―統計学による学術的当選理論―』

『秘伝・開運・中国四千年の幸運を呼ぶ風水術』

『すべてがタダになる！　ネットで最速ダウンロード入門』

『実録芸能界汚染』

『みるみる女が寄ってくる、デキるオトコのモテモテ必勝法』



「なんか、いろんな本を出してるんだね。これから売る本？」

「……売れなくて返本された本よ」

　はぁ、と三流木さんはため息をついた。

「これから中身を再検討して、売れなかった理由を考えるの。……っていっても、理由なんかわかるけど。――読んだらびっくりするわよ。どれも他社の売れた本をマネした、二匹目……どころか、六匹目くらいのドジョウ。そのうえタイトルの内容すら何も書いてないんだから。ほとんど詐欺みたいなもんね」

　先に扉を開け、三流木さんは拾い集めた本を抱えて再び立ち上がった。

「その本、この上に載せて」

　僕が抱えた本を見ながら、三流木さんは両腕で持つ本の山を差し出した。

「ううん、僕が持つよ。また落としちゃうかもしれないし」

「いいわよ。わたしの仕事なんだから。――じゃあ、床に置いといて」

「いや……僕に持たせてよ。その……こないだのお詫わびに……さ。あのときはごめん」

　三流木さんの顔がサッと赤くなった。

「こ、こんなことで許してもらえるなんて思わないでよっ！」

　また思い出したように怒って、つんと口を尖とがらせる。

　それでも一言謝ったせいか、三流木みつるぎさんの表情から険しさが薄れたような気がする。

　出版社の扉を通ると、そこは前に来たときと同じように、タバコの臭においが染みついた狭いオフィスだった。

　扉を入ってすぐ正面に、書類の積まれたデスクが五つ固まっている。パソコンのブラウン管ディスプレイが三つ置かれていた。壁際にはスチール製の本棚があって、ハードカバーから文庫、雑誌まで、いろんなサイズの本が並べられている。

　学校の職員室を散らかしたような印象のこのオフィスが、三流木出版の編集部だ。

「右の手前がわたしの席。本は机の上に置いてくれるかしら」

　僕と三流木さんは、抱えていた本をデスクに載せた。

　運び終えると、三流木さんは額の汗を拭いてふぅと息をつく。

　編集部から離れたオフィスの奥には、デスクが二つ向かいあった席がある。

　そこに白しら髪がの交じりかけた、やせた男の人が座っていた。渋い顔でパソコン画面のグラフとにらめっこしている。

「新しん条じようさーん、下の本、運んどきましたからー」

　三流木さんが言うと、新条さんは、

「さんきゅー」

　と、片手を振って答えた。

　僕たちの他ほかにオフィスにいるのは、新条さん一人だった。前に来たときは紺こん野のさんがいたけど、今は空席だ。机の上がガランとさびしく空いている。

「あれ、紺野さん出かけてるのかな？」

「紺野さん？」

「実は新しい小説の企画書を書いてさ、見てもらおうと思って持ってきたんだ。『涙の池』は売れなかったけど、今度こそすごい小説になるよ。なんていうか、読んだ人の心にグサリと突き刺さるような傑作になる予感がするんだ！」

　三流木さんはあごに手を当て、うーんと考えるような仕草を見せて――

「紺野さん、辞めたわよ」

「…………え？」

「だから、紺野さん、三月いっぱいで退社したの。聞いてなかった？　おかしいわね、連絡ミスかしら」

　僕はポカンと口を開けた。なんで、紺野さんが……？　僕の担当なのに……。

「そもそも、ちゃんとアポ取ってきたの？」

　三流木さんは腰に手を当て、呆あきれたように聞く。

「アポって何……？」

「アポイントメント。電話などで会う約束をすることよ。社会の常識でしょ。……ま、もうすぐお父さん――社長が戻るから待ってたら？」

　三流木みつるぎ出版の社長さんか……。

　まだ、会ったことはない。以前来たときも出かけてたみたいで、留守だったんだ。

「あの……紺こん野のさんが辞めたのって、もしかして僕の本が売れなかったから……かな」

　なんだか不安になって、おそるおそる聞いてみた。

　すると三流木さんは、ちょっと意地悪そうに笑った。

「そうかも、ね。会社のワースト記録を塗り替える最低売り上げだったそうだし」

「そんな……」

「なーんて、そんな理由で辞めたんじゃないわよ。心配しないで。紺野さん、社長と意見が合わなくて転職しただけだから」

　三流木さんはデスクの上にあった黒い背表紙の、ぶ厚い辞書を指さした。日本で最も有名な辞書だ。父さんの書斎にも一冊置いてある。

「この辞書出してる出版社、知ってるわよね。紺野さん、そこの文芸部門に転職したの」

「……紺野さんって、優秀な人なんだ」

「そうね。この会社で最後まで残った編集者だったのよ」

　ん？　今何か、すごく気になることを言われた気がする。

「最後まで残った……？」

「紺野さんがいなくなった今……ウチの会社で働いているのは、社長のお父さんと、他ほかに小川さんと新しん条じようさんっていう、営業さんが二人。あとは、アルバイトのわたしだけ」

「こんなに本を出版してるのに？　だってこれ全部、この会社の本でしょ？」

　僕は壁際の本棚を見回した。百冊以上並べられた本の背表紙には、どれも『三流木出版』の名前がある。片隅には、僕の『涙の池』の文庫本もちゃんとあった。

「これは、ここ数年で出した本を並べてあるのよ」

「あっ、『スター・ウォーズ』の本もあるんだ。すごいね」

　思わず手を伸ばし『スター・ウォーズ特別篇　銀河帝国スーパーガイドブック』と題されたムック本を開いてみた。

「ちなみにそれ非公認本だから」

「……非公認？」

「ほら、よく見て。映画の場面写真も、俳優の顔も全然載ってないでしょ」

　確かに文章の他に載っている写真は、意図のよくわからないアメリカの風景とか『ＨＯＬＬＹＷＯＯＤ』の看板の写真とかばかりで、主人公のルーク・スカイウォーカーの顔も、戦闘機や戦艦の写真も、ダース・ベイダーの姿すら、一枚もない。タイトルを知らなければ、パッと見『スター・ウォーズ』の本だなんて気づかなさそうだ。

「許可取ってないから、著作権や肖像権のある写真は使えないの。文章だって、ネットで言われてるようなことを適当に寄せ集めただけのものよ」

「…………」

　なんか見ちゃいけないものを見た気がして、僕は何も言えず、そっと本を棚に戻した。

「その本もたくさん売れ残って、近所にある倉庫に山ほど積まれてるわ」

「で、でもさ、売れてる本もあるんだよね？」

　聞くと、三流木みつるぎさんは本棚の下のほうから、一冊の雑誌を取り出して手渡した。

　なんだろうと思いながら表紙を見て、慌あわてて目を背けた。

　雑誌の表紙には、赤い水着の女の子の写真がバーンと大きく載っていたんだ。

　おそるおそる、表紙に目を落とす。『ｉＤＯＬ　ＢＯｉＮ』というタイトルが見えた。

「こ、これって、エッチな雑誌なんじゃ……。こんなのも、作ってるんだ……」

「アイドル雑誌だからエッチってほどでもないけど。正確には、外部の編集プロダクション会社で編集してるのよ。ウチの会社は企画と販売を担当してるの。これが、今の三流木出版の屋台骨」

「本って、出版社だけで作ってるんじゃないの？」

「そうね。今、ウチから出てる本の大半は、企画だけお父さんが立てて、あとは編集プロダクションに編集してもらってるのよ。やっすいお金でね。――アイドル雑誌のくせに、申し訳程度に新人アイドルの水着グラビアが載ってるだけで、あとはアイドルビデオのやる気もないレビューとかばかり。全然面白くないの。毎月部数が低下して、廃刊になるのも時間の問題だわ」

　三流木さんは肩をすくめた。

「もうわかったでしょ。今の三流木出版の本は、こんなのばっかり。どれもこれもお父さんの思いつき企画の本。刺激的なタイトルだけで売って、安易に儲もうけることしか頭にないから、どんどん本の中身がなくなっていくのよ」

　そのとき、廊下から足音が聞こえてきた。

「おーい、戻ったぞぉー」

　少し間延びしたダミ声がオフィスに響き渡った。



「いやー、きみが時任ときとうくんかァ。高校生になったって聞いてたけど、やっぱり若いねぇ」

　軽く自己紹介を済ませると、四十半ばくらいのおじさんは、ビールっ腹を揺らしながら豪快に笑った。阪はん神しんタイガースのロゴが描かれたハッピみたいな上着を脱いで、壁際のハンガーにかける。

　このおじさんが三流木出版の社長さんだ。ということは三流木萌もえ花かさんの父でもある。

　……なんていうか、全然似てないなぁ。

　思わず父と娘の顔を交互に見た僕に気づいて、

「わたし、お母さん似だから」

　と、三流木みつるぎさんはちょっと口を尖とがらせた。

「で、なんだっけ、新作の企画書があるんだって？　じゃさっそく見せてくれる？」

　三流木社長がデスクの椅い子すに座りながら言った。

「次は売れるの書いてくれよ。なんせ『涙の池』、六十三部しか売れなかったからなァ」

「え、六十三部……？」

　突然はっきりと言われて、僕は思わず固まった。

　隣に立った三流木さんが「あちゃー」と手で額を押さえてる。

　売れなかった、とは聞いてたけど、六十三冊って……。日本全国で……。

「で、でも、本が評判になればきっと、もっと売れるようになって……」

「あのね、あまりに売れなくて、もうどんどん返本されてきてんの」

　返本。さっき、三流木さんが運んでいた本。

　――売れなくて返品された本。

　そんな……。まだ、発売して一ヶ月しか経たってないのに。

「まァ、それはいいからさ、企画書っていうの、見せてよ」

　うながされ、僕は緊張しながら新企画書を鞄かばんから出して三流木社長に渡した。

　大丈夫だ……。今度こそ傑作になるんだ。これこそ売れそうな本だって、三流木社長も思ってくれるに違いない。

　三流木社長は上から下にサーッと目を流し、十秒も経たずにデスクの上に置いた。

「企画意図がよくわかんないなァ」

「あ、は、はい。この作品は、『涙の池』とよく似たコンセプトで、その、閉へい塞そくした毎日の中に生きる、現代人の魂の叫びをテーマにですね、真っ暗な迷路をいつまでも抜け出せず歩き続ける少年を主人公にして、彼の焦燥の声がやがて熱く燃え上がるまでの……」

　三流木社長は聞きながら三本同時にタバコを吸い、ぷかーっと濃い煙を吐き出した。

「あのね、前作でも思ったけど、今こういうの売れないの。ワケわかんないストーリーでしょ、あの本。紺こん野のが推したから渋々出したけどさ、ヤバい気がしたんだよね。発行部数ギリギリ抑えといて正解だったよ。こういうのはさ、ウチじゃいらないから」

　言って、三流木社長は企画書をゴミ箱にでも放ほうるように投げて寄こした。

　デスクの上の電話が鳴って、三流木社長が出る。そのまま電話に夢中になり、もう僕のほうなど見ようともしなかった。

　僕は無言のまま企画書を鞄にしまい、三流木社長に一礼してオフィスの扉に向かった。去り際、心配そうに見つめている三流木さんにも小さく頭を下げる。

　出版社のあるビルを出ると、もう辺りは薄暗かった。



　　　　☆



　僕が小説を書いたのには、一つのきっかけがあった。

　半年ほど前。中学三年生の夏休みが終わり、受験も迫った秋のことだった。

「うーん、テストの結果からして、今の志望校だけじゃ難しいかもしれないねぇ」

　その日進路指導室に呼ばれた僕は、先生からそんな話を聞かされた。

　それまで僕は、けっこうマジメに受験勉強してきたつもりだ。

　英文学の学者で、家でも机にかじりついて難しそうな本を読んでいる両親。二人の影響といえば、僕は子供のころから自然と、将来はいい高校に入っていい大学に進むんだと、疑いもなく考えるようになったことだ。

　先生の言葉は、子供のころからの価値観が突然打ち砕かれたような衝撃だった。

　――今までの勉強は、なんだったんだろう。

　友達とも遊ばず、毎日机に向かっていたのに。

　すっかり自信喪失して、いつものようにまっすぐ帰って勉強する気にもなれなかった。からっぽの家に帰って一人になることが、ひどく不安だった。あてどもなく、校舎の中をふらふらと歩いていたんだ。

　とある教室の前で、思わず足を止めた。夕ゆう陽ひの射さしこむ教室だった。

　そこに一人の女の子がいた。彼女は一人、椅い子すにぽつんと座って、開いた扉に背を向けてうつむいていた。後ろ姿だけど、たぶん、僕の知らない子だろう。

　机の片付けられた広い床には、四角い紙の束が何束も積み上げられている。何かの文章が書かれているらしい白い紙や、黄色い色紙が夕陽に反射していた。

　紙に囲まれて女の子は……泣いていた。

　表情は見えない。ただ、細い肩を小さく震わせて、すすり泣きの声を響き渡らせて、両手で顔を押さえていた。

　何を悲しんでいるんだろう？　友達とケンカしたのかな？　先生に怒られたのかな？

　女の子の背中を見つめたまま、僕はただ立ちつくすことしかできなかった。

　慰めてあげるべきだと頭でわかっていても、体が動かなかった。声が出なかった。

　自信がなかったんだ。受験も失敗しそうな僕に、いったい何ができるんだろうって。

　きっと彼女に優しい言葉の一つもかけてあげられない。僕の言葉なんか、なんの力も持たない。

　そのとき僕は、やっと気づいたんだ。

　自分があまりに無力なことに。

　何もできず、なんの力も持てず、いてもいなくても変わることのない人間。

　そんな思いが突然、胸の奥底で塊となって膨れ上がった。重く、苦しく、魂に鉄球の重りがつながれたような感覚。胸が圧迫されて苦しい。

　気がついたとき、僕は廊下を駆け出していた。魂の中にある異物を吐き出してしまいたかった。

　走って家に帰ると、薄暗い中で明かりもつけず部屋のパソコンに向かった。

　電源を入れ、今まで使ったこともないワープロソフトを立ち上げた。

　ひたすら指をキーボードに叩たたきつけた。濁にごったイメージがぐつぐつと音を立てて沸ふつ騰とうし、叫びたい言葉を、自分の無力さに必死で抵抗するように、ひたすら打ち続けた。

　食事も取らず、眠りもせず、夜通しひたすら、胸のうちに湧わき上がる文章を書き続けた。いつの間にか、一つの小説の形になっていた。

　それから毎日、学校から帰るなり深夜まで書き続け、休日は一日中ワープロに向かった。こんなふうに何かに夢中になるなんて、何年ぶりかと思うほど熱中した。

　二週間後、僕の前には原稿用紙二百六十八枚分の小説があった。

　最後の文字を打ち終わったときは徹夜明けで、窓の外では翌日の陽ひが高く昇っていた。僕は心地いい疲労の中、机の上にバタリと倒れて眠った。

　体の中に沈殿していた異物の塊を吐き出したような、妙な爽快感があった。

　夕方目が覚めると、ベッドの上に一つの紙袋が置いてあるのに気がついた。駅前商店街にある、九きゆう官かん鳥ちよう書店の紙袋。こないだ参考書を買ったときのものだ。

「勉強しなきゃ……」

　我に返って紙袋を開ける。すると参考書と一緒に、何枚かのチラシが入っていた。

　メガネ店の割引券、百円ショップの広告、そしてもう一枚……

　青いインクで印刷された小さなチラシには、こんなキャッチコピーが書かれていたんだ。

『来きたれ、新たな才能！　三流木みつるぎ文学新人賞募集』

　文学新人賞……。小説の原稿を募集するチラシだった。

　――あの小説を誰だれかに読んでもらいたい。

　そんな思いが胸のうちに広がった。



　街まち中なかのビルの谷間にある、誰もいない小さな公園。小型のブランコと滑り台だけが、薄うす闇やみの中にぽつんと浮かんでいる。辺りはもう夜だ。

　三流木出版のオフィスを出た僕は、一人、ブランコに腰掛けていた。

　手に持った企画書はシワがついて、すっかりしなびたようになっている。

　あのとき学校の教室で泣いていた、名も知らない女の子の後ろ姿を思い出していた。

　今、こうしてうなだれている僕自身が、彼女になってしまったみたいだった。

「時任ときとうくん」

　いろいろ考えていたせいか、あるいは何も考えられないでいたからか……名前を呼ばれても、とっさに気づくことができなかった。

「ちょっと、聞いてるの!?　時任ときとう零れい路じっ!!」

　ハッとして前を見ると、そこに三流木みつるぎさんが立っていた。追いかけてきたのかな。

「三流木さん……」

　腕を組み、薄暗い空気の中、三流木さんは立っていた。

　白い肌をした、整った顔立ち。三流木さんの姿が少しばかり、天使のように感じられた。

「どうしたのよ、こんなところでしょぼくれて」

「僕、どうして受賞なんかできたんだろ。僕なんかが小説の賞に受賞したことが、そもそも間違いなんじゃないかって気がするんだ……」

　三流木さんは僕の前に歩いてくると、ブランコの柵さくに腰掛けた。

「――新人賞に応募されてきた作品数、聞いた？」

　僕は首を横に振った。

「たった十二作。時任くんの作品も含めてね。何しろ募集の広告代までケチったんだから。わたしも近所の書店さんにお願いして、募集チラシ置いてもらったりしたけど……。それで応募作を読んだ紺こん野のさんが、お父さんに言ったの。『受賞作なしでいいんじゃないですか』って。でもお父さんは『せっかく募集したんだから何か出せ』って、ごり押ししたわ。結果、紺野さんが選んだのが、時任くんの小説ってわけ」

「じゃあ……本当は出版できるような小説じゃなかったのかな……」

「あ、いえ、でも気落ちすることないわよ。そうは言ってもあの紺野さんの目に留まったことは確かなんだし」

　三流木さんは取りつくろうように、慌あわてて言った。

　紺野さんは、一流出版社の文芸部門に転職したほどの優秀な人らしい。

　そんな人がある程度は認めてくれた……ってことなのかな。

「三流木出版ってね、十年くらい前は、あのビル丸ごと借りてるほどの出版社だったの。有名ではないけど、中堅の出版社として、話題になるような本もよく出してたのよ。でもお父さんは楽に儲もうかりそうな本の企画ばかり考えて、優秀な社員は紺野さんみたいにどんどん辞めてっちゃって、読者にもそっぽを向かれて、会社は小さくなる一方。だからますます、お父さんは売れそうな本にしか目がいかなくなるわけ」

「そうだったんだ……」

「正直なところ、今のままじゃ……三流木出版は、あと三年も持たずつぶれてしまうわ」

「つぶれる……」

「なんとかしようって、わたしもアルバイトしてたんだけど……わたし一人の力じゃ、どうにもならない。――わたし、子供のころからの夢だったの。大人になったら、いつか自分も本を作ろうって。でも、現実は待ってくれそうにない」

　突然現実を見せつけられたようで、僕は何も答えられず、沈黙が流れた。

　ふと、三流木みつるぎさんが手を差し出した。

「さっきの企画書、見てもいい？」

「え、うん……」

　僕は持っていた企画書を、三流木さんに渡す。

「前作は初めて書いた小説だったし、書ききれなかったこと、まだまだたくさんあるんだ。なんていうか、無力に抵抗する、熱い魂を、もっと書いてみたいんだ。でも……社長さんが言うとおり、この小説を書いてもまた売れないだろうし……」

　三流木さんは聞きながら、企画書を一枚目から最後まで丁寧に読んでくれた。

「確かにこういった純文学系の作品はよほど評価されでもしないと、なかなか売れづらいわね。正直、今の三流木出版に、この作品を出版できる余裕はない……」

「わかってる。会社がつぶれるかもしれないのに、本にしてほしいなんて言えないよ」

「じゃあどうするの？　他ほかの出版社に持ちこむ？　それとも文学賞に応募する？」

「ううん。もういいんだ。もう小説を書くことは、さっぱり忘れることにする。僕は小説家になんか向いてなかったんだよ」

「ここで引き下がるなんてダメよ。無力に抵抗するんでしょ？」

「――考えたんだ。いくら売れなかったって言っても、六十三人の人は読んでくれた。そりゃ出版社にしたら小さな数字かもしれないけど……僕のことを知らない人が読んでくれたんだ。それだけですごいことじゃないか」

「そうね。確かにそのとおりだわ。じゃあ、もしその六十三人が、もっとあなたの本を読みたいって言ったら、どう答えるの？」

「そんなこと、言ってくれるのかな……」

「――わたしも、六十三人のうちの一人なんだけどな」

　言われて、ハッと息を呑のむ。しかしすぐ、無力感が全身を覆った。

「だけど……どうしようもないよ。あきらめてもらうしか……」

　すると三流木さんは目を細め、ちょっとさげすむような視線を向ける。

「――意い気く地じがないのね」

「……っ!!」

　一瞬、胸の奥に反発心が生まれるものの、すぐにしぼんでしまった。

「そうかも、しれないね。僕には力も意気地もないんだ。どうせ無力な人間なんだ。あの小説に書いたとおりなんだよ」

　三流木さんは僕を睨にらんだまま、座っていたブランコの柵さくから下りてぐっと顔を寄せる。

　きれいな顔がすぐ目の前に突き出されて、つい、ドギマギしてしまう。

「あっ、そ。じゃあ、もう小説なんて書かないほうがいいわ。――熱い魂だなんて、笑っちゃうわね。結局、あなたの小説なんて口先の言葉だけだったのよ」

「うん……。だからもう書かないよ……」

「えぇ、そうしなさい。あんな誰だれも読まない小説書いたって、誰にもなんの役にも立たないものね。何も表現できず一人悶もん々もんとして、だから女の子の胸なんか触っちゃうのね。でもま、お似合いかもね」

　言われて、僕はうつむいたまま唇を噛かみしめた。

「……くやしい？」

　三流木みつるぎさんが意地の悪そうな、ニヤリとした笑みを浮かべる。

「別に……。そのとおり……じゃないか……」

「へ～ぇ、図星だったんだ。じゃあわたし、クラスのみんなに言いふらしちゃおっかな。時任ときとう孝こう一いちは、毎日女の子の胸のコトばかり考えてますよーって。もう、小説家時任零れい路じはどこにもいないの。あとに残されたのは、女の子の胸触りたいって思ってるだけの、情けない時任孝一くんだけ。でもしかたないわよね。現実なんだもん」

　僕は顔を上げ――自分でも信じられないことに、三流木さんを睨にらみつけた。

「……あら、いい顔するじゃない。くやしいならくやしいって、言ったらどう？」

「そりゃ……くやしいさ！　僕だって、こんなあっさり終わりたくないよっ！」

　つい怒ど鳴なるように叫んで、またうなだれる。

　三流木さんは目を閉じ、小さくうなずいた。

「――それが本音なんでしょ。だったらそう言いなさいよ。叫びなさいよ。言いたいことも言わない小説家で、どうするの」

「でも書ける場がないのに、小説家だなんて言えない……」

「わたしたちで変えるのよ。はっきり言って、もうお父さんには期待できないわ。だから、わたしと時任零路の力で、三流木出版を変えるの」

「変えるって、どうやって……。僕たち、まだ高校生になったばかりじゃないか。出版社って、大人の世界でしょ？　そんなのを変えるだなんて、できっこない」

「確かにわたしたちは、まだ高校生に過ぎない。社会に対して、なんの力も持てないかもしれない。だけど出版業界には、わたしたちが若いからこそ有利になれる世界があるの」

「若いからこそ、有利になれる……？」

「数ヶ月前から考え続けていたけど、わたし一人じゃ無理だって、あきらめかけていた。でもあなたの小説を読んで、考えを改めたわ。――あの小説の最後、どんなだった？」

「泣いていた女の子が涙になって溶けて、主人公も涙の池に落ちて死んで……」

「そう。悲しいラスト。無力にうちひしがれて、何もできないまま涙に溶けていく。あぁ、これはわたしのことなんだって、そう感じたわ」

　三流木みつるぎさんは初めてしっかりと、僕の小説の感想を言ってくれたんだ。

　まるで僕の叫んだ言葉が伝わったようで、うれしかった。

「――でもね、わたしは、まだ溶けたくない。溺おぼれ死にたくもない。そして、できる気がするの。時任ときとうくんがいる、今なら……」

「いったい僕たちが有利になれる世界って、どこ？」

　三流木さんは自信に満ちた笑みを浮かべた。

「若い世代のための小説――ライトノベル、よ」



　　　　☆



　三流木さんに引っ張られて、僕は再び三流木出版のオフィスに戻ってきた。デスクには三流木社長が座っている。読売ジャイアンツのウチワでパタパタ扇あおいでいた。

「ち、ちょっと、三流木さん！」

　僕が叫ぶと、三流木さんと三流木社長が同時に振り返る。

「……まぎらわしいから、わたしのことは『萌もえ花か』でいいわ。みんなそう呼んでるし。わたしも名前で呼ぶから、いいでしょ、孝こう一いちくん」

「う、うん。とにかく僕たちで出版するだなんて、無理だよ……」

「いいから、黙って見てて」

　三流木さん……いや、萌花さんはつかつかと三流木社長の前まで歩き、立ちはだかるように手を腰に当てた。

「お父さん！　本当にもう時任零れい路じの本、出さないつもり!?」

「……あン？　さっきも言っただろ。あんな売れなさそーな本、出せねぇよってな」

「じゃあもし、彼が売れそうな本の企画を持ってきたら、どうするの？」

　三流木社長は、ヘッと、バカにしたように笑った。

「そんな企画があるなら、ぜひ見てみたいもんだね」

「単刀直入に言うわ。わたしは彼に、三流木出版で……ライトノベルを書いてもらうことを提案するの！　もちろん、ちゃんとレーベルを作って売り出すのよ！」

　萌花さんはポケットに入っていた文庫本を取り出して、三流木社長のデスクに置いた。この前教室で読んでいた、羽が生えた女の子のイラストが描かれた本だ。

　三流木社長は太い指で本を手に取り、しげしげと表紙を見つめる。

「ライト……？　なんだァ、この本は？」

「これがライトノベル。中でもこの作品は、一年前に新人賞を受賞した新人のデビュー作でありながら、シリーズ四巻まで出ていて、すでに累計百万部を突破しているわ」

　百万部、と聞いた瞬間、三流木社長の眉まゆがピクリとつり上がった。

「デビュー作で百万部？　なんでそんな売れてんだ」

「最初はわたしたちの世代の、中学生から高校生の間で人気が出たの。そこから火がつき、今では小学生に大学生、さらには社会人にまで読者層が広がってるのよ」

「……これを時任ときとうくんに書かせようってのか？」

　三流木みつるぎ社長の視線にふと不安になって、後ろから萌もえ花かさんの腕を引っ張った。

「萌花さん、そもそもライトノベルっていわれても、僕、どういうのか全然知らないよ」

「心配しないで。平たくいえば、若者向けのエンターテインメント作品よ。一口にライトノベルといっても、ジャンルは様々。現代劇からファンタジー、ＳＦからミステリー、アクションから恋愛。でもわたしたちは弱小出版社だから、作品数も多く出せない。そこで、ここは最も人気の高いジャンルで勝負をかけるべきだと思うの」

「最も人気の高いジャンル？」

　萌花さんは一度大きくうなずき、そして言った。

「『モエ』よ！」

「も、『モエ』……？」

『モエ』って、いったいなんだろう。

　萌花さんの名前とは、さすがに関係ないだろうし……。

　モエ……燃え……。そうか！とひらめいた。

　燃える作品。それは、魂が熱く燃え上がるような小説のことじゃないだろうか。

　エンターテインメントっていうから、きっとスター・ウォーズのように、手に汗を握にぎる熱い戦いを描いた燃え作品を書けってことなんだ。

「もちろん人気があるだけに、今のライトノベル界にはすでに、話題作やベストセラーの『モエ』小説がひしめいているわ。激戦区といっていい。でもやるからには、あえてそこに切りこむべきって思うのよ！　――どうかしら？　孝こう一いちくん」

　僕は腕を組み、考えた。燃える、熱い魂を描いた小説。

　これから書きたいと思っていた、無力に抵抗するというテーマと共通するじゃないか。

「『モエ』か……。そうだね。僕もどうせ書くなら、『モエ』る作品を書きたい。それなら、僕にも書けそうな気がする。いや、必ず書いてみせるよ！」

　僕は三流木社長に向かって、詰め寄る勢いでアピールした。

「僕、『モエ』なら自信あります。だから、僕に『モエ』小説を書かせてください！」

「よかったわ！　――どうかしら、これならお父さんも納得でしょ？」

「若者向けか、なるほどなァ。よし、じゃ、俺おれが時任くんの担当するか！」

　三流木社長が僕を見て、にっこりと、やたら脂っこい笑顔を浮かべた。

　えっ、三流木社長が僕の担当……？

「安心しな。俺がきみを……そうだなァ、十万部くらいは売れる作家にしてやっからよ」

　不安だ。なんだかものすごーく不安だ……。

　そのとき突然、萌もえ花かさんは僕と三流木みつるぎ社長の間に割りこんだんだ。

「待って！　わたしに編集をやらせて！　お父さん、どうせライトノベルのことなんかわからないでしょ。だから、わたしが担当になるのよ。そのほうが若者のニーズを読み取れるはず。編集の勉強だって、ずっと続けてたんだから！」

「はァ？　萌花、何寝ぼけたこと言ってんだ」

「寝ぼけてないわよっ！　わたしなら彼を、十万部と言わず、百万部売れる作家にしてみせるっ！」

　萌花さんは叫び、三流木社長のデスクを両手でドンと叩たたいた。

　百、万、部。

　それは僕にとって、あまりに多い、夜空の星の数より大きな数字に思えた。

「も、萌花さん。いくらなんでもムチャだよ……」

「大丈夫よ。時任ときとう零れい路じは、人気作家になれるだけのポテンシャルを秘めている。わたしは、そう信じているわ」

　すると三流木社長は何やら考えこむ顔をして、「よし」と、うなずいた。

「そこまで言うんなら、いいぞ、萌花、やってみろ。ただしな、条件が一つある」

「条件？　何よ」

　三流木社長はデスクの一番下の引き出しを開け、茶封筒に入っていた、一枚の大判の写真を取り出してひらひらと振った。

「そっ、それは……！」

　萌花さんが絶句し、写真を奪おうと手を伸ばす。三流木社長が避よけた拍子に写真が手を離れ、宙を舞って僕の手元に舞い落ちた。

　受け止めて、なんだろうと写真に目を落とし……

「ぶっ」

　僕は鼻血が出そうになって鼻を押さえ、顔を熱くしながら目を離した。

　写真に写っていたのは……お腹の大きく開いた白いワンピース水着を着て、ピンクの幕の前に立っている萌花さんの姿だった。ちらっと見ただけでも白い肌はまぶしく、胸の丸みが、まるで飛び出てくるように頭に焼きついて離れない。

　不機嫌そうにカメラを睨にらみつけている目が、これまた凛り々りしくきれいだった。

　――それにしても萌花さん、意外と着やせするタイプ？

「みっ、見ないでっ!!」

　真まっ赤かな顔で悲鳴を上げながら、萌花さんは僕の手から写真を引ったくった。

「その写真、何……？」

「前に、アイドル雑誌のカメラテストとかって騙だまされて撮られたのよ。全部取り返したって思ったのに……まったく、油断も隙すきもあったもんじゃないわ」

　三流木みつるぎ社長が僕に向かって、ニヤニヤした笑顔を浮かべた。

「萌もえ花かが七歳のときにな、出してた子供雑誌で臨時の表紙モデルをやってもらったんだよ。そしたら一気に部数が倍近く跳ね上がってなァ。いやー、ありゃ驚いたねぇ」

「何うれしそうに語ってんのよ！　勝手にモデルにしたって、あとからお母さんに怒ど鳴なられてたじゃない！」

「あいつも頭固ぇからなァ。――で、条件だがな、百万部売れなけりゃ、萌花が『ｉＤＯＬ　ＢＯｉＮ』のグラビアを飾るんだ。水着なら、売り上げは倍どころか三倍増しだぞ」

「だから、イヤだってさんざん断ったでしょうが！」

「なァ、頼むよー。今のままじゃヤバいんだよー。萌花のナイスバディでさー、雑誌を救ってくれよー」

「最っ低ッ!!　それが実の娘に言う言葉!?　あんな雑誌つぶれたほうが世のためよっ」

「そう言わないでさー。……でなきゃ、萌花を担当編集になんか怖くてできないよなァ。これ以上売れない本出されたら、会社傾いちゃうよー」

「ぐっ……」

　萌花さんは写真を握にぎりしめ、歯を食いしばって三流木社長を睨にらみつけた。

「――いいわ。その条件、呑のもうじゃない。百万部売れなかったら、グラビアモデルだろうとなんだろうとやってあげるわよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「も、萌もえ花かさん、そんなこといいの!?」

「言ったでしょ。作家としてのあなたの力を信じてるって。必ず引き出してみせるから」

「よし、萌花。今からお前は時任ときとうくんの担当編集だ。編集長は俺おれがやる。俺が納得する原稿じゃなきゃ本にはしねぇからな。これから俺のことは編集長と呼んで、敬語で話せ」

「わかったわ。わかりました、編集長」

「じゃ早くライトノベルってのの企画書持ってきな。そうだなァ、今からなら……」

　三流木みつるぎ社長は、何やら予定の書きこまれている卓上カレンダーをパラパラめくった。

「出すのは、七月十五日だな。七月はウチの刊行も少ないからなー」

「了解。七月十五日刊行、ですね」

　いきなり日付まで言われて、僕はちょっと慌あわてた。

「もう出版日まで決まっちゃったの!?」

「そうね。ウチは自転車操業状態だし……いろいろとスケジュールを調整しなきゃいけないの」

　もう、あとには引けなくなったようだ。

　百万部売れる『モエ』小説を書く。きっと、簡単なことじゃないだろう。

　――だけど、僕の心は困難を前に、むしろふつふつと沸き立ち始めていた。

　熱く燃える小説を書いて、一人でも多くの人の魂を震わせたい！

「僕、書くよ。最高に面白い『モエ』る小説を！」

「ありがとう、引き受けてくれて！　――そうなったら、まずは新ライトノベルレーベルの名前を決めなきゃね。『三流木文庫』とか……若者向けだから、カタカナで『ミツルギ文庫』のほうがいいわね。でもちょっとインパクトに欠けるかな……。孝こう一いちくん、何かいいアイディアない？」

　燃える小説にふさわしいレーベル名。燃え……炎のように燃える……炎といえば……

「ファイヤー、とか……」

「ファイヤー文庫……。『ミツルギファイヤー文庫』。勢いがあっていい感じだわ！　じゃあ、編集長はレーベルの創刊準備をお願いしますね！　孝一くんには、改めて企画打ち合わせのスケジュールを伝えるわ」

「わかった。がんばるよ！」

　僕は大きくうなずいてみせた。

　――今まさに、ミツルギファイヤー文庫というレーベルが誕生した瞬間だった。



　熱気に包まれたオフィスをあとに、外の廊下まで萌花さんが見送りに来てくれた。

「それにしても、『モエ』のライトノベルを出版するだなんて、萌花さんってすごいアイディアを思いつくんだね」

「中学生のころね、クラスの人たちがよく読んでたの。最初は、ウチの本はちっとも売れないのにどうして……って、嫉しつ妬と混じりに見ていたわ。だけど試しに読んでみて、そこにウチの本に足りないものがあるって気づかされたのよ。それは純粋に面白さを追求する姿勢だったり、読者へのサービス心だったり……。だから、孝こう一いちくんにもそんな魅力を考えてもらえるとうれしいわ」

「じゃあ僕も一度、『モエ』なライトノベルっていうのを読んでみるよ」

「それならちょうどいい本があるわ。待ってて」

　萌もえ花かさんは一度オフィスの中に戻り、一冊の文庫本を手に戻ってきた。

　手渡されたのは、前から萌花さんが読んでいて、さっき三流木みつるぎ社長に見せていた本だ。

「これよ。こういうものを、孝一くんに書いてもらいたいの」

　表紙には、白い羽が生えた、天使のような女の子のイラスト。上部には、赤い宝石をイメージさせるデザインのタイトルロゴが書かれている。

『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』というタイトルの本だった。

『天あま之の川がわ光ひか璃り』さんという人が著者らしい。下のほうに書かれている『一撃ファンタジー文庫』というのが、この文庫本のレーベルみたいだ。

「……なんか、少女マンガみたいだね。でもきっと、中はすごく『モエ』るんだよね」

「そりゃもう、『モエ』て『モエ』てしょうがないんだから！　この本が今、最も勢いのあるライトノベルの一つなのよ」

　本に巻かれた帯には『百万部突破!!』『アニメ化決定!!』などと派手に書かれていた。

　百万部も売れてるなんて、いったいどんな小説なんだろう？

　僕は本をひっくり返して、裏表紙を見た。内容の紹介文が書かれている。



「あたし、ゼッタイお兄ちゃんを守るんだから！」

　子供のころ、不治の病で他界した最愛の妹、愛ま菜な。十年後、一人残された純じゆん也やの身体からだに宿る胚ソーマを求め、美少女堕天使たちダーク・エンジエルズの魔の誘惑が迫る。しかし危機に直面したＸｍａｓの夜、純也の前に愛菜は白銀に輝く純愛の天使ラブリー・エンジエルとなって舞い降りた！　人間界と天界と魔界を駆けめぐる、ちょっぴりえっちな愛と勇気の神世界一大スペクタクルファンタジックラブコメ叙じよ事じ詩し、聖なる夜ホーリー・ナイトに降☆誕フオーリン・ラブ!!



　……どんな話なのか、さっぱり想像できなかった。

　ちょっぴり……えっち……？

　ラブ……コメ……？

「とにかく、中を読んでみて」

　萌もえ花かさんに言われて、戸惑いながら真ん中辺りのページを開いてみた。

「うぐっ……」

　いきなり目に飛びこんできたのは、羽の生えた女の子が今にも脱げそうなビキニの水着を着て、ベッドに倒れたままじっと見上げているイラストだった。

　な、なんだ……これは……？

　右側のページは、一見普通の小説だ。額に汗を滲にじませながら、文章に目を走らせた。



「あッ、だ、ダメッお兄ちゃ……ン……か、感じ……ちゃ……」

　お兄ちゃんの手が愛ま菜なの水着の中に入ってきて、愛菜の……大事な……トコロに触れて、身体からだがもう……シビれちゃいそう……んッ、あッ。

　だけど……お兄ちゃんは指を激しく動かしながら愛菜の耳に息を吹き



「ってこれ、エッチな小説じゃないかっ!?」

　慌あわてて本をパタンと閉じた。

　萌花さん、きれいな顔してこんなエッチな本を読んでるなんて。

「こ、こういうの、十八歳未満が読んじゃダメなんじゃないの!?」

「十八禁小説じゃないわよ！　中学生や高校生の間で大人気なんだから。文章やイラストのかわいらしさが評判になって、男性読者はもちろん、女性読者もけっこう多いのよ」

「でも、これじゃ全然『モエ』そうにないって思うけど……」

「……『モエ』のこと、わかってるわよね？」

「そりゃもちろん、魂が熱く燃え上がるような作品のことでしょ？」

　一瞬、萌花さんの全身がピタリと固まった。

　無言のままもう一度オフィスの中に入り、しばらくして戻ってくる。

　バッと突き出されたメモ用紙に、大きく字が書かれていた。

　――萌え。

　……萌花さんの名前と同じ字だ。

「『萌え』って言ったらこれでしょーがっ!!」

「えっ……。何それ。火が燃えるの『燃え』じゃないの……？」

「一口で言えば、かわいい美少女に胸がキュンとなること。そうした『萌え』の小説が、今、ライトノベルでは人気があるの。『萌え』な美少女が『エッチ』な恋愛をする『ラブコメ』が、特に人気の高いジャンルの一つなのよ」

『萌え』で『エッチ』な『ラブコメ』。

　言われても、どんなものなのか、まったく想像もつかなかった。

「わかった？　よろしくお願いだからね」

「う、うん……。がんばるよ……」

　萌もえ花かさんは握手のつもりか、右手を差し出した。

　応じようと手を出しかけて、僕は止まってしまった。

　萌花さんの胸を触ってしまったことを思い出したんだ。

「どうしたのよ？　これからは作家と担当なんだから、しっかり手を握にぎってよね」

　うながされて手を伸ばし、萌花さんの右手をそっと握り返した。

　細い指先と、華きや奢しやな手のひら。ちょっと冷たく、滑らかな肌。

　気の強い萌花さんなのに、強く握ったら、すぐに壊れてしまいそうだ。

「よ、よろしく、萌花さん……」

「よろしく。それでは、孝こう一いちくん……いえ、時任ときとう零れい路じ」

　短い握手が終わると、萌花さんはその手でまっすぐ僕を指さした。

「担当命令よ！　『萌え』で『エッチ』な『ラブコメ』を書きなさい！」



    

  
    
      



    

  
    
      


　次の日曜日の午後。僕は地図を頼りに、とある高級マンションの前にたどり着いた。

「ここが、萌もえ花かさんの住んでるマンションかぁ……」

　駅を挟んで僕が住んでいるのとは反対側。商店街のほど近くにありながら、雑踏のうるささが薄まった辺りに、そのマンションはあった。

　茶色いレンガ調の、おしゃれな外壁。高さは十階建てくらい。

　小さな会社といっても、萌花さんってやっぱり社長令嬢なんだなぁ。

　マンションロビーの半円形のガラス扉は、当然のようにオートロックだ。

　脇わきにあるインターホンの前に立って、教えられた部屋番号をプッシュした。

「はい」

　しばらくして、スピーカーの向こうから萌花さんの声が聞こえる。……三流木みつるぎ社長の声だったらどうしようって思ってただけに、ちょっとホッとした。

「あ、もしもし、僕です。時任ときとうです」

「今開けるわ」

　萌花さんの声がして、シャーッと静かなモーター音と共にガラス扉が開いた。

　ロビーを通ってエレベーターに乗り、八階で降りる。柔らかな照明が落ちる廊下を進み、八〇三号室。『ＭＩＴＳＵＲＵＧＩ』という表札の扉の前で、足を止めた。

　扉の横のインターホンを鳴らす。ピンポーン、と中で音が響く。少し間を置いて、ガチャッと扉が開いた。

　萌花さんの姿が扉の陰から見えた。白に水色のストライプが入ったシャツ。

　薄暗い室内で、萌花さんの肌はとりわけ白く見えて、ちょっとドキリとする。

「入って」

　うながされ、僕は萌花さんの家におじゃました。

　中は静かで、萌花さんの他ほかに人の気配は感じられない。

　部屋がいくつもある広い家だ。ベージュの壁紙に囲まれた、小ぎれいな廊下を歩く。

「失礼しまーす。……三流木社長はいないの？」

「ここ、お母さんが買った部屋だから。お父さんは、会社の近くの安アパートで暮らしてるわ。ここには来ないわよ」

「え、どうして……？」

「わたしの両親、別居してるの」

「あ……ごめん、悪いこと聞いちゃったかな」

「気にしなくていいわよ。もうずいぶん長いし。――昔、お母さんは三流木出版の編集者だったの。そのころ、会社はビル一つまるまる借り切るほどの規模で、毎月何冊もの本を出版していたわ。文芸書の他ほか、ビジネス書、趣味のハウトゥー本、パソコンソフトの解説書まで。当時そんな三流木みつるぎ出版を支えていたのが、お母さんだったの。だけど内容を二の次にして売り上げばかり求めるお父さんと意見が対立し、お母さんはとうとう会社を出てしまった。以来、三流木出版の売り上げは下がる一方。私生活でも仲が悪くなって、離婚こそ思いとどまっているものの、別居するようになった、というわけよ」

「そうなんだ……。じゃあ、萌もえ花かさんはお母さんと二人暮らしなんだね」

「お母さんは今年から、アメリカで働いてるの。だから、この家は実質わたしの一人暮らし。――『ダ・ヴィンチの恋』って作品、知ってる？」

「えーっと……映画にもなった有名な外国の小説、だっけ？　読んだことないけど、学校で誰だれかが話しているのを聞いたことがあるな」

「歴史に隠されたミステリーを軸にした、壮大なロマンス小説ね。世界中でベストセラーになったのち映画化され、こっちも世界的大ヒット。続編も計画されているわ。――お母さんは今、その小説を書いた作家の専属エージェントになってるの」

「萌花さんのお母さんって、すごいんだね。……それにしても一人暮らしって、なんか僕と似た境遇だなぁ」

「へぇ、孝こう一いちくんも一人なんだ」

　僕は萌花さんに、英文学者でイギリスに行っている両親のことを説明した。

「でも僕の場合は、二人とももうすぐ帰ってくる予定だけどね」

　父さんたちの滞在期間は、約一年の予定だ。もうすぐ終わる。

　似てるって言ったけど、やっぱり僕と萌花さんの境遇はずいぶん違うのかもしれない。

　何よりも、僕の家族は仲はいいのだから。

「わふっ！　わふわふっ！」

　突然けたたましい吠ほえ声がして、僕はビクリと立ち止まった。

　振り返ると、キッチンのほうから一匹の大きな犬がまっしぐらに走ってくる。背丈が僕たちの腰の高さほどもある、大きな犬だ。

　逃げる間もなく、金色の毛に覆われた犬が僕に向かってジャンプした。

「うわっ！」

　背を壁に打ち、床に腰を落とす。

　犬は僕の肩に前足をついてのしかかり、犬歯を向き出してうなりを上げる。

「がるるるるる……」

「こら！　ワッフル！　お客さんでしょ！」

「わふぅ……」

　萌花さんが叫ぶと、ワッフルと呼ばれた犬はたちまち静かになって、耳を垂れた。

　僕の体から離れ、萌花さんの足元で丸くなる。萌花さんは屈かがんで背をなでた。

「も、萌もえ花かさん、その犬は……？」

「ごめんね、驚かせちゃって。この子はワッフルっていって、ゴールデン・レトリーバーなの。このマンションはペットも飼えるから、お母さんが買ってくれたのよ。今は、この子が一緒に暮らす家族ね。――自分は番犬だって思ってて、知らない人を見ると吠ほえるけど、怪あやしい人じゃなきゃすぐに慣れるから」

　僕はおそるおそる、ワッフルに近づいて顔を見た。

「わふっ……」

　さっきのうなり声もどこへやら、しっぽを振りながら面長の顔で見上げる。

「ほらワッフル。いいお天気だから、ベランダに出てなさい」

「わふわふっ！」

　ワッフルはまたキッチンの中をトコトコ走って、その先に見えるベランダに戻った。

　萌花さんは再び歩き出し、廊下に並ぶ扉の一つを開けた。

　そこが萌花さんの部屋らしい。

　入ると、中はこざっぱりした部屋だった。部屋の片側に真っ白なシーツのベッドがあり、向かいに勉強机と、パソコンの置かれたラック。さらに隣には、びっしりと本の並んだ本棚があった。

　――女の子の部屋に入るなんて、初めてだ……。

　もちろん僕は遊びに来たわけじゃない。これから仕事なんだ。

　僕の担当編集者である萌花さんと、新しい小説の企画を考えなきゃならないんだ。



「あれから、いろいろと考えたんだけど……」

　僕は萌花さんと座卓を挟んで座りながら、言った。

「やっぱり、全然イメージできないよ。『萌え』っていわれても、どんなのか……」

「貸してあげた『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』は読んだの？」

「読もうって思ったんだけど……なんかすごくエッチで……読み進められなくて……」

　はぁ、と萌花さんはため息をついた。

「そもそも、今どき『萌え』を知らないなんて、どんな小説を読んできたのよ？」

「実は最近の小説って、あまり読んでなくて。子供のころは父さんの書斎に入って、そこにあった小説を読んだりはしてたんだけど」

「どんな小説？」

「昔のことだからタイトルは忘れたけど……なんか、主人公が大きな虫になって、最後はリンゴを投げつけられて死んじゃう話とか覚えてるなぁ」

「――それはきっと『朝、目覚めたら巨大な毒虫になっていた』という書き出しで有名な、二十世紀初頭のチェコ出身の作家フランツ・カフカの代表作『変身』ね。人間の存在を不条理的に描き出した作品といわれているわ」

「萌もえ花かさん、詳しいんだね」

「ま、まぁ一応出版社社長の娘ですから。――うぅむ、傑作には違いないけど、一般的な娯楽作品とは言いがたいわね。ならマンガでもいいわ。好きなマンガとかある？」

「マンガもほとんど……。さっき父さんが学者だって言ったでしょ？　マジメな人で、マンガとか読ませてくれなかったんだ。だからアニメもよく知らないし……。そんなふうに育っちゃったから、あまり興味持つことがなかったんだよ」

「じゃあ、映画はどうなのよ。テレビでもやってるでしょ。まさか『ハリー・ポッター』も知らない、なんて言わないわよね？」

　なんかちょっとバカにされたような気がして、僕はムッと口を尖とがらせた。

「いくらなんでも、そのくらい知ってるよ。ほら、あれでしょ？　メガネかけた魔法使いみたいな男の子が出てるヤツでしょ？」

「ほんとに『知ってるだけ』って感じね……。『萌え』どころか娯楽作品全般に疎いとは……。むむ、想像以上の難物だって気がしてきたわ」

　萌花さんは頭を抱えて考えこんだ。難物って……。

「あ、でも、こないだ会社に来たとき、スター・ウォーズの本見てたじゃないの」

「子供のころ、両親が珍しく、近所の公民館の上映会に連れてってくれたんだ。そこで見たんだよ。あれはすごく面白かったなぁ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ライトセーバーによるつばぜりあい。宇宙でのドッグファイト。熱い戦いに、劇場を出たあといつまでも、一人、全身が震えていた。

「今でもよく覚えてるから、僕もスター・ウォーズについてはちょっと詳しいんだ」

　萌もえ花かさんはホッとしたように、胸をなで下ろした。

「なんだ、少しはちゃんと知ってるんじゃない。――スター・ウォーズね。わたしも映画館で見たわ。アナキンの最後、なんだか悲しかった。アミダラ姫はきれいだったなぁ。それにしても、ＣＧが豪華な映画だったわよねぇ」

　……なんの話をしているのか、さっぱりわからない。

「花金？　網棚？　いったいなんのこと？　ＣＧって、あの特撮がそうなの？　てっきり模型や着ぐるみだって思ってた……」

　萌花さんは目を見開いて僕の顔を凝視した。

「えーっと……孝こう一いちくんが見たスター・ウォーズのストーリーって、どんなだった？」

「どんなって……主人公のルーク・スカイウォーカーが仲間と一緒に、帝国軍に反乱するため宇宙へ旅立って、悪のダース・ベイダーと戦いながらレイア姫を救出して、最後は戦闘機で要よう塞さいデス・スターを破壊する話でしょ」

「それは三十年前に公開された最初の映画よね。――で、次は？」

「次って……スター・ウォーズはそこで終わったじゃないか」

　萌花さんは額に手を当てて、貧血のように頭をふらつかせた。

「――あのね、スター・ウォーズはその後、続編の二作目と三作目が上映されて、今から数年前には、過去の物語を描いた新三部作が世界中で公開されたのよ」

「そ、そうなんだ……。全然知らなかったよ。萌花さん、けっこうマニアだね」

「マニアって……。まさか、ダース・ベイダーの正体がルーク・スカイウォーカーの父親だってのも知らなかったりして」

「えっ！　嘘うそ！　そうなの!?」

「……二十一世紀になってスター・ウォーズのネタバレで驚く人を初めて見たわ」

　萌花さんはため息をつくと、立ち上がった。

「やっぱり、実際にライトノベルを読んでもらうのが一番手っ取り早いわね」

「で、でも、あんなエッチなの読めないよ……」

「……確かに『愛らぶり～☆エンジェルス』はちょっと過激なのを売りにしたシリーズだけど、もう少しおとなしい『萌え』の小説もたくさんあるわ」

　萌花さんは本棚の前に行き、数冊の文庫本を取り出した。抱えて持ってくると、座卓の上に載せる。

　どの本の表紙にも、マンガチックな女の子のイラストが描かれていた。

　表紙を見ただけであのエッチな小説のシーンが脳裏に浮かび、額に汗が滲にじんでしまう。

「恋愛中心の話だけじゃなく、ファンタジー、ＳＦ、ミステリー、ホラーとジャンルもいろいろそろってるわ。一通り読んでみれば、何かと参考になるはずよ」

「そ、そうかな……」

　おそるおそる一番上の一冊を手に取って、中ほどのページを開く。

　左側のページに描かれたモノクロイラストが飛びこんできた。

　フリルのついた服を着た女の子が二人、顔を赤くしながら……キスをしている。

「な、ななななっ……！」

　思わず本を座卓の上に取り落とす。

「おっ、女の子同士で、女の子同士がっ……!?」

「あ、それは『萌え』というより『百ゆ合り』小説だったわ。これは敷居が高すぎるわよね」

　萌もえ花かさんは平然とした顔のまま本を棚に戻した。

「ごめんごめん、間違えちゃった。他ほかの本は全然平気だから。安心していいわよ」

「ほんとかなぁ……」

　すっかり疑ぎ心しん暗あん鬼きな気分になって、次の一冊を手に取った。髪を大きく左右に結んだ、制服姿の女の子が立っている表紙だ。

　今度はいきなりエッチなページを開かないように、慎重に表紙をめくる。

「ぶっ」

　表紙をめくるなり、のけ反ぞりそうになった。

　そこには、胸を髪で隠しただけの、素すっ裸ぱだかの女の子が立っていた。

「やや、やっぱりエッチな本じゃないかっ！」

　表紙をめくっただけでいきなり素っ裸だなんて……そんなことが、許されるのか？

「とにかく担当命令よ。ここにある小説を貸してあげるから、今週中に読むこと！」

　そう言って萌花さんは、僕の腕に何冊もの文庫本を押しこんだ。



　　　　☆



　数日後の学校での昼休み。僕は購買で買った弁当を食べ終えると、自分の席に座ったまま、周りを見回した。クラスメイトたちは食事に外へ出ていたり、あちこちに固まっておしゃべりしたりしていて、今、近くに人はいない。

　僕は鞄かばんからそっと、一冊の文庫本を取り出した。

　本には九きゆう官かん鳥ちよう書店のブックカバーがかけられている。でも中身は……萌花さんに借りた『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』だ。

　ちゃんと読み始めて、もう四日目だった。他に借りた本はなんとか読み切ったけど、この小説だけはどうしても速く読み進められない。

　アクションシーンはなかなか面白いのに、何しろ十ページに一度はエッチなシーンが出てくるんだ。

　ゴクリとつばきを飲みこんで、しおりの挟んであったページを開く。

　主人公の『純じゆん也や』を陥れるため、学園の生徒会長の正体である堕天使『深み緒お』がお風ふ呂ろ上がりのバスタオル姿で誘惑してくるシーンだ。あまりにエッチで、昨夜これ以上はとても読めなくて、本を閉じてしまったんだ。

　でも最後まで読まないと、萌もえ花かさんに怒られそうだしなぁ……。

「貴様、何を読んでいる」

　突然、冷たく響く声が僕の胸を貫いた。

　見るとそこに立っていたのは、一人の女の子だった。ネクタイの色からして、同学年の女子生徒だ。けれど初めて見る顔だから、別のクラスなんだろう。

　こざっぱりと切った髪に、引き締まった顔立ち。メガネの奥から、鋭い目つきがまっすぐ睨にらんでいる。

　背筋をピンとまっすぐ伸ばし……大きく膨らむ胸を堂々と張っていた。

　そして右手には、一本の木刀が握にぎられている。

「何を読んでいるのかと聞いたんだ」

「ちょっと小説を……。それより、きみは？」

　女の子は左腕に巻かれた腕章を見せつけた。

「わたしは生徒会に直属する風紀委員の風かざ見み鶏どり響ひびきだ。校則違反の取り締まりと、健全なる学生生活の遵じゆん守しゆのために各クラスを巡回している。そなた、名をなんと申す」

「ぼ、僕は時任ときとう孝こう一いち。もしかして学校に本を持ってくるのって、校則違反だった？」

「そうではない。読んでいる本の題名はなんだ？」

「え……」

　ギクリとして口ごもった。エッチな小説だなんて知られたら……。

「……さては貴様、すぐに答えられないところを見ると、いかがわしい本を読んでいるのではあるまいな!?　怪あやしい……。本を見せろッ!!」

　風見鶏さんは本をつかみ、強引に引っ張ろうとする。

　本は取られなかったものの、九きゆう官かん鳥ちよう書店のカバーが外れてしまった。

　風見鶏さんは大きく目を見開き、顔を真まっ赤かにした。

「そッ、それは世にも悪名高き、も、も、もも、『萌え』の書！　よりにもよって神聖なる学まなび舎やでなんと破は廉れん恥ちな……。そのようなものは、我が風紀委員会が没収するっ！」

　風見鶏さんが叫んで、再び本に手を伸ばした。

「だ、ダメだよっ！」

　僕は慌あわてて立ち上がり、風かざ見み鶏どりさんの手を避よけた。

　風見鶏さんは机に手をついて前のめりになる。

　――大きく動いた反動で、風見鶏さんの大きな胸がたおやかに揺れた。

　ダイナミックさに、僕の視線は思わず釘くぎ付づけになってしまう。

　風見鶏さんはハッと気がついて、たちまち顔を真まっ赤かにして睨にらみつけた。充血した目にうっすら涙を浮かべている。

「きき、貴様ァ!!　そのようなも、ももも、も、萌え書を読んでおるから心底破は廉れん恥ちな人間に堕おちるのだァッ！　そこになおれ、成敗してくれるッ!!」

　風見鶏さんが両手で木刀を振り上げた。

　張った胸の膨らみが、ひときわ大きく上下する。

「ままま、待って！　ごめん！　違うんだ、この本、人から借りただけなんだよ！」

「……借りただけ、だと？」

「今この小説が売れてるから読みなさいって言われて、だから僕も、どんなものか知らないから読んでみようって。――借りてる本だから、没収されたら困るんだ」

　風見鶏さんは少し落ち着いた表情になって、木刀を下ろした。

「好き好んで読んでいたわけではない。そう申すのか？」

「読もうって思っても、なんか……すごくエッチでなかなか読み進められなくて……。でもみんな読んでるっていうし、僕が間違ってるのかなぁ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　すると風かざ見み鶏どりさんは溜りゆう飲いんが下がったような顔をした。

「いや。時任ときとうどの。そなたは何も間違っていない。極めて正常な反応だ。――そなたを破は廉れん恥ちな人間だと誤解して申し訳ない。許してくれ」

「あ、ううん、謝ることないよ」

　風見鶏さんって、ずいぶん時代がかったしゃべりかただなぁ。

　とにかく僕は、本を再び鞄かばんにしまった。しょうがない、続きは家で読もう。

「それにしても風見鶏さん。本当にみんなこういう『萌え』の本を読んでるの？」

「――ついてくるがいい。その目で実態を見るがよかろう」

　そう言って、風見鶏さんは教室の外へと歩き出した。



　風見鶏さんが向かった先は、西側校舎の二階にある図書室の前だった。

「図書室に、何かあるの？」

「この学校の図書室は、休み時間、生徒が自由に読書できるよう開放されている。我々学徒は常に教養を深めねばならんからな。……だがな、わたしが入学後に調査したところ、この教養の殿堂に、恐るべき汚染が蔓まん延えんしていたのだっ！」

　風見鶏さんはガラッと勢いよく扉を開け、図書室の中に踏みこんだ。

　図書室の両りよう脇わきと後方にはいくつもの本棚が並び、中央には長机が三列並んでいる。長机の席には、十数人の男女の生徒が座って、本を読んでいた。

　一見、なんの変哲もない、学校の図書室。けれど、一つイメージと違っていたのは……

　みんなが読んでいる本は文庫本で、表紙にはどれも、目が大きく髪をなびかせた女の子の姿が描かれていたのだ。

「どうだ！　図書室のライトノベルの所蔵が認められたのをいいことに、次々に忌いまわしきも、もも、もももも、も、もももももももも」

　引きつったように、風見鶏さんは震えながら『も』を繰り返した。

「落ち着いて風見鶏さん！　『李すももも桃も桃のうち』って三回言うんだ」

「す、すもももももももものうち、すもももももももものうち、すもももももももももももものうち……」

　やっと震えが止まり、風見鶏さんはぜーはーと息をついた。

「……も、『萌え』な小説を図書委員にリクエストし、結果がこれだ！」

　読まれている本からちらりと見えるイラストは、どれも女の子がやたらと露出度の高い水着を着ていたり、顔を真まっ赤かにしながら裸の胸を両手で押さえていたりする。

「見よ！　どいつもこいつも、萌え！　エロス！　萌え!!　エロス!!　我々はいつからこんな破廉恥を許すようになった!!」

　風かざ見み鶏どりさんは木刀で床をドンと叩たたき、絶叫した。

「やべぇ、風紀委員だ！」

　気づいた男子生徒が叫んで、みんなが一斉に、本を机の下にしまおうとした。

「あがくなっ！　すべて没収するッ!!」

　風見鶏さんは男子生徒のそばに走り、彼が持っていた本を取り上げた。『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』だった。

「あっ、何するんだよ！　図書室の本なんだぞ！　勝手に没収するな!!」

「黙れ！　神聖なる学まなび舎やを汚けがす書物は、断じて許さんッ！」

「何が神聖なる学舎を汚す、だ！　どうせ読みもしないで勝手なこと言ってんだろ！」

「このようないかがわしい書など読めぬわッ！」

　すると、周りで見ていた生徒たちが声を上げた。

「見た目だけで決めつけないでくれ！」

「これはね、本当は熱くて心が震えるストーリーなんだよ！」

「わたしはこの本で三回も泣いたのよ！」

「読んでもない人間に、この感動がわかるもんか！」

　一斉に叫ばれて、さすがの風見鶏さんもちょっとタジタジとなった。

「何を言うか！　こ、このようなもの……読まなくとも……わかるっ！」

　風見鶏さんが木刀を構えると、図書室にいたみんなは真っ青になって後ずさる。

「ま、待ってよ、風見鶏さん！」

　僕は今にも暴れ出しそうな風見鶏さんを押しとどめた。

「止めるでないっ、時任ときとうどの！　わたしは断固戦うッ!!」

「で、でも、みんなが言うことももっともだよ。やっぱり本は読んでみなきゃ、本当の中身はわからないよ」

　そのとき僕は思ったんだ。もしかしたら僕の本も読まれないまま、ただつまらない小説だって思われて、売れなかったんじゃないかって。

　そうだとしたら、やっぱりちょっと悲しい。

　だから僕は、続けて言った。

「この小説だって、そりゃエッチな場面は多いけど、意外とアクションシーンも多かったりするし……。読んでみれば、風見鶏さんも印象が変わるかもしれない」

　風見鶏さんは取り上げた本に目を落とした。

「読めば……これがいかがわしい書物でないと判断できる。そう、言いたいのか？」

「い、いかがわしくないかはわからないけど……」

「むぅ……。時任どのがそこまで言うなら、読んでから判断してやろうではないか」

　風見鶏さんは木刀を脇わきに抱え、みんなが見守る中、静かに『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』の中ほどのページを開いた。

「いいだろう。なになに……。あのね愛ま菜なの菜は、野菜の菜なの。だから愛菜のコトい～っぱいお兄ちゃんに食べてもらってぇ（ポッ）、愛菜、お兄ちゃんの愛ラブの栄養ビタミンになりたいナくぅああああああああぁぁ――ッ!?」

　風かざ見み鶏どりさんは本を取り落とし、真まっ赤かな顔で乱心したように木刀を振り上げた。

「斬きる斬るキル、叩たたっ斬るーッ!!」

　図書室に悲鳴が響き渡る。

　床に落ちた本に向かって、風見鶏さんは木刀を振り下ろした――

　その瞬間、僕は自分でも思いがけない行動に出た。

　サッと身を滑らせて風見鶏さんの前に立ち塞ふさがり、本を守るように両手を広げたんだ。

「だ、ダメだよっ!!」

　木刀が僕の額を割る直前、風見鶏さんは慌あわてて手を止めた。

「時任ときとうどの……!?　なぜ、そこまでしてこの書物を……」

　一瞬、自分でもどうしてこんなことをしたのかわからなかった。

　でも、緊迫した空気が薄れるにつれて、だんだんわかってきた。

　まっすぐ風見鶏さんの目を見て、言った。

「この本も、作者の人が一生懸命書いたんだ。何日もかけて……。なのにこんなふうに斬ったら、きっと悲しむって思うんだ」

　僕だって、自分の本が真っ二つに斬られるところなんて見たくない。だからきっと、この本の作者だって……。そう、心の中で強く思ったんだ。

　風見鶏さんは木刀を引いた。

「――わたしは納得しかねるが……。しかし正論の一つやもしれぬ。今回はそなたの武士道に免じて、手を引くとしよう」

　風見鶏さんは男子生徒のほうを睨にらんだ。

「私生活でまで読むなとは言わぬ。だが、学堂で耽たん溺できすることは、わたしには認められん。二度とわたしの前にそのような破は廉れん恥ちなものをさらすでない」

　言うと風見鶏さんはきびすを返し、一人、図書室から出ていった。

　図書室のみんなが、ホッと安あん堵どの息を漏らす。

　さっきの男子生徒が来て落ちた本を拾い、ついたホコリをはらう。

「やれやれ……没収されてたら、三十冊目になるところだったぜ」

「風見鶏さんって、いつもこんなことしてるの？」

「あぁ……。武家の家柄の娘らしいんだけどさ、なんつーか、頭固すぎるんだよな」

　確かに風見鶏さんって、すごくマジメな人みたいだなぁ。

　本を机に置くと、男子生徒は両手で僕の手を取った。

「ありがとう！　きみは素晴らしい勇気の持ち主だよ！」

「カッコよかったわ！　ドキドキしちゃった！」

「すげぇよ、あの動き！　命を張って神しん月げつ無む双そう斬ざんを食い止めた勇者マルスのようだぜ！」

　図書室のみんなが口々に叫び、たちまち僕は歓声の中に包まれた。

　そのとき僕は、胸のうちで魂が震えるのを感じたんだ。

　――あれ？　なんだろう、この思い。

　心の底が、熱かった。

　これはきっと、何かを守り抜いた充実感。

　みんなの希望を守る。なんて、素晴らしいことなんだ――。

　これだ、と、頭の中で何かが弾はじけた。

　そうだ、この熱い思いを小説に書こう。

　人々の希望となる大切なものを守る、熱い物語を書こう！

　その日の放課後、一目散に帰宅すると、さっそくパソコンの前に座って思い浮かんだ小説の企画書を書き始めた。



　　　　☆



「『主人公は一人の少年、シロウ・ウラシマ。彼は地球の平和を守るため、銀河征服をたくらむ悪の宇宙帝王ラスト・カイザーと凄すさまじい戦いを繰り広げる』。……これが新作の内容？　タイトルは『銀河ウォーズ』？」

　翌日の放課後。僕は萌もえ花かさんと歩いて下校しながら、新企画の打ち合わせをしていた。

　萌花さんは見つめていた企画書から顔を上げると、じっと僕を見た。

「そう。宇宙を舞台にした壮大な戦いを描く、熱いドラマになるんだ」

　我ながら素晴らしい出来の企画書を前に、僕は胸を張って答えた。

「……なんか、三十年前のセンスみたいな気が……」

「え？　何？」

「う、ううん、なんでもないわ。……まぁ、ちょっとレトロなほうが逆に新鮮に映るかもしれないし……宇宙戦争物は王道的テーマで悪くはないし……」

　しかし、萌花さんは企画書を僕のほうに戻した。

「でもなんか、パンチに欠けるのよ。新鮮味がないっていうか……。そもそも頼んだのは『萌え』で『エッチ』な『ラブコメ』じゃない。せめてヒロインくらい出してよ」

「でもさ、本当にそういう『萌え』で『エッチ』な小説って、面白いのかな」

「わたしが貸した『愛らぶり～☆エンジェルス』は読んだんでしょ？　なんとも思わなかった？」

「あまりエッチだから、夕べまでかかってやっと読み終わったけど……。いや、話は面白かったんだよ。ラストで、覚かく醒せいした主人公が魔王と戦うところなんか特にさ。――思うんだけど、あの小説はエッチな場面をなくしたら、それこそスター・ウォーズにも負けないくらい面白くなると思うんだ」

「な、何言ってんの！　ラブコメこそ、あの作品の最大の魅力じゃない！」

「僕はそうは思わないよ！　作者の天あま之の川がわさんは、むしろ『萌え』を捨てて、もっと純粋に熱く燃える小説を書くべきなんだ！　そうすれば、百万部どころか二百万部でも三百万部でも売れる作家になるに決まってる！」

　萌もえ花かさんはちょっとイラついたような目を向けた。

「これだけ『萌え』に拒否反応するなんて……。もしかして孝こう一いちくん、女の子に興味ないんじゃないの？　初恋はいつよ？」

「いつって……初恋なんかしたかなぁ。何しろ中学に入ってからは、受験勉強で頭がいっぱいだったから」

「じゃあ、どういう女の子が好みなのよ。クラスで、かわいいって思うのは誰だれ？」

「そ、そんなこと聞かれても……」

　恥ずかしくなるような質問攻めに、僕はうつむき、どんどん声が小さくなった。

「そりゃ、萌花さんとか、きれいだなって思うけどさ……」

　何気なくそう言った。そのくらいしか思いつかなかったから。

　ふと気づくと、隣から萌花さんの足音が消えていた。

　振り返ると、萌花さんは立ち止まったまま、両手を顔に当てている。心なしか、ほおを赤く染めながら。

「な、何よ、突然……そ、そう。そう思われてたんだ、わたし……」

　ボーッとした様子で、ぶつぶつとつぶやいている。

「どうしたの!?　萌花さん」

「なっ、なんでもないわよっ。――と、とにかく孝一くん。わたしは絶対、あなたに『萌え』小説を書かせてみせるから！　覚悟しなさいよっ！」

「か、覚悟って……」

　大通りの交差点に着いた。ここから先、僕の家と萌花さんの家はそれぞれ別方向にあるから、今日はここでお別れだ。

　別れ際に萌花さんはもう一度僕のほうを見て、ビシッと指さし、こう言った。

「担当命令よ！　孝一くん、明日から徹底的に『萌え』の魅力を特訓してあげるから！」

『萌え』の特訓って、どんなの……？

　不安顔の僕の前で、萌花さんはニヤリと不敵な笑みを浮かべる。

「――萌え死んだって、知らないんだからね」



　　　　☆



　変な夢を見た。

　夢に出たのは、萌もえ花かさんだった。萌花さんには、なぜか背中から白い羽が生えていた。天使なんだ。雪の中、肌も露あらわな水着姿で舞い降りた天使の萌花さんは、まっすぐ僕を見上げ、溶けるように甘い声でこう言った。

「あのね萌花の萌は、『萌え』の萌なの。だから、萌花のコトい～っぱい孝こう一いちくんに食べてもらってぇ（ポッ）、萌花、孝一くんの愛ラブの栄養ビタミンになりたいナ」

　ハッとして、目を覚ました。心臓がバクバクして、全身にびっしょり汗をかいている。

　……こんな夢を見るなんて、あの『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』がよっぽどトラウマになってしまったみたいだ。

　時計を見ると、もうとっくに起きる時間だった。急いで着替え、トーストをかじる。毎朝一人で起きなきゃいけないから、しょっちゅうギリギリの時間になってしまうんだ。学校の鞄かばんを持つと、あわただしく部屋を出た。

　時間を止められたらいいのに。――そう考えたとき、小説のアイディアが浮かんだ。

　そうだ、主人公は時間を操って戦う、なんてどうだろう？　未来世界からやってきた主人公が、時間を停止させる能力を駆使して敵と戦うんだ。

　マンションの階段を駆け下りながら、次々にアイディアが浮かび上がる。

「これだけ凝ったＳＦなら、萌え萌え言ってる萌花さんも黙って納得するに違いない！」

「……誰だれが何を黙って納得するのよ」

　マンションの外に出た瞬間声をかけられて、ドキッと心臓が跳ね上がった。

　そこに萌花さんがいたんだ。見た夢を思い出し、背中にドッと冷や汗が流れた。

　ちょっと不機嫌な顔で、駅前のコンビニ、デイリーマツモトのポリ袋を持っている。

「も、萌花さんこそ、どうしてここに……？」

「ほんとは、部屋まで起こしに行きたかったのよね。だけど鍵かぎを持ってないから入れなかったわ。呼び鈴鳴らしても誰も出ないし」

「呼び鈴って、僕が寝てる間に？　父さんも母さんもいないから……。ていうか、なんでわざわざ起こしに来るのさ？」

「萌えるでしょ」

「も、もえ……？」

「だから、女の子が部屋まで起こしに来てくれるのよ。目が覚めたら、すぐ前に女の子がいるの。『萌え』の基本シチュエーションよ！」

　萌花さんが何を言っているのか、さっぱりわからない。

「いきなり目の前にいたら、びっくりして心臓に悪いよ」

「言ったでしょ!?　孝こう一いちくんが『萌え』に目覚めるまで、こうして特訓するんだから！」

「……これが、特訓？」

「じゃ、とにかく登校しましょ」

　並んで歩きながら、萌もえ花かさんはデイリーマツモトの袋から食パンを一枚取り出した。

　端を口にくわえ、ぶら下げる。

「何やってるの？」

「ひこくひほうで、はさごはんはべるひま、なかっはの」

　食パンの端をくわえながら、萌花さんはもごもごと言った。

　遅刻しそうで朝ご飯を食べるヒマがなかったらしい。

「萌へるへひょ」

「だったら、わざわざ僕の家に来ないで、まっすぐ学校に向かえばよかったんじゃ……」

　言うと、萌花さんはなぜかキッと鋭い目で睨にらみつけた。食パンをくわえたままで。

　何か悪いこと、言ったかなぁ……？



　昼休み。食事にしようと席を立ったとき、萌花さんがそばに来た。

「孝一くん。今日のお昼ごはんは、お弁当みゅん？」

「……いつも購買で買ってるんだけど」

「よかったみゅん！　だったら、わたしが持ってきたお弁当、一緒に食べるみゅん！」

「『みゅん』って、どうしたの？　風か邪ぜでも引いた？」

「も、萌えるでみゅん？」

「……え？」

「いいこと？　今のわたしは、みゅんみゅん星からやってきたみゅん星人なの！」

「みゅん星人？」

「『みゅん』ってのは、みゅん星人の口癖なの。一生懸命地球語をしゃべろうとしてるんだけど、つい故郷の口癖が出ちゃうのよ！　そこが萌えどころなの！」

　両手に握にぎり拳こぶしを作り、萌花さんは力説した。

「普通にしゃべってるみたいだけど……」

「……萌えどころなんだみゅん！　とにかく、これからは孝一くんもそのつもりでわたしに接するようにするみゅん。――じゃあ、さっそく食べに行きましょう……みゅん」

　連れ去られるようにしてみゅんみゅん星……じゃなかった、学校の中庭にやってきた。

　春の陽ひ射ざしが暖かく、何人もの生徒たちがそれぞれグループを作って、芝しば生ふやベンチの上で弁当を広げている。

　僕と萌花さんは、校舎の壁際にある芝生に腰を下ろした。

「ここでお弁当にするみゅん」

　萌もえ花かさんは言って、デイリーマツモトのポリ袋を差し出した。

「でも、どうして二人でお弁当にするの？　もしかして小説の打ち合わせとか？」

「何言ってるのみゅん！　女の子と二人っきりでお弁当なのみゅん！　萌えるでしょ!?」

「う、うん……。よくわからないけど、萌えてるような気がするよ……」

　逆らったらいけないような気がして、コクコクとうなずいた。

　萌花さんは袋から幕の内弁当を二つ取り出す。一つを僕の前に置いた。

「買ってきてくれたんだ。ありがとう。あとでお金払うよ」

「そうじゃないでしょ！」

　突然、萌花さんがピシャリと叫ぶ。

「ここは『僕のためにお弁当を作ってくれたんだぁ～。どんな味なのかなぁ～』って感激するところでしょう？」

「え、だってこれコンビニのお弁当……」

「ね、寝坊して作る時間なかったのよ。それでも孝こう一いちくんにお弁当を食べてほしいって思って、デイリーマツモトで買ったのよ！　けなげで萌えるでしょ」

「萌花さん、みゅん星人は……？」

「で、デイリーマツモトで買ったんだみゅん！」

「と、とにかく、いただきます」

　すると、萌花さんはつんっとそっぽを向いて、口を尖とがらせた。

「べっ、別にあんたのために買ったんじゃないんだからっ。か、勘違いしないでよねっ」

「……そうなの？　なんだ、僕のお弁当ってわけじゃなかったんだ。なら自分で買ってくるから大丈夫だよ」

「…………」

　萌花さんは不満げな顔で僕を睨にらみつけた。

「だーかーらー、そうじゃないでしょってば！」

「えっ、な、何が!?　だって、このお弁当、僕のじゃないって……」

「『ツンデレ』よ、ツ・ン・デ・レ！　『萌え』の基礎教養じゃない！」

「つ、つん……で……？」

「そう。ツンデレ！　本当はデレデレするほど好きなのに、気持ちを表に出せずツンツンしてしまう。女の子はなかなか素直になれない生き物なのよっ！」

　プンプンと怒った口く調ちようで、萌花さんはまくしたてる。

「も、萌えてほしくなんか、ないんだからねっ！」

「素直じゃないのが、『萌え』なの？　ふーん……。『萌え』って、ずいぶんひねくれてるんだね。僕は、素直なほうが気持ちだって伝わりやすいって思うけどなぁ……」

　ちょっとムッとした目で、萌もえ花かさんは睨にらんだ。

「……そう。孝こう一いちくんは素直萌えだったのね。どうりで、なかなか萌えないわけだわ」

「は？」

　萌花さんは座ったままお弁当をじっと見下ろし、おもむろにウインナーを箸はしでつまんだ。片端に足みたいな切れ目が入った、タコさんウインナーだ。

「いいこと？　タコさんウインナーは『萌え』の重要アイテムの一つよ」

　食べるのかと思いきや、まっすぐ僕の前に突き出す。

「な、何……？」

　気け圧おされるように、芝しば生ふに両手をつきながら僕はのけ反ぞった。

「あ、あ～ん、よ」

　ちょっと顔を赤くしながら萌花さんは言った。目はまっすぐ睨みつけるように見つめている。怒られてるみたいだ。

「ほら、早く口を開けなさいってば」

「どど、どうして」

「わたしが食べさせてあげるからに……決まってるでしょっ！」

　箸の先のタコさんウインナーを、僕の口に入れるつもりらしい。

　まるで子供扱いじゃないか。そんな恥ずかしいこと、できるわけがない。

「じ、自分で食べられるよ……」

「いいから！　四しの五ごの言ってないであ～んしなさいっ！」

「まま、待って、落ち着いて、萌花さん！」

「落ち着いてるわよっ！　素直なのがいいんでしょ!?　だったら素直に萌えなさいっ!!」

「み、みゅん星人は？　みゅん星人は!?」

「うるさいっ!!」

　後ずさりするうち、とうとう、背が校舎の壁に当たってしまった。

　これ以上後ろに下がれない。

　すぐ目の前に、萌花さんが迫っていた。

「だ、だって、こんな恥ずかしいこと……できないよ……」

「わたしだって恥ずかしいわよっ!!」

　激げつ昂こうしたように萌花さんは叫んだ。

　顔はタコさんウインナーよりも真まっ赤かで、目の端に涙まで浮かべている。

　歯を食いしばり、震える腕を必死で押さえていた。

　――そうだ。萌花さんは、僕のために一生懸命、こんなことをしてくれているんだ。

　僕を、ちゃんと売れる小説家にするために。

　確かに僕には、『萌え』の魅力はわからない。でも、だからって、こんなにがんばっている萌もえ花かさんの努力まで、ないがしろにしちゃいけない。

「わ、わかったよ、萌花さん。――僕は、『あ～ん』をしてみる」

　……正直、恥ずかしい。箸はしくらい自分で使えるのに、同級生の女の子に食べさせてもらうだなんて。

　こんなのが『萌え』だなんて、ちっとも理解できない。

　でも目を閉じぐっと耐えて、口を開いた。

　これでも僕が『萌え』に興味持てないとわかったら、きっと萌花さんもあきらめてくれるだろう。僕が熱く燃える小説を書くことに、協力してくれるようになるに違いない。

　だから、今だけだ。今だけ、この恥ずかしさに耐えればいいんだ……。

　萌花さんが身を乗り出すように近づいて、箸を僕の口元に運ぶ気配がした。静かな風に乗って、萌花さんの香りが漂ってくる。なんだか甘い香りのような気がした。

「じ、じゃあ、行くわよ。あ～ん……」

「あ、あ～ん……」

　しかし、しばらく待っても口の中には何も入ってこなかった。どうしたんだろうと薄目を開けて見ると、緊張のせいか、萌花さんの持つ箸の先が激しく震えていた。タコさんウインナーがぷるぷると左右に震えて、狙ねらいを定められないでいる。

「も、萌花……さん……？」



    

  
    
      



    

  
    
      　声をかけたとたん、萌もえ花かさんの背がビクンと硬直した。

「ひっ」

　萌花さんの手がガクンと跳ねて、タコさんウインナーがつるりと滑り、宙に舞った。

　弧を描いて飛び、見上げた萌花さんの額にこつんと当たる。

　軽くバウンドし、タコさんウインナーはのけ反ぞった萌花さんの襟えり元もとから……スポッと制服の中に入ってしまった。

「ひ、ひゃっ、な、中に、入っちゃった!?」

「だ、大丈夫!?　萌花さん！」

「あ、あんっ……な、中で転がって……」

　萌花さんは箸はしを取り落として立ち上がり、両手で胸元を掻かきむしるようにタコさんウインナーを追いかける。

「はうぅ……ふ、服の中に、タコさんが、タコさんがぁ……」

　すっかり涙目になりながら、萌花さんは制服のボタンに手をかけた。

「も、萌花さんっ!?　こんなところで脱いじゃダメだよっ」

　僕は慌あわてて立ち上がり、萌花さんの両手を押さえた。

「どこ？　どこに引っかかってるの？」

「む、胸の……ブラの……とこ……」

　萌花さんは消え入りそうな声で言って、湯ゆ気げが立ちそうなほど顔を真まっ赤かに染めた。

　そっと見ると、右胸の膨らみの上で、ブレザーの制服がぷっくりと小さく盛り上がっている。あの下にタコさんウインナーが引っかかっているらしい。

　ちょっと押せば落ちそうだけど、萌花さんは気が動転して頭が回らない様子だ。

　かくなる上は……。

「ごめん！　萌花さんっ!!」

　僕は思いきって、胸の盛り上がりを指先で強く押した。

「ひゃうっ！」

　短い悲鳴と共に、萌花さんの胸が抵抗するようにポヨンと軽く揺れた。

「お、おへそのとこに落ちたっ……」

　萌花さんは両手でシャツを引っ張り、スカートから裾すそを出してバッと広げた。白いおなかに、ちらりとおへそが見える。

　シャツの中からタコさんウインナーがポトリと転がり、弁当箱に落ちた。

　萌花さんはへなへなと崩れるように座りこむ。真っ赤な顔で涙を滲にじませたまま、はぁはぁと肩で大きく息をしている。

「萌花さん……。平気だった……？」

　聞きながら、なんだか罪悪感を覚えた。僕に『萌え』を教えようとして、萌花さんはこんな恥ずかしい目に遭ってしまったんだ。

　同時に萌もえ花かさんの姿に、いとおしい気持ちを感じた。

　萌花さんはこれほどまでして、僕の小説を世に出そうとしてくれているんだ。

　なんだろう、この、胸がキュンとなる気持ちは……？

　そのとき、ハッと気がついた。

　――もしかして、これが『萌え』？

　僕は『萌え』を感じてしまったんだろうか!?

「孝こう一いちくん？　どうか……したの？　震えてるわ」

「な、なんでもない……。全然『萌え』てなんか、いないよ……」

　萌花さんは目を見開き、まだ赤く染まったままの顔を近づけた。

　お、おかしい……。なんでこんなに、胸が、ドキドキするんだろう……。

「孝一くん、顔が赤い……」

「な、なんでもないよっ」

「いいえ……孝一くん、あなたは今『萌え』てるわ！　わたしにはわかる！　その感情が、『萌え』よ！　『萌え』なのよっ！」

「そ……そんなッ!!」

　僕は頭を抱え、激しく震えた。

「さぁ、もうわかったでしょ!?　孝一くんの中にも、『萌え』の感情は眠っていたの！　それが今、花咲くように目覚めたのよ!!」

　萌花さんは立ち上がり、高笑いした。

　……じゃあ、僕はいよいよ『萌え』な小説を書かなきゃいけないのか？

『萌え』で『エッチ』で『ラブコメ』な小説を、書く運命になってしまうのか!?

　ふいに僕たちの横で、サクッと芝しば生ふを踏みしめる足音がした。

「――今ここで、何をしていた？」

　鋭く突き刺さる声に振り返る。そこに立っていたのは、右手に木刀を持った――

「風かざ見み鶏どりさん……」

「知り合いなの？」

　萌花さんが聞いてくる。

「風紀委員の子なんだ」

　風見鶏さんは鋭い視線を僕と萌花さんに向けていた。

「い、いやその、お弁当食べてただけだよ？」

「そなたたち、今、も、もも、も、『萌え』な行為をしてはいなかったか？」

　ギクッとした。

「まっ、まさか、そんなことあるわけないよ、ねぇ。あはは……」

「ふむ……。遠くからでよく見えなかったのだが……わたしの目には、『あ～ん』などという破は廉れん恥ちなおこないをしているように見えたのだ。時任ときとうどののことだから、思い違いであってほしいのだが……」

「あらーっ、思い違いじゃないわよ～」

　僕に『萌え』を理解させて喜んだのか、萌もえ花かさんがうれしそうな声を上げた。

「孝こう一いちくんに、『萌え』を実践してあげて……むぐっ」

　慌あわてて両手で萌花さんの口を押さえる。

「もも、もちろん思い違いに決まってるじゃないか！　ほ、ほら、右手をケガしちゃってさ、箸はしを持てないから、食べさせてもらってたんだ。それだけだよ！」

「右手をケガしてるようには見えぬが……」

　ハッとして、萌花さんの口を押さえていた右手を後ろに隠す。

　力が抜けた隙すきに、萌花さんは僕の手から抜け出た。

「ちょっと何するのっ！　照れなくてもいいから、遠慮しないでもっと萌えなさい！」

「い、いや照れてるわけじゃ……」

　萌花さんは風かざ見み鶏どりさんのほうに向き直り、ニコニコと笑顔を浮かべた。

「知ってる？　孝一くんってね、素直な子が『萌え』ポイントなのよ！」

　タコさんウインナーを端でつまみ上げると、冷や汗をかく僕の前に突き出した。

「ほ～ら、もっと『あ～ん』してあげるんだみゅん！　こ、こんなことしてあげるの、今日だけなんだからねっ！　みゅん！」

　萌花さん、調子に乗りすぎ……。

　風見鶏さんの眉まゆが、ピクピクとつり上がった。

「くぅおああああああああっ!!」

　僕と萌花さんの間を、まっすぐ木刀が貫いた。木刀は校舎の壁に深々と突き刺さり、ひび割れからどす黒いオーラが煙のように立ちのぼっていた。

　恐怖に立ちすくみ、僕も萌花さんも青ざめた顔で静止した。

「に、逃げようっ、萌花さんっ！」

　風見鶏さんが木刀を引き抜こうとしている間に、萌花さんの腕を引いて走り出した。

「ま、待てッ!!　『萌え』に耽たん溺できする不届き者は、このわたしが許さんぞッ!!」



　体育館の陰に隠れ、僕と萌花さんははぁはぁと息を切らせる。

「もう……大丈夫かしら……」

　全身に汗をかきながら、僕と萌花さんは中庭の様子をうかがった。

　風見鶏さんはキョロキョロ見回しながら、僕たちを捜している。

「あの子、いったいなんなの？」

「『萌え』をすごく嫌ってるみたいで、『萌え』な小説とかも没収しようとしてるんだ」

　風かざ見み鶏どりさんは歩きながらゆっくりと、こっちに近づきつつあった。

「とにかくまずいわね、ここにいたら見つかっちゃう……」

　僕と萌もえ花かさんは体育館の中に入った。昼休みで、中には誰だれもいない。授業で使ったらしく、バレーボールのネットが張られていた。

「あそこ！　あの中に隠れるのよ！」

　体育用具室の扉が半開きになっている。中に駆けこんで扉を閉めた。

　奥にはバスケットボールの詰めこまれたカゴや、畳んで置かれた体育マット。隅には跳び箱が置かれている。

　奥の壁には小さめの窓があり、外の日光が射さしこんでいた。

　僕は壁に寄りかかって腰を下ろし、萌花さんもすぐ隣に膝ひざを抱えて座る。

　用具室の中は静まりかえっていて、息を切らせる萌花さんの呼吸音が響いた。

「それにしても、あんなに『萌え』を嫌うなんて、失礼だわっ」

　萌花さんは口を尖とがらせた。

「でもさ……嫌う人もいるんだし、やっぱり『萌え』なんて、よくないことなんだ」

「ちょっと！　孝こう一いちくんまで何を言い出すのよ!?」

「だってそうじゃないか！　僕だって……『萌え』で『エッチ』な小説なんて、恥ずかしくて読めないのに……ましてや、書けだなんて……」

「孝一くん……。そこまで『萌え』や『エッチ』が嫌いなの？　そんなじゃ、女の子ともまともにつき合えないわよ？」

「つ、つき合うって……。一緒にいるだけなのに『萌え』も『エッチ』も必要ないじゃないか。相手の女の子に悪いよ」

「じゃあデートのときとか、どうするのよ？　デートしたらキスくらいするでしょ？　キス、ちゃんとできるの？」

「きっ……！」

　顔が火ほ照てって熱くなり、僕は絶句した。

「えっ……まさか、孝一くん……」

　萌花さんはまじまじと見つめる。

「キスもしたことないの!?」

「あ、あるわけないってば」

「はは～ん、さては孝一くん、キスすらしたことないから『萌え』の免疫がないのね」

「――じゃあ、萌花さんは……あるの？」

「い、いやわたしは……」

　萌花さんは不意打ちされたような表情をしてほおを赤らめ、口を尖らせて視線を逸そらせた。

「別に、そういうコト興味ないだけだから……いいのよ……」

　言いにくそうにボソボソと答える。

「とっ、とにかく、わたしのことはどうでもいいの！　いいわ、だったら……」

　萌もえ花かさんは両手で僕の頭を挟み持つと、まっすぐ見つめた。

「きっと、キスすれば……もっと女の子のこと知りたくなるに違いないわ。『萌え』という感情が、どんなに素晴らしいか理解できるようになるわよ」

　言って、萌花さんの顔がゆっくりと近づいた。

　萌花さんは唇を噛かみしめ、僕の頭を挟む両手が、いつの間にか小刻みに震えている。

「も、萌花さん、何を……？」

「これが……最後の特訓よ……。き、キス……くらい……わたしが……」

「え……ええっ!?」

　驚いて、のけ反ぞりそうになる。後頭部がガンッと壁に当たった。

「ど、どうして、萌花さんが……」

「……わたしは、時任ときとう零れい路じの担当編集者よ。あなたに『萌え』小説を書いてもらうためなら、なんでもするわ。このくらいでなきゃ、担当編集は務まらないんだから」

　緊張で強こわばった顔が、ゆっくりと近づいてくる。

　窓からの光の中、ゴクリとつばきを飲みこむ萌花さんの顔は、いつもよりひときわきれいに見えて……ちょっと大人っぽく感じた。

「だ、ダメだよ、萌花さん……。こんなこと……」

　僕は直感した。ここで萌花さんにキスされたら……きっと僕は『萌え』小説を書く運命から逃れられない。二度と熱く燃える小説を書くことができない体になってしまう。

　しかし僕は萌花さんに見つめられ、動くことすらできなかった。

「大丈夫よ……大丈夫よ……何も、舌を入れるわけじゃないんだし……」

　自分に暗示をかけるように、萌花さんはぶつぶつつぶやいている。

　し、舌……？

　僕と萌花さんの間にはほんの少しの隙すき間まが空いてるだけで、体中に萌花さんの体温が伝わってくるようだった。

　半開きの口から熱い息が漏れ出て、萌花さんの肩が大きく上下している。

　萌花さんが体重を傾けてきて、顔が、覆いかぶさるように急接近する――

　カツン！　そのとき体育館のほうから、足音が聞こえた。

　ドキリとして、僕と萌花さんは固まった。

「追いかけて……きたのかな」

「しっ！」

　全身を緊張させたまま、身動き一つせず、外の足音に聞き耳を立てた。

『隠れてもムダだ！　おとなしく出てこい！』

　風かざ見み鶏どりさんの声だ。まっすぐ体育用具室に近づいてくる……。

「こっち！　窓から逃げるの！」

　萌もえ花かさんは素早く立ち上がり、僕の手を取って用具室の奥に走った。

　用具室の奥には、バスケットボールの入ったカゴやバスケットの得点板などが所狭しと置かれている。窓に向かって、隙すき間まを縫うように走った。

「きゃっ!?」

　窓に近づいたとき、前を走る萌花さんの体が止まった。

「す、スカートが……引っかかって……」

　見ると、萌花さんのスカートの端が、バスケットボールを入れたカゴの横に引っかかっていた。スチールカゴの一部が切れて、飛び出していたんだ。

「は、外れない……」

　萌花さんはピンと張ったスカートの布地を引っ張った。しかしカゴの一部が深く食いこんでしまったらしく、なかなか取れない。扉の外では、ますます足音が大きくなっていた。

「は、早く逃げないと……！」

　焦って気が動転したのか、萌花さんはスカートを引っかけたまま、窓に手を伸ばした。

　一歩踏み出した瞬間……プチっと、腰の辺りでボタンの外れる小さな音がした。

　続いて、シャーッとファスナーが開く音。

　直後、急に支えを失った萌花さんの体はバランスを失い、半回転しながら、置かれていた体育マットの上に倒れる。

「くううぅ……」

　萌花さんは仰向けになって呻うめいた。

「も、萌花さ……うっ」

　助け起こそうとして、慌あわてて目を逸そらした。

　萌花さんのスカートは外れたものの、勢いで膝ひざの辺りまでずり落ちていた。

　一瞬、真っ白な下着とすらりとした太ももを見ちゃった気がする……。

　足音はますます大きくなった。すぐ扉の前まで来ている。

　もう、窓から出ている時間はない。

　しかも萌花さんは、スカートが脱げた恥ずかしい格好で……。

　僕は素早く左右を見回し、隣にあった薄手の体育マットを両手でつかむ。

　広げて、萌花さんの上に覆いかぶせようとした。

「萌花さん、これをかぶって隠れるんだ！」

「待って！　孝こう一いちくんも一緒に！」

　萌もえ花かさんが僕の腕をつかむ。

「二人一緒なんて無理だよっ。萌花さんだけ隠れて！　僕が風かざ見み鶏どりさんに謝るから！」

　しかし萌花さんはつかんだ腕を離さず、首を横に振った。

「いいから、こっちに来なさい！」

　引き寄せられ、僕は体育マットを離して萌花さんの上に倒れこんだ。

　体育マットが宙に舞い、背に覆いかぶさる。萌花さんはマットの端を頭上まで持ち上げ、二人の全身を覆い隠した。たちまち視界が真っ暗になる。

　全身が萌花さんの体に密着している。

　うつぶせになった顔の真下には……大きく上下する萌花さんの胸があった。顔が両側の膨らみに挟まれていた。

　萌花さんの胸って、ふかふかの枕まくらみたいに柔らかい……。

『この中か!?』

　風見鶏さんの声がした。続いて、ガラッと扉が開く音。

　僕は暗くら闇やみの中、息を押し殺した。

　歩き回る足音が聞こえ、やがて立ち止まる。

『……ここにもいないのか。……まったく、逃げ足の速い奴やつらだ』

　マットのそばで風見鶏さんの声がして、木刀で床をドンッと叩たたく音。

　続いて外に出る足音がして、ガラッと扉の閉まる音。

　体育用具室の中が、再びシンと静まりかえった。

「行っちゃった……みたいだね」

　マットの中で、僕はつぶやくように言った。

　それから、まだ顔を萌花さんの胸にうずめていたのに気づいた。

「あっ、い、今どくからっ！」

　かぶったマットをはね除のけ、飛び上がるように体を起こした。

「ひゃっ!?」

　萌花さんが顔を真まっ赤かにして、寝転がったまま両手でシャツの裾すそを引っ張る。

　……萌花さんのスカートは、まだ膝ひざまでずり落ちたままだった。

　丸見えになった太ももと、チラチラ見え隠れする白いパンツ。

　僕の目は釘くぎ付づけにされたように、そこから離すことができなかった。

　――なんて、きれいなんだ。

　萌花さんはシャツの裾を伸ばして必死に隠そうともがいた。

「だ、ダメ……見ちゃ……ダメ……」

　今にも泣き出しそうな声が震える。

　――ドキッとした。

　倒れている萌もえ花かさんを見ていると、いけないことだってわかっているのに胸がドキドキして、熱くなって……。

「はうぅ……」

　萌花さんが顔を真まっ赤かにしながら、引きつったように背筋をビクンと伸ばした。

　両腕に挟まれていた胸が、たゆんと揺れた。

　さっき、顔を萌花さんの胸に押しつけられた感触を思い出す。

　心地よかった。柔らかかった。もう一度、萌花さんの胸に埋まってしまいたい。

　そんな願望が、止とどめようもなく頭にあふれた。

　――これが、『エッチ』ってことなのか？

　でも……ダメだ。こんなこと、考えてちゃダメだ。

　女の子のエッチな姿を見て喜ぶなんて……！　女の子の胸に顔を埋めたいなんて！

　僕に……もっと僕に力があったら……萌花さんを、守ってあげるべきだったんだ。

　スカートの脱げた姿を見るんじゃなくて、穿はき直させてあげなきゃいけないんだ！

「ご、ごめんっ!!」

　ハッと我に返って、僕は後ろを向いた。

　ようやく萌花さんが起き上がり、スカートを直す気配がする。

　しばらくして振り返ると、萌花さんは膝ひざを抱えてうつむいていた。

「萌花さん……。本当に、ごめん……。見るつもりなんか、なかったんだ……」

　謝ると、萌花さんは涙の滲にじんだ目を向けて、小さく首を横に振った。

「ううん、いいの。孝こう一いちくんが無事でよかった……」

「どうして、そこまでして僕を助けてくれるの……？」

「決まってるでしょ。作家を守るのも、編集者の大切な使命なんだから」

　そう言って、日ひ溜だまりの中、小さく笑う。

　――ドキリとした。心臓が貫かれたようだった。

　そうだ、僕はやっぱり、萌花さんが恥ずかしがっている顔よりも、笑顔を見たい――

　そう思った瞬間――魂が、震えた。

　守るべきものが、そこにあるような気がした。

　そう、それは、萌花さんの笑顔のような……

　たちまち頭の中に電流がほとばしるような衝撃が起こり、何かが生まれた。

　頭の中にあった断片的なイメージが一気につながり、新たに生まれた一つのテーマへと集結していく。霧が晴れるように、一つの物語が鮮明に浮かび上がった。

「そ、そうだ……！　これだ、これだよ!!」

「こ、孝一くん……!?」

　急に立ち上がった僕を、萌花さんは心配そうに見上げた。

　でも、止まらなかった。体中が高揚した熱さに包まれて、静止することができなかった。

「萌もえ花かさん、これだよっ!!　これこそ、僕が書くべきストーリーだ！」

　いても立ってもいられず、僕は走り出した。

　体育館を飛び出し、無人のグラウンドへと走り出る。

　その思いはまるで、燃えたぎる血潮のようだった。

「見つけた、ついに見つけたんだ！」

　空に向かって、叫びを上げた。

「どうしたのよ!?　突然走り出して……何を見つけたの!?」

　追いかけてきた萌花さんが不安げな顔で見つめる。

「新しい小説のアイディアだよ！」

「小説の……アイディア？」

「うん！　小説には、ヒロインが登場するんだ。シロウと共に宇宙帝王と戦う、謎なぞの美少女ミライちゃんだ！」

「なるほど、戦闘美少女なのね。――悪くはないわ」

「そしてミライちゃんは……敵と戦うと、服が脱げてしまうんだ!!」

「戦うと脱げる……。どうして脱げるの？」

「服に超能力のパワーが宿っていて、必殺技を使うと、パワーが解放されて破けるんだよ」

「なるほど……。『萌え』も『エッチ』もクリアしている。でも既存の作品にもありそうなアイディアね」

「大切なのはここからなんだ。主人公のシロウは、脱げたミライちゃんの服を、着せてあげるんだ！」

「着せてあげるの!?　脱がせるんじゃなく？　……確かに斬ざん新しんかもしれないけど、なんのために着せるのよ？」

「ミライちゃんが恥ずかしい思いをしないように、守ってあげるんだ。だけどミライちゃんは、シロウに服を着せてもらうことをイヤがるんだよ」

「どうしてイヤがるの？」

「ツンデレだからだ！」

　ズガーンと雷に打たれたように、萌花さんは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「ツンデレ……。まさに究極の『ラブコメ』で勝負をかけるつもりなのね！」

「いいかい、萌花さん。整理するよ。――未来世界からやってきたシロウは、ある日、宇宙帝王ラスト・カイザーと戦う美少女ミライちゃんと出会うんだ。ミライちゃんは凛り々りしく戦う。だけど超能力を使うと服が脱げて、恥ずかしがるんだ」

「宇宙人と未来人と超能力者なのね！　売れそうな設定だわ！」

「けど裸になったミライちゃんに、シロウは服を着せてあげるんだ。ミライちゃんの笑顔を守るために！」

「素晴らしい……素晴らしいわ！　斬ざん新しんで完かん璧ぺきな企画よ！」

　確かにこれは『萌え』で『エッチ』で『ラブコメ』な小説かもしれない。

　だけど本当は、女の子の笑顔を守る熱い魂を描いた、燃える情熱の物語なんだ!!

　僕は思わず萌もえ花かさんの両手を握にぎり、萌花さんも力強く握り返してくれた。

　熱い魂は、いつまでも消える気配もなく、僕の胸のうちで震え続けていたんだ。



　　　　☆



　僕は大急ぎで企画書とプロットを準備した。プロットというのは、小説全体のあらすじだ。シロウとミライちゃんの出会いから始まって、最終決戦の、宇宙帝王ラスト・カイザーとの戦いまでの大まかなストーリーが書かれている。

　そして四月ももう終わりに近づいたある日。

　書き上げた企画書を持って、萌花さんと一緒に三流木みつるぎ出版の編集部にやってきた。

　三流木編集長に、新企画の最終決定をしてもらわなければならないんだ。

「うーん、まァいいんじゃないかなァ」

　三流木編集長は一読してそう言ってくれた。

　思わず萌花さんと顔を見合わせ、笑顔を交かわす。

　ところが、三流木編集長はまたも不穏な声を出したんだ。

「でもなァ。問題はタイトルだな。『銀河ウォーズ』じゃ全然売れなさそうだよなァ」

「そうねぇ……。『萌え』小説だって気づいてもらえなさそうだし……」

「そんな。熱さと壮大さを感じさせる、象徴的なタイトルだって思ったのに……」

「実は、わたしもタイトル案を考えていたの」

　萌花さんは腰に手を当て、宣言するように、タイトルを口にした。

「『銀河サイキック少女　ミライちゃん』。――どうかしら？」

　こうしてついに新作『銀河サイキック少女　ミライちゃん』の執筆は開始されたんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


　企画が決定した日から、放課後まっすぐ家に帰り、ワープロに向かう日々が始まった。中学時代はずっと受験勉強していたから、こうして机に向かうのは苦じゃない。

　久しぶりに書く小説で、最初のうちこそ筆の進みは遅かったけど、慣れてくるとだんだん執筆速度も上がっていった。

　やっぱり僕は小説が書きたかったんだって、改めてそう思ったんだ。

　プロローグ部分を書き終わると、さっそく教室で萌もえ花かさんに原稿を読んでもらった。

　主人公のシロウが、追っ手を逃れながら二十六世紀の未来から現代へやって来るシーンだ。なかなか刺激的で、先の展開を期待させるスタートになったと思う。

　十ページ分の原稿を読んだ萌花さんは、眉まゆをひそめながら顔を上げた。

「タイムマシンでカーチェイスするのは、いいと思うのよ。だけど、開始早々にシロウの家族が全員惨殺されるってのは、どうなのよ」

「どうなのって、家族を皆殺しにされ、復ふく讐しゆうと憎ぞう悪おを胸に秘めながらシロウは敵から逃げるんだ。すごく刺激的じゃないか。先が気になるでしょう？」

「孝こう一いちくん、おとなしそうな顔して意外と激しいの書くわね……。とにかく、この小説の売りは『萌え』で『エッチ』な『ラブコメ』なの。いきなりこんなの読まされたら、暗い気分になっちゃうでしょ！」

　――結局プロローグは、未来世界でカツ丼どん食い逃げの濡ぬれ衣ぎぬを着せられたシロウが、タイムパトロールから逃げるシーンに変更させられた。

　カツ丼じゃ、緊張感ないと思うんだけどなぁ……。



　五月に入ってゴールデンウイークの最後の日。僕は打ち合わせのため、連休中に書いた原稿を持って萌花さんの家に行った。連休中はずっとワープロに向かっていたから、もう五十ページほど書き進んでいる。

「あのね……。なんで、せっかくの見せ場がこうなるの？」

　萌花さんは読み終わった原稿を座卓の上に広げた。

「こうなるのって……。宇宙帝王ラスト・カイザーの手先と変身したミライちゃんが戦う最初のシーン、なかなか迫力あると思うんだけど……」

「……そうね。確かにバトルシーンは悪くないわ。情景も思い浮かぶようだし。――だけど問題はそのあとよっ！　超能力を使ったミライちゃんの服が脱げて、裸が人に見られないようシロウが時間を止めて、特殊時空間の中で体の自由がきかず、しゃべることしかできない彼女に服を着せてあげるシーン。この小説の初のエッチなシーンよ。それがなんでこんな描写になるわけ!?」

　僕は、萌もえ花かさんが指さす文章に目を向ける。



　タイムストップによる時空間で、シロウは裸のミライちゃんにセーラー服を着せた。

「バ、バカ、セーラー服なんか着たくないんだからねっ」

　動けないミライちゃんは言った。

「俺おれはミライちゃんが恥ずかしくないよう守ってあげたいんだ」

　シロウは答えた。



「……って、五行よ五行！　その前のアクションシーンは十五ページも書いておきながら、なんで最大の見せ場がたった五行で終わるのよっ！」

「最大の見せ場って、見せ場は熱く燃えるアクションシーンじゃないか！」

「……孝こう一いちくん、この小説のコンセプト、わかってるわよね」

「も、もちろんわかってるよ。『萌え』で『エッチ』な『ラブコメ』なんでしょ？　だからこうして書いてるじゃない。服を着せるなんてエッチだし、ミライちゃんはちゃんと『ツンデレ』なセリフを言うし」

「こんなやる気ない描写で読者が納得するわけないでしょうがっ!!」

　萌花さんはドンと座卓を叩たたき、叫んだ。

「孝一くん。あなたは『萌え』を甘く見ているわ！」

「あ、甘く……見ている……？」

「えぇ。ただ美少女を出せば『萌え』になる。そう考えているの。――でもそうじゃない。そんな簡単に、『萌え』は表現できないのよ！」

「じゃあ、どうすれば、『萌え』になるのさ」

「わたしは、こう思うの」

　萌花さんは右手の二本の指をまっすぐ立てた。

「成功する『萌え』作家は、大きく二種類に分けられるわ」

「二種類？」

「そう。一つは『妹』や『ツンデレ』『ネコ耳』に『スク水』など人気の『萌え』要素を組み合わせて成功する『計画タイプ』。――そしてもう一つは、己のリビドーや欲望を作品に叩きつけて成功する『変態タイプ』よ」

「…………なんか、どっちもイヤな気が……」

「しかし『計画タイプ』として成功するには、膨大な量の『萌え』データベースの蓄積と、時代のニーズを読み取る鋭い嗅きゆう覚かくが必要とされるわ」

「よくわからないけど、とにかく僕には無理そうだよ」

「なら道は一つ。孝一くんが成功するには――『変態タイプ』になるしかないっ！」

「へ、変態!?　つまり、僕に変態になれって、そう言いたいの……？」

「そう。あなたは、変態にならなければいけないの！」

　萌もえ花かさんは立ち上がり、叫んだ。

「や、やだよ、変態だなんて……。なれるわけ、ないよ……」

　ガクガクと震えながら、思わず後ずさりする。

　萌花さんは僕のすぐ前に近づき、威圧するように見下ろす。

　僕はただ冷や汗をかきながら、萌花さんを見つめ返すしかできないでいた。

「なれない、なんてことないわ。実践あるのみよ」

「じ、実践……？」



　扉を開け、一度部屋を出た萌花さんが戻ってきた。

「お、お待たせ……」

「あ、萌花さん。実践っていったい……って」

　言いながら振り返り、僕は絶句した。

　そこに、紺のスクール水着を着た萌花さんの姿があった。胸元には『１－｜Ｂ　三流木みつるぎ』という名札が縫いつけてある。

「ななな、何!?　その格好!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「さすがに裸ってわけにはいかないでしょ……」

　萌もえ花かさんはつんと澄ましながら、ほおをちょっと赤らめて言う。

　座っている僕の前に、抱えていた衣服をバサッと投げた。

　高校のブレザー制服。シャツと上着、そしてスカートだ。

「それをわたしに着せなさい。小説のシーンを、身をもって体感するの。そうすれば、いかにあの描写が足りないか、よーくわかるはず」

「僕が萌花さんに服を……？　って、そんな恥ずかしいことできないよ！」

　ギロリと萌花さんが睨にらんだ。

「――わたしだってこんなことしたくないの。でも担当編集として、あんなやる気ない描写を放置するわけにいかないの。わかる？　小説のクオリティを上げるためなの。あなたがしっかりしてくれないから、こうしなきゃならないの。わかってるわよね。そこんとこ、理解してるわよね」

　ドスのきいた声で言う。逆らえない。とても、口答えできる雰囲気じゃない。

　僕はコクコクと首を何度も縦に振った。

「じゃ、やってみて」

　萌花さんの声にうながされ、僕は震える手を、萌花さんの衣服へと伸ばした。

　制服の白いシャツを手に取る。少しざらついた肌触り。

「じ、じゃあ萌花さん、着せるからね……」

「シワ、つけないように気をつけてよ」

　僕はシャツを持ったまま立ち上がり、萌花さんの右手をつかんだ。

　指先が手のひらに触れると、萌花さんは一瞬ビクリと体を震わせ、指先を硬直させた。

　ちょっと冷たい萌花さんの手。そっと誘導するように、シャツの長なが袖そでにくぐらせる。

　続いて左手。僕も萌花さんも無言で、カサカサという布が擦すれる音だけが部屋に響いた。

　両袖を通すと、次はボタンだ。萌花さんの正面に回り、膝ひざをついた。

　開いたシャツの間から、スクール水着の紺色が顔をのぞかせる。

　ちょうど目の前に……萌花さんの胸元があった。

　慌あわててうつむき、シャツの一番下のボタンに手をかけた。

　緊張に震える指先で、ボタンを閉じる。続いて一つ上のボタン。もう一つ上のボタン。

　四つ目のボタンを手に取ろうとして、そこが萌花さんの胸の高さだって気がついた。

　なるべく胸を見ないように目を逸そらしながら、ボタンに指先を伸ばす。

　……指先が、柔らかい弾力に触れた。

「ひゃっ!?」

　萌花さんが引きつった悲鳴を上げた。

「あっ、ご、ゴメ……。よく見てなかったから、つい……」

「お、女の子の体くらい、ちゃんと見なさいよ！」

　しかたなく僕は、萌もえ花かさんの胸の膨らみを見つめながら、ボタンをつまみ持った。そっと引っ張る。ぷるんと大きなゼリーのように、胸の弾力が抵抗した。

　指先の汗で滑りそうなボタンを引っ張り、辛かろうじてはめる。

　ようやく最後の一つ、襟えり元もとのボタンだ。手に取ったとき、勢いあまって指先が萌花さんの硬い鎖骨に触れた。

「っ……」

　ぴくっと、萌花さんの肩が縮こまった。

　萌花さんの口から、荒い、熱い息が漏れて手の甲に吹きかかる。

　僕はそっと、最後のボタンを留めた。

　すべてのボタンをかけ終え、全身にドッと汗をかきながらへたりこんだ。

　シャツを着せ終わった萌花さんを見上げる。スクール水着の上に制服。シャツの裾すそから伸びる白い足。――なんだかこれって、妙にいかがわしい雰囲気が……。

「ま、まだ、終わりじゃないでしょっ」

　上ずった声で萌花さんが言う。

「わ、わかってる。今度は……スカート、穿はかせるよ……」

　ちょっと硬い布地のスカートを持って広げ、萌花さんの前で膝ひざ立ちになる。血管が青くうっすら浮かぶ柔らかそうな太もも。小刻みに小さく震えていた。

　かわいらしい足の指先に、薄桃色の爪つめが見えた。先はきれいに切りそろえられている。

　スカートを穿かせるには、まず片足を持ち上げなきゃ……。

　手を萌花さんの右足の下に滑りこませる。冷たく、滑るような肌が指先に触れた。

「はうっ！」

　突然、萌花さんの体がビクビクッと大きく揺れ、叫んだ。

「も、萌花さん!?」

「足の裏……くすぐらないでよ……」

「く、くすぐったつもりじゃないんだ」

　足首をそっと握にぎり直した。骨張ったくるぶしの感触。

　ゆっくり萌花さんの右足を持ち上げて、その下にスカートをくぐらせる。

　左足も同じようにくぐらせ、ようやく足首までスカートを穿かせることができた。

　続いてスカートの左右をつまみ持ち、そろそろと萌花さんの足に沿って引き上げた。

　こうして見ると、萌花さんってけっこう長い足をしてるんだなぁ……。

　スカートを膝の上まで引き上げたとき、僕の手の指先が、萌花さんの太ももをつーっとなでてしまう。

「ひゃうんっ!!」

　背筋を張ってガクッと震え、萌もえ花かさんは悲鳴を上げた。

「な、何やってるのよっ！」

「ご、ごめんっ!!」

　慌あわてて手を離し、スカートがふわりと下まで落ちた。

　……もう一度、上げ直しだ。

　でも同じように持ったら、また萌花さんの太ももに触れてしまいそうだ。

　どうしようかと考えて、僕はひらめいた。

　萌花さんの横にまわりこみ、今度はスカートの前後中央を持った。

　こうすればちょうど手が足の間に来るから、触れてしまわずに済む。

「じ、じゃあ、今度こそ行くよ、萌花さん」

「うん……。す、スカートくらい、早く……穿はかせてよね……」

　萌花さんは少し苦しそうな声だ。

　やっぱり、スカートを穿かされるなんて恥ずかしいよね。

　よし……。こうなったら、一息に決めてしまおう！

　いつまでも萌花さんを恥ずかしがらせないように！

　僕はスカートを持つ手に力をこめ……一気に引き上げた。

　スカートはシュルッと勢いよく萌花さんの足を駆け上がる。

　――勢いあまって、両手の甲がそれぞれ、萌花さんの股また下したとおしりに直撃した。

「ひゃうあぁっっっ!?」

　のけ反ぞりながら叫び声を上げ、萌花さんは崩れるように膝ひざをついた。

「ごごご、ごめんっ萌花さんっ!!」

「は、はううううぅぅ……」

　両手で股下を押さえ、全身を震わせ、必死で歯を食いしばっている。

　顔は真まっ赤かに染まり、目が充血していた。

「こ……このくらいしないと……担当編集なんか……務まらないんだから……ッ!!」

　直後、ガクリと萌花さんの体が前のめりに倒れそうになる。

　慌てて萌花さんの肩を支えた。

　萌花さんは熱にうかされたように、半開きの口からはぁはぁと息が漏れていた。

「か、体から力が……抜けて……」

　萌花さんは恥ずかしそうで、苦しそうで、今にも壊れてしまいそうだ。

　ただスカートを穿かせようとしただけなのに、こんなになってしまうなんて……。

「僕が間違ってた。女の子に服を着せるのがこんなに大変なんて、思わなかった……」

「わかって、くれた……？」

　萌花さんは潤うるんだ目を向ける。

「萌もえ花かさんが言うとおり、あんな描写じゃ納得できない。――書き直すよ。僕はミライちゃんに服を着せるシーンを、もっとリアリティを持って書き直す！」

「よかっ……た……」

　萌花さんはつぶやき、ゆっくりと、カーペットの上に倒れこんだ。



　　　　☆



「そうねぇ……。前よりはマシだと思うんだけど……」

　五月も半ばになった月曜日。今日は学校帰りに萌花さんの家での打ち合わせだ。

　半分ほど書き進んだ原稿を見て、萌花さんは言った。

「なーんか、全体的に物足りないのよねぇ。シロウとミライちゃんのやりとりに、エッチさが足りないっていうか」

「そうかなぁ。だって、二人は別に恋人じゃないんだし、エッチな出来事なんてあるわけないじゃないか」

「もっと、小説ならではのハプニングとか起こせばいいじゃない」

「ハプニングって、たとえばどんなの？」

「転んだ拍子に胸を触っちゃうとか」

「そっ……そんなの……思いつかないよ……。思いついても、書ける自信ないし……」

「ほんと相変わらずね。――考えたんだけど、こんな方法はどう？　イラストレーターさんにプロットと今までの原稿を渡して、同時進行でイラストを描いてもらうの。それを見れば孝こう一いちくんもイメージが湧わいて、描写しやすくなるんじゃないかしら」

「イラストレーターさん……？」

「ライトノベルはたいてい、表紙のイラストや挿絵がセットになって一つの作品になるの。『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』にも挿絵があったでしょう？」

　あの、天使の女の子が水着を脱ぎかけたイラストを見た衝撃は、忘れられない。

「実は、お願いするイラストレーターさんを決めたのよ。メールで依頼したら、快く引き受けていただけたわ」

「えっ、どんな人!?」

　思わず身を乗り出した。僕の小説に、どんなイラストを描いてもらえるんだろう。

「ネットでいろいろ探して見つけたわ」

　萌花さんはパソコンの前に座り、インターネットの画面を呼び出した。どこかのブログにアクセスすると、縦に数枚のイラストが並ぶ画面が映し出される。

　カラフルな衣装を着た女の子のイラスト。すらりとした手足の、繊細そうな女の子たちだった。花や蝶ちようが模様になってデザインされ、女の子の周りに漂っている。

　まるで妖よう精せいを描いたような印象だ。

「『輪りん廻ね姫ひめ』さん。女性のかたよ」

「ペンネームがあるんだ。プロのイラストレーターさんなんだね」

「商業活動は初めてだそうだから、これからプロデビューってことね」

「こんなうまいのに、今までプロじゃなかったんだ」

「アマチュアとはいえ、ブログのコメント欄を見ると何十人ものファンがいるのよ。――実は今日、これから輪廻姫さんと打ち合わせするの。メールでは何度かお話ししたけど、直接会うのはわたしも初めて。いい機会だから、孝こう一いちくんも一緒に挨あい拶さつしてみない？」

「うん！　僕もぜひ会ってみたい！」

　僕は二つ返事で誘いに乗った。



　夕方、僕と萌もえ花かさんは西武線に乗って新しん宿じゆくまで出かけた。僕らの最寄り駅からは、急行で三十分くらいだ。デパートの二階にある喫茶店に入り、窓際の席に並んで腰掛ける。この店が待ち合わせの場所らしい。

　輪廻姫さんってどんな人なんだろう。あんな繊細な絵を描くくらいだから、きっと本人も、妖精のように可か憐れんな人なんだろうなぁ……。

　ふと、喫茶店の入り口のほうで女の人の小さな悲鳴が聞こえた。

「きゃっ、お、お客さま、いかがされましたか……？」

　ウェイトレスさんの声だった。見ると彼女の足元に、一人の女の子がいた。屈かがんで、大きな観葉植物の植木鉢に身を隠し、じっと店内を睨にらんでいる。

　どこかの学校の制服を着ているから、中学生か高校生だ。黒く長い髪を床に垂らし、頭や手足にぐるぐると白い包帯を巻いていた。

「静かに！」

　女の子はウェイトレスさんに向かって、押し殺した声を出した。

「射しや動どう体たい反応確認できず。空間の含有危機率十パーセント未満。目的遂行の障害は、ほぼ取り除かれた」

「お、お一人さまでございますか？」

「姫は孤独だ……。仲間はもう、遠きプルートの元へと旅立った。おぉ、古いにしえの友、ベガよ、アルタイルよ！　姫は永と遠わに誓いあいし友情を片時も忘れはせぬ！」

　僕は唖あ然ぜんとして、女の子の姿を見つめた。

「な、なんだろうね、あの子……？」

「さぁ……。都会には、いろいろ変わった人がいるのよ」

　萌花さんはアイスコーヒーを飲みながら、あまり関心なさそうに言う。

　さすがは編集者ともなると、少しくらいおかしな出来事じゃ動じないんだな。

　女の子が植木鉢の陰から飛び出し、腰を低く屈かがめたままカサササと走り出した。

「あっ、お客さま、こちらへご案内しますっ！」

　ウェイトレスさんの言うことも聞かず、女の子は……まっすぐ僕たちの座っている席に向かってきた。

　さすがの萌もえ花かさんもぎょっとして女の子を見つめる。

　女の子は僕たちのテーブルの前で止まると、屈んだまま端に手をついて、長い髪を振り乱しながらキョロキョロと周りを見回した。

「あ、あの……僕たちに用かな……？」

　話しかけると、女の子はサッと唇に人差し指を当てた。

「声を出すな！　射しや動どう体たいに見つかってしまう！」

「し、射動体って……？」

「シンジュクは射動体の手に落ちた。シブヤも危機的状況だ。奴やつらの本拠地はロッポンギだ。ロッポンギヒルズの最上階にグラビティ炉が建設されている。射動体はそこで生み出されるのだ」

「は、はぁ……。なんかよくわからないけど、都会の抗争とかそういうのかな」

　それから女の子は萌花さんに目を向けた。

「して、貴女が『モエカ』か？」

「ぶはっ」

　突然呼ばれ、萌花さんは飲みかけていたアイスコーヒーを噴き出した。

「どうやら邂かい逅こうを果たせたようだ。これも運命にたぐり寄せられし姫の定め……」

「あのぉ……もしかして……。輪りん廻ね姫ひめ……さん……？」

「うむ。いかにも皆は姫のことを輪廻姫と呼ぶ。モエカにも、そのように呼ぶことを許そう。名を交かわせし契約、しかと受け止めた」

　……どうやら『姫』というのは、輪廻姫さんが自分を指す言葉らしい。

「とっ、とにかく、どうぞ、輪廻姫さんも、こちらにお座りになって」

　引きつった笑みを浮かべながら、萌花さんは正面の席を指した。

　輪廻姫さんは座り、今度は僕の顔を見た。顔立ちはけっこうきれいだけど、目元にまで前髪がかかっていて、なんか、幽霊みたいな雰囲気の女の子だ。

「して、こちらの殿方は？」

「えっと、僕が、小説を書いてる時任ときとう零れい路じです。よろしくお願いします」

「レイジか……。五百二十七巡前の生で出会ったフィアンセとよく似た名前だ……。運命が再び巡り合わせてくださったのだろうか……」

「……孝こう一いちくん、知り合いだったの？」

　ぶんぶんと思いきり首を横に振る。

「ところで輪りん廻ね姫ひめさん。体中に包帯巻いてるけど……ケガでもしたんですか？」

「これか？　これは……心の傷を癒いやしているのだ」

「…………心の傷？」

　さっきのウェイトレスさんが来て、輪廻姫さんの前に水の入ったグラスを置いた。

「ご注文はお決まりでしょうか？」

　輪廻姫さんは僕の前にあるカップを見つめた。

「レイジは何を注文したのだ？」

「え、ミルクティーですけど……」

　輪廻姫さんは、フッ、とさげすみの笑みを浮かべる。

「レイジは相変わらず子供の飲料が好物なのだな。早くオトナになるがいいぞ」

　輪廻姫さんはキリリとした顔でウェイトレスさんに向き直った。

「姫は大天使ミカエルの加護を受け聖別されし葡ぶ萄どう酒しゆを所望する」

「も、申し訳ございません。当店では、こちらの品しか取り扱っていないんです……」

　ウェイトレスさんは輪廻姫さんの前にメニューを広げた。

「む……。なら…………『採れたて１００％オレンジジュース』……で……」

「かしこまりました～。六番テーブルオーダー、オレンジジュース入りまぁーす！」

　なぜか輪廻姫さんは、顔を真まっ赤かにして縮こまった。

「あ、そうだ、輪廻姫さんの絵、すごくきれいでした！　小説にどんな挿絵を描いてもらえるか、今から楽しみなんです」

　僕が言うと、輪廻姫さんは顔を上げて目をキラキラさせた。

「おぉ、姫のアートを理解してくれるのか！　――実はな、姫もレイジの文学からインスピレーションを得て、依頼されたアートを描いたのだ。あいにく『高校』などという牢ろう獄ごくに入れられた身、まだ下書きしか完成していないのだがな」

「え、もう僕の小説、読んでくれたんですか？」

　すると萌もえ花かさんがうなずいた。

「プロットと今までに上がった原稿をメールで送って、先にキャラクターのイメージと先行部分の挿絵に取りかかってもらったの。イラストを見れば、孝こう一いちくんもだいぶイメージをつかみやすくなるでしょ」

　輪廻姫さんは学生鞄かばんから、ファイルに挟まれた何枚かの厚紙を取り出し、テーブルに並べた。少しばかり緊張した表情だ。

　ケント紙に鉛筆で描かれた輪廻姫さんの絵は、それだけでも繊細だった。見ていると、鉛色の線の中に、カラフルな色が浮かび上がってくるようだ。

「これが、主人公のシロウか……。こっちがミライちゃんだね。……すごい、ほんとに、僕が考えてたのと同じ……いや、もっとピッタリだよ！」

　正面立ちのポーズで立つ、八頭身のシロウとミライちゃんの絵。

　正確に言えば、シロウは考えていたよりも美少年だった。前髪が目元まで垂れ、細いあごの上で口をきりっと結んでいる。

　一方ミライちゃんは、メタリック感のあるボディスーツに身を包んでいた。長く揺れる髪は……なぜかちょっと、萌もえ花かさんの印象に似ている気がする。

「これなら小説のイメージももっと湧わいてきそうだ！」

「おぉ、喜んでもらえて、姫もうれしいぞ！」

　ところが、萌花さんはあごに手を当てて見つめながら、何やら考えこんでいる。

「うーん、全体的には悪くないわ。ただ、シロウはちょっと優やさ男おとこっぽすぎる気がするの。戦うんだし、少しはたくましさもほしいわね。ワイルドっていうのかな」

「わ、わいるど……だと？」

　輪りん廻ね姫ひめさんは戸惑ったような声を上げる。

「ミライちゃんは……顔はかわいらしくて、これでいいわ。ただ衣装に、もっとエッチっぽさがほしい。作品のイメージに比べておとなしすぎるように思うの」

「……姫のインスピレーションが、よくないと申すのか……」

　輪廻姫さんはちょっと睨にらむように萌花さんを見た。

「そ、そんなことないよ！　僕はこれでいいって思うけどなぁ……」

「そうだ！　レイジは姫のアートを理解しておる！　さすがは五百三十一巡前の生で婚姻の約束を交かわした仲だ」

「……五百二十七巡前じゃなかったっけ？」

　輪廻姫さんは勢いよく立ち上がり、テーブルの上にドンッと片足を乗せた。

「よいか、モエカ！　姫は常に崇高なアートを目指している。これこそ大天使ラファエルの思おぼし召めしたる聖なるアート！　ケチをつけるとは、悪魔の言葉にほかならぬっ!!」

「単体の絵としてはいいと思うわ。でもこれは、小説の挿絵なのよ」

　見返し、ピシャリと萌花さんは言った。

「もっと肌の露出度を上げて、色っぽくしてほしいのよ。こう、胸を強調したり、思いきっておへそを出したり……」

「む、胸だとッ……!!」

　輪廻姫さんは顔を赤くして叫び、両手で自分の胸元を押さえた。

　見てみると輪廻姫さんって、胸はまったくのぺったん……

「挿絵のラフスケッチについても同じね」

　萌花さんは、三枚の挿絵の下描きを見た。

「たとえば、この一枚目のイラスト。ミライちゃんのスカートがまくれてる絵だけど、普通に立ったままスカートを押さえてるなんて、構図がおとなしすぎない？　最初の絵だから、インパクトを持たせるためにエッチっぽくって言ったのに、工夫がなさすぎるわ」

「それは……姫も少し、インスピレーションが足りぬとは感じていたのだ」

「この絵は、ぶつかって二人が倒れ、シロウがミライちゃんの足に挟まれながら、まくれたスカートの中をのぞいてしまうローアングルの構図にしましょう。あ、ついでに、シロウがミライちゃんの胸を触っちゃうのがいいわね」

「う、うむ……。なるほど。そのように、しようではないか……」

「で、次のイラスト。これも後ろ向きで立っているだけで、どんな場面かわからない。動きがなさすぎるの。ほら見て。前後の絵と比べても、変化に乏しいと思わない？」

「う……そ、そうかも……しれない……な……」

「ミライちゃんはもっと、ドーンとおしりを突き出して。顔は赤らめて恥ずかしがってる表情で。パンツも少し見えたほうが面白いわね」

「……わかり……ました……」

「三枚目。構図の変化に乏しいのはもちろん、表情が怒ってるように見えないわ。ただ口を開けてるだけにしか思えないの」

「…………はい……」

「ここは、裸のまま両手で胸を隠してる絵のほうがいいわね。もちろん、恥じらいながら怒っている表情の雰囲気をよく出して」

「………………がんばります…………」

　いつの間にか、輪りん廻ね姫ひめさんの姿がすっかり小さくなっていた。

　なんか、かわいそうだなぁ……。

　こんなふうにして、輪廻姫さんとの最初の打ち合わせは過ぎていったんだ。



　萌もえ花かさんが少し困った顔をしたのは、数日後のことだ。

　昼休みの教室で、いつものように原稿の進み具合を聞きに来た萌花さんが、妙に心配そうな表情をしていた。

「萌花さん、どうしたの？　なんか、悩んでるみたいだけど……」

「こないだ輪廻姫さんと打ち合わせしたでしょう？　あれから輪廻姫さんの絵が上がってこなくなっちゃったの。二、三日中には送るって言ってたのに、もう明日は土曜日よ」

「そうなんだ。もしかして……いろいろ言われて、傷ついちゃったのかな……」

「傷ついた？　わ、わたしのせい？」

「あっ、萌花さんが悪いってわけじゃないよ。ただ輪廻姫さん、なんか繊細そうな人だったから、絵を直しなさいって言われるのとか、慣れてないのかも……」

「そうか……。仕事で絵を描くのは初めてだって言ってたものね……」

「でも僕は、輪廻姫さんの絵、すごくいいって思ったんだよ」

「わたしだってそうよ。だから依頼したんだもの」

「それをちゃんと言ってあげれば、輪りん廻ね姫ひめさんもやる気出るんじゃないな」

「そうね……。もう一度会って、話したほうがいいかしら……。だけど輪廻姫さん、なかなか外に出たがらないのよ」

「どうして？」

「なんでも『外界は射しや動どう体たいに汚染されてる』んですって」

「…………」
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　次の土曜日、僕と萌もえ花かさんは輪廻姫さんの家に向かった。

　五月半ばで季候もだんだん暑くなり、萌花さんは薄手のシャツにジーンズという服装だ。

　駅前からバスに乗って、約二十分。辺りには大きな塀に囲まれた住宅が並んでいる。

　迷ってしまいそうな広い住宅街だ。僕は肩掛けバッグから地図帳を取り出して歩いた。

　輪廻姫さんの家に着くと、そこは周りの家々に勝るとも劣らない、広い庭を持った家だった。庭にはイチョウの木が植えられ、向こうには白壁の四角い邸宅が見える。

「輪廻姫さんって、お金持ちの家の子なんだ……」

　地図と見比べても、住所に間違いはない。両開きの門の前に立つと、脇わきの表札に毛筆で『井い中なか』と書いてあった。

　輪廻姫さんも、本名はけっこう普通なんだな。

　萌花さんが門柱に備えられたインターホンを押すと、女の人の声がした。

「は～い、どちらさま～？」

「あ、あの、わたし三流木みつるぎ出版の三流木萌花と申します。りん……あ、井中さんのお嬢さんにお会いしたいと思いまして……」

　しばらくして門が開き、四十歳くらいの女の人が出迎えた。

　真っ白なワンピースのドレスを着て、服には紫や赤のバラのブローチが何十個もついている。金色に染めた髪はソフトクリームみたいに巻かれながら逆立って、銀色のかんざしが三つ突き刺さっていた。

「あらぁ、トメ子こちゃんのお友達ねぇ～。すぐ呼んでくるから、入って待っててね～」

　輪廻姫さんのお母さんらしい。僕と萌花さんを玄関まで案内してくれた。

　トメ子ちゃんっていうのが、輪廻姫さんの名前……なんだろうな。

「トメちゃ～ん。トメ子～っ。お客さまよ～っ」

　お母さんが階段の上に向かって呼ぶ。

　萌花さんがふと思い出したように手を叩たたいた。

「あの人、どこかで見たことあると思ったら……前衛ファッションデザイナーの、井い中なかガネシャさんだわ」

「え、輪りん廻ね姫ひめさんのお母さんって、有名な人だったんだ」

　どうりでこんな大きな家に住んでいるんだな。

　やがてバタバタと足音がして、階段の上から輪廻姫さんが下りてきた。



「急に押しかけちゃって、ごめんね」

　輪廻姫さんのあとについて階段を上りながら、萌もえ花かさんは言った。

「モエカもレイジも、姫と名を交かわせし契約を結んだ者。来るものを拒みはせぬ」

　三階に着くと、廊下の先に扉が一つあった。『輪廻姫の宮殿』と、ずいぶんおどろおどろしい黒文字のプレートがかかっている。

「そういえば、輪廻姫さんって井中トメ子こさんって名前だったんだね。本名で呼んだほうがいいのかな」

「くあっ!!」

　突然振り返り、輪廻姫さんは目をむき出しながら叫んだ。

「我が……真しんの名を……呼ぶな……」

「し、真の名……？」

「姫は……真の名を知られてはならぬ……。忘れろ、すぐに忘れろッ!!」

「わわ、忘れた、忘れたよ、輪廻姫さん！」

「うむ。それでよい。レイジも真の名を人に知られぬよう注意しろ。真の名を知られた者は……知った者の命令に、服従せねばならんのだ」

「そ、そうなんだ……。気をつけるよ……」

　輪廻姫さんは扉を開け、部屋に入る。

　そこは十畳もの広さの四角い部屋だった。床はフローリングで、左右両面は大きな窓になっている。窓から陽ひが射さしこみ、部屋は明るい。

「わぁ、きれいねぇ。モデルルームみたい」

　萌花さんが感激した様子で声を上げる。

　そう思うのも無理はないほど、きちんと整せい頓とんされた洋室だった。中央に白い椅い子すとテーブルがあり、一台のパソコンと液晶モニターが載っている。

　壁にはいくつか、額に入れられた輪廻姫さんの絵が飾られている。整然と整えられた部屋に、品よくマッチしていた。

「ここは姫の神聖なるアトリエだ。神より授かりしインスピレーションを、ここでアートへと昇華させているのであるぞ」

「あのパソコンは何に使ってるの？」

「姫も現世に生を受けた以上、文明の利器というものを使用してアートを描こうと考えたのだ。電脳世界に接続すれば、姫のインスピレーションを広く世に示すことも可能であるからな」

「輪りん廻ね姫ひめさんはパソコンで絵を描いて、ブログで発表してるの」

　と、萌もえ花かさんが注釈してくれた。

「へぇ……。今は、パソコンで絵も描けるんだね」

　部屋の戸がノックされた。

「トメ子こちゃ～ん、お茶が入ったわよ～」

　輪廻姫さんのお母さんが、おぼんにお茶とお菓子を載せて持ってきてくれる。

　……輪廻姫さんも、家族には『真しんの名』で呼ばれてるんだな。



「で、どんな調子かしら？　イラストのほう」

　お茶が一段落したところで、萌花さんは心配そうに切り出した。

　すると輪廻姫さんは紅茶のカップを手にしたまま、元気なさそうな顔でうつむく。

「僕たち、輪廻姫さんの絵が悪いなんて全然思ってないよ。むしろ、自分の部屋にも飾りたいくらいだって思ってる」

「レイジは優しいのだな。さすがは、姫が四百六十三巡前の生でフィアンセとして選んだ男だ」

「五百二十七巡前じゃなかったっけ？」

「心配せずともよい。姫は、気を病んでいるわけではない。……ただな、与えられたもうたインスピレーションを、神の思おぼし召めしどおりのアートに変換できないのだ」

「……つまり、絵がうまく描けないのかしら？」

　輪廻姫さんはうなずいて立ち上がり、部屋の隅の棚に歩く。

　置かれていたスケッチブックを持ってきて、僕たちの前で開いた。

　中には鉛筆で書かれた女の子のイラスト。おおざっぱな線で何枚も描かれているから、練習用のラフスケッチなんだろう。手をついて四つんばいになったり、仰向けに寝転がったり、エッチっぽいポーズがたくさん描かれている。

　確かに輪廻姫さんの絵だ。……でも、今までに見た絵と比べると、なんだか体のバランスが悪い。輪廻姫さんが言うとおり、うまく描けず苦しんでいるみたいだ。

「モエカに言われたポーズをアートにしようとしたのだ。だが……姫はこのようなポーズを描いたことはなくてな……」

「そういえば輪廻姫さんの絵って、立って正面を向いてるポーズが多いよね」

「それならばうまく描けるのだが……。このようなポーズは不慣れなのだ」

「まぁ、エッチなポーズって、描こうとするとデッサンが難しいって聞くわよね。輪廻姫さんはどっちかっていうと、デザインや色彩のセンスで魅せる絵柄だし……」

　萌もえ花かさんの言葉に、僕たちはうーんと考えこんだ。

　どうすれば、輪りん廻ね姫ひめさんが思いどおりのポーズの絵を描けるんだろう。

　僕が小説でエッチなシーンの描写をうまくできなかったときは……萌花さんが自ら、スクール水着を着て、場面を再現してくれた。

　なら、絵がうまく描けないときは……

「そうだ！　だったらさ、輪廻姫さん、モデルを頼んでみたらどう？」

「モデルだと？」

「うん。絵を描く人って、よくモデルを見て描いたりするもんじゃない？　挿絵と同じポーズを取ってもらえば、難しいデッサンだって描きやすいんじゃないかな」

「おぉ、さすがはレイジ！　素晴らしい天啓だぞ！　姫が三百四十八巡前の生で」

「五百二十七巡前だよね」

「でも……誰だれにモデルを頼むのよ？」

　萌花さんが難しい顔をした。

「今からプロのモデルさんを探して予約して……ってなったら、ずいぶん時間がかかってしまうわ。それに挿絵の参考になるような特殊なポーズなんて、取ってもらえるかしら」

「そういえば、そうだね。萌花さんの注文って、かなりエッチなポーズだったし……」

　再び考えこんで、ふと思いついた。

　――そうだ、難しいモデルをしてくれそうな人がいるじゃないか。

　僕はじっと萌花さんの顔を見つめる。

　見つめられ、萌花さんは目をパチクリさせた。

「……って、え、もしかして……わたし!?」

「ほら、萌花さん、僕のときもスクール水着を着て小説の実践してくれたし……」

「あれは……孝こう一いちくんの描写があんまりだから、特別よっ！　孝一くん、わたしのことそんなエッチな目で見てたの？」

「ち、違うよ！　だけど、萌花さんならスタイルもいいし、モデルにピッタリじゃないかって思って……」

　すると萌花さんは、じとっとした目で僕を見ながら、小さく息を吐いた。

「……まぁ、そこまで言うんなら……やってあげてもいいけど……」



「……こ、こう……かしら……」

　萌花さんは背を向けて振り返り、ピクピクと小刻みに震えていた。

　両手で胸を押さえ、足はぐっと内うち股また。ジーンズを穿はいたおしりを、ドーンとこっちに突き出している。

　恥ずかしい。見るだけでも、恥ずかしい格好だ。

「違うモエカ！　おしりの突き出しが足りぬぞ！　そのようなおとなしいポーズで、インパクトある『エッチ』な『萌え』アートは生み出せぬ！」

「う、うぅ……」

　輪りん廻ね姫ひめさんに叱しつ咤たされ、萌もえ花かさんはちょっと涙目になりながら、さらにおしりをぐいっと突き出した。

「なるほど、このようなポーズを取れば、腕はこの位置に来るのだな！」

　輪廻姫さんはモデルの萌花さんを見ながら、熱心に鉛筆を走らせる。

　スケッチブック上のラフスケッチは、萌花さんのポーズをしっかりと描き出していた。

「へぇ……。こんな早く描けるなんて、やっぱり輪廻姫さん、絵がうまいんだ」

　ふと、輪廻姫さんは鉛筆を止めて考えこんだ。

「うぅむ、どうも細部の体の流れがわからぬ。服を着ているせいか？」

「た、確かに絵のモデルって、普通は裸になるんだっけ……」

「うむ。そのとおりだ。モエカ、服がじゃまだ。ヌードになれ」

「な、なな、な……」

　萌花さんは真まっ赤かな顔でぷるぷる震えた。

「何を言い出すのよっ！　裸になんか、なれるわけないでしょっ！」

「姫は女だ。気にするな」

「孝こう一いちくんがいるでしょうがっ！」

「……む。しかたないな。レイジ、しばらくの間、隣の部屋で待機してくれぬか」

「う、うん……。そのほうがよさそうだね」

　これ以上、エッチなポーズを取っている萌花さんを見ているなんて、かわいそうだ。

　僕はアトリエの奥にある扉を開け、中に入った。

「な、なんか……すごい部屋だな……」

　そこは輪廻姫さんの寝室らしかった。真っ黒な壁紙に、燭しよく台だいのようなランプ。天井には小型のシャンデリアまである。

　中央には、黒い幕が張られた天てん蓋がいつきのベッド。天蓋からはドクロ形のアクセサリーが何個もぶら下がっていた。布団ふとんには棺かん桶おけのような十字模様が描かれている。

　布団の上には、心を癒いやすと言ってた白い包帯が、山のように積み上がっていた。

　さすがは、輪廻姫さんの部屋っていうかなんていうか……。

　と、包帯の隣にパジャマと下着が無造作に脱ぎ捨ててあった。

　パジャマは白と黒の縞しま々しま模様で、下着は……ひらひらとレースのついた、黒いパンツ。

　こ、これは、輪廻姫さんの……

『ななな、なんで、なんでパンツまで脱ぐのっ!?』

　突然扉の向こうから萌もえ花かさんの叫びが聞こえて、ドキッとしながら輪りん廻ね姫ひめさんのパンツから目を離した。

　……萌花さん、本当に全部脱がされちゃったのかな。

　することもなく、輪廻姫さんの寝室で正座して待つ。

　ちょっとでも顔を上げると、たちまち輪廻姫さんの下着が目に入りそうで、ずっとうつむき続けていた。

　待っていると、隣のアトリエから萌花さんの声が聞こえてきた。

『ちょ……や……やだ……こ、こんな……格好……』

『ひいいいぃぃ……そ、そこ、み、見える……見えちゃうっ……』

『ひ、広げちゃダメっ、広げちゃダメっ……足っ！　足いいいぃぃ――っ!?』

　涙声の混じった、悲痛な叫び声。

　……萌花さん、大丈夫かなぁ……。

　どんな格好してるんだろう……。

　全身が火ほ照てり始めたころ、ようやく扉が開いて輪廻姫さんが顔をのぞかせた。

「あ、輪廻姫さん。スケッチは終わった？」

「いや、まだだ。……どうもうまくインスピレーションが得られなくてな……。一人のポーズはよいのだが、二人同時に描かねばならぬアートのインスピレーションが得られぬのだ。ここは一つ、レイジもモエカと一緒にモデルになってはもらえぬか？」

「だ、だって萌花さん今……、裸……なんでしょ!?　無理だよ！」

「む……。なら、裸でなければよいのだな？」

「そりゃまぁ、服を着てだったら……」

「しかし服を着られては、インスピレーションが思うように得られぬ……」

　腕を組み、輪廻姫さんは困ったような顔をする。

　と、何か思いついたように手を叩たたいた。

「そうだ、姫に大変よい考えがあるぞ！」

　輪廻姫さんは腰に手を当て、自信ありげに平らな胸を張った。



　十数分後。僕は、アトリエの床に仰向けに横たわっていた。

　服は下着まですっかり脱がされ……代わりに、全身に、輪廻姫さんが持っていた太い包帯をぐるぐると巻かれている。

　そして僕の上には……やはり全身に包帯を巻かれた萌花さんがまたがっていた。僕の胸に、萌花さんの体重と、おしりの柔らかさがほにゅっとのし掛かっている。

　萌花さんは背をのけ反ぞらせた格好で、両手を後ろについていた。包帯の隙すき間まからあちこち肌が見えている。

「萌もえ花かさん……苦しくない？」

　小刻みに震えながら、萌花さんは必死で耐えていた。

　固く閉じた目の端に、涙が浮かんでいる。

　僕の頭は萌花さんの太ももに挟まれていた。

　両手はまっすぐ上に伸ばして、萌花さんの胸をつかんでいる。――いや、つかむ格好をしていた。実際には、触れてしまわないようギリギリのところで宙に浮かしている状態だ。

　萌花さんがギロリと鋭い視線を向けた。

「触ったら……コロス……」

　どす黒い声がした。

　小説の中でシロウとミライちゃんが初めて出会い、ぶつかった場面のポーズ。

　……いったいどんなふうにぶつかったら、こんな格好になるんだろう。

「り、輪りん廻ね姫ひめさん……。そろそろ……描き終わったかしら……？」

「いいぞ、二人とも、素晴らしいモデルだ！　姫の頭に次々とインスピレーションが湧わいてくるぞ！　おぉっ!!」

　輪廻姫さんは興奮した様子で叫ぶ。

　ちらりと横目で見ると、スケッチブックを持った輪廻姫さんが、何かに憑つかれたように一心不乱に鉛筆を動かしている。

「ぬおぉ、これぞ真のアートッ!!　今、姫は、新たな地平を開拓しつつあるッ!!」

「あまり無理しなくて、いいのよ。い、一枚、描いてくれればいいから……」

「そ、そうだよ。僕が見ても、輪廻姫さんの絵、すごくよくなってるし……」

　輪廻姫さんは聞く耳も持たない様子で立ち上がり、頭上高くスケッチブックを掲げながら目にも見えぬ速さで鉛筆を動かした。

「おおおおぉぉ……来る、来るぞ！　大天使ミカエルが降臨したまい、今こそ、我が魂のカルマを解放するッ!!」

　速い、速すぎる！　輪廻姫さんの腕の先が、目にも留まらぬほど高速に動いている！

「キタ、キタキタキタキタ―――――ッッッ!!」

「あ、あの、輪廻姫さん、もうそろそろわたしたち……げんか……い……」

「シャラアアアアアッッップッ!!」

「ひっ」

　輪廻姫さんの勢いは止まらず、絶叫にも高笑いにも似た叫びを上げながら何枚も何枚も次々にスケッチを描き続けていく。

「ううぅ……う、腕が……痺しびれて……」

　無理な体勢を取り続け、萌花さんは苦しそうに体を震わせる。

「も、萌花さん……。大丈夫……？」

「だ……大丈夫じゃ……ないかも……」

　僕も萌もえ花かさんの胸に伸ばした手が限界だった。しかし少しでも力を抜けば、たちまち両手が萌花さんの胸に触れてしまう。必死で両腕の痺しびれに耐えた。

「や……ちょ……ずれ……ちゃう……」

　萌花さんが肩をもぞもぞ動かして、せっぱ詰まった声を出した。

「ど、どうしたの!?」

「む、胸の包帯が……ずれ……て……」

　見ると、萌花さんの胸に巻かれていた包帯が緩んでいた。萌花さんが痺れる腕に耐えかね、体をピクピクと揺らすたび、ちょっとずつ、ちょっとずつ下へとずれ落ちている。

　こ、このままじゃ、萌花さんの胸が……丸見えになっちゃう……。

「萌花さん、あと少し、あと少し耐えるんだ……」

「く……ぅ……」

　萌花さんは必死で歯を食いしばっていた。

　もはや、腕は重圧をかけた柱のようにガクガク震えている。

「や……も……もう……耐えられ……ない……っ！」

　次の瞬間、ガクンと大きく萌花さんの上半身が跳ねた。

　ふわっと胸の包帯がほどけ落ちる。

　……振動に、限界ギリギリだった僕の腕は耐えられなかった。

　力を失った両腕が、倒れこむように萌花さんの胸に不時着する。

　ぽにゅにゅっ。

　両方の手のひらが、柔らかい弾力に包まれて……

「いやああああああっっ!!」

　悲痛な叫び声が部屋中に響き渡った。



　体中に巻かれていた包帯を取り、輪りん廻ね姫ひめさんの寝室で服を着て、アトリエに戻った。

　モデルをして、ドッと疲れた……。

「おぉレイジ！　姫は明確なインスピレーションを得られたぞ！　これなら、類たぐい希まれなる素晴らしいアートを完成させることができるだろう！」

　スケッチブックを高々と掲げながら、輪廻姫さんはすっかり上機嫌だった。

　大変だったけど、やっぱりモデルをしたかいがあったみたいだ。

「よかった……。じゃあ、改めてよろしくお願いします」

「うむ。期待するがよいぞ。姫もレイジの文学を楽しみにしている」

「……ところで、萌花さんは？」

　キョロキョロ見回すと……萌花さんはアトリエの隅に座り、背を向けていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　包帯を巻いた体に頭からバスタオルをかぶり、ずーんと暗い雰囲気で膝ひざを抱えている。

「……こ、このくらいしなきゃ……担当編集なんて……務まらないんだから……」

　うつむきながらぶつぶつと独り言をつぶやいていた。



　帰りのバスの中で、萌もえ花かさんはずっと無言だった。

「あの……萌花さん？」

「…………」

　隣に座った萌花さんに話しかけても、沈ちん鬱うつな顔で窓の外を眺めたまま押し黙っている。

　いつもと様子が違っていて、なんだか心配だ。

「萌花さん、どうかしたの？　さっきからなんか……モジモジしてるけど」

　胸の前で両腕を固く組み、足をきつく閉じている。

　うつむきかげんで口を尖とがらせている。ほおがうっすらと赤い。

「……別に……なんでもない……」

　消え入りそうな声で答える。また黙りこんでしまった。

　もしかして、さっき胸を触っちゃったこと、怒ってるのかなぁ……。

　謝ろうと思っても……思い出すたび頭がカーッと熱くなって、恥ずかしくて話題にすらできなかった。



　　　　☆



　月曜日になっても、萌もえ花かさんは機嫌が悪かった。

　今までは学校で毎日のように「原稿の進み具合はどう？」とか「行き詰まったりしてない？」とか聞きにきてくれたのに、何も聞いてこなくなったんだ。

　話しかけようとしても、気まずそうにそっぽを向かれてしまう。

　それにしても萌花さんの胸……すごく……柔らかかった……。

　今でも思い出すだけでドキドキしてしまう。

　手のひらに残る胸の感触は、僕の小説にも少なからず影響を及ぼした。

　新たに書いた、シロウがミライちゃんに服を着せようとする場面。そこに思わず、ミライちゃんの胸を触るハプニングを追加してしまったんだ。

　そのシーンを書いている間、ずっと頭の中に萌花さんの胸の感触が浮かんで消えなかった。気がつくと胸の柔らかさを十数行も書きつらねていて、鼻血が出そうなほどリアルな描写になっていた。

　――僕の小説が、どんどんエッチになってしまう……。

　だけど、こんなの萌花さんが読んだら、どう思うんだろう。



「あの……萌花さん。原稿のことなんだけど……」

　萌花さんの機嫌が悪くなってから三日目。

　原稿のことで悩み始めていた僕は、放課後、教室で思いきって話しかけた。

「……何よ？」

　学生鞄かばんに教科書をしまっていた萌花さんは、ぶっきらぼうに聞き返す。

「やっぱり……怒ってるのかな？」

「……孝こう一いちくん、心当たりないの？」

「その……萌花さんの胸……触っちゃったこと……でしょ？」

　ボッと萌花さんの顔が真まっ赤かになった。

「そそ、それは、もういいのよっ。――そりゃ腹立つけど……事故だって思ってあげるわ。孝一くんだってわざとやったわけじゃないだろうし……」

　僕はきょとんとした。胸のことを怒ってるんじゃないんだ。

「問題はそのあとよ、そのあと」

「そのあと？　怒らせることしたかな？」

「……本当に、何も知らないの？」

　萌花さんは僕の表情をうかがうように、顔を寄せて見つめる。

「実はね、輪りん廻ね姫ひめさんの家でモデルやったあと……服を着ようとしたら、下着がなくなってたのよ。いくら捜しても見つからなくて……下着がないなんて恥ずかしくて言えないし、ちょうどジーンズだったから、しかたなくブラもパンツもつけないで……」

「って、あの帰り道、萌もえ花かさん下着つけてなかったの!?」

「お、大声で言わないでよっ!!」

　萌花さんは真まっ赤かな顔で僕の口を押さえた。

　あの日帰りのバスの中で、萌花さんはずっと無言でモジモジしてた。てっきり、胸を触られて怒ってるんだって思ってたけど……。

　まさか、ブラジャーもパンツもつけてない状態だったなんて。

「本当に知らないの？　わたしてっきり、孝こう一いちくんが下着取ったんじゃないかって……」

「取らないよっ！　僕が萌花さんの下着盗むわけないじゃないかっ！」

「――まぁ、そうよねぇ。いくら孝一くんでもそこまでは……」

「そこまでは、って……。ほら、モデルのあと萌花さん、なかなか着替えないでいたから、輪廻姫さんが間違えて片付けちゃったんじゃないの？」

「そうね……。いいわ、そう考える。今度輪廻姫さんと会ったとき、聞いてみるわ。――ごめんね、変なこと疑って。つい疑ぎ心しん暗あん鬼きになっちゃった」

「う、うん。信じてくれれば、いいけど」

　萌花さんはやっといつもの笑顔に戻ってくれた。

「――でも、ちょっと残念。孝一くんが下着を盗んだんなら、それはそれで『萌え』作家としての将来性に期待できたのに」

「そんな将来性、イヤだよ……」

　うふふ、と萌花さんはいたずらっぽく笑った。

「で、孝一くんの用事は？　原稿のことで、相談があるんじゃないの？」

「あ、うん、そうなんだ。実は小説の展開で迷っちゃって……」

　思いきって萌花さんに話しかけたのには、理由があった。

　エッチなシーンが予定以上に膨らんでしまい、小説のストーリーが、最初に考えたプロットから外れてきてしまったんだ。

　宇宙帝王ラスト・カイザーが人間を襲うのは、日本のどこかに隠された超小型エネルギー体、マイクロブラックホールを探しているからだ。それを手に入れ、銀河宇宙の征服をたくらんでいるという筋書きだ。

　プロットでは、マイクロブラックホールは東京タワーの地下にある秘密基地に隠されているという設定だった。しかしストーリーがどんどんエッチな方向に膨らんでしまい、秘密基地の話を書ききれなくなってしまったんだ。

「……なるほどねぇ。――でも、わたしプロットを読んで思ったんだけど、東京タワーに隠されているっていうシナリオ……あまり面白いとは感じなかったわ」

「有名な建物にすごい兵器が隠されてるなんて、燃える展開だと思うんだけど……」

「東京タワーじゃ有名すぎて既存の作品でも使われてるから、意外性に欠けるのよ。マイクロブラックホールが見つかるのは、終盤の展開でしょ？　一気に緊迫感を高めるために、どこかあっと驚く場所に隠されてたほうが面白いわ」

「あっと驚く場所か……。そもそもラスト・カイザーが総力をあげてもなかなか見つからないところに隠されてるんだ。簡単には近づけない場所じゃないと。うーん……、新しん宿じゆくの新都庁とか、サンシャイン60とか……」

「建物じゃなくて街って手もあるわね。お台場とか秋葉原とか、意表をついて巣す鴨がもとか」

　僕と萌もえ花かさんは東京の名所をいろいろとあげてみたけど、どれも決め手に欠けた。



　原稿が行き詰まったまま、次の土曜日になってしまった。もう五月も終盤だ。

　萌花さんは、今月末には一通り書き上がった初稿がほしいって言ってるのに……間に合うんだろうか。

　その日、進まない原稿を置いて、僕は久しぶりに三流木みつるぎ出版に行った。

　萌花さんが、本のページやカバーのデザインが決定したと教えてくれたんだ。

　三流木出版のオフィスに行くと、休日のせいか会社の人は誰だれもいなかった。一人、萌花さんがデスクに座りパソコンに向かっている。

「萌花さん、休みの日も働いてるんだ」

「お互いさまでしょ。――普段は学校があるから、まとまった作業は休日にやってしまいたいのよ。――孝こう一いちくんの原稿はどう？」

「う、うん。毎日必死で頭をひねってる」

「なんか、疲れた顔してるわね。本のデザインを見れば、きっと気力も上がるわよ。――で、上がったデザインの確認なんだけど……まずは本文の組み版ね。本文のページのレイアウトが決まったの。今までの原稿で、仮組みしてもらったわ」

　萌花さんはパソコンの画面を指さした。

　あちこち染みのついた、何年も使ってそうなブラウン管のモニター。横に置かれているのは、流線形でエメラルドブルーの色をした、珍しい形のパソコンだ。

　モニターの中には、本を開いた形でページが表示されていた。僕の小説の文章だ。

　難しい漢字や名前にはちゃんとフリガナが打たれ、文字の形も文庫本で見るのと同じ。下にはページ数が書かれ、左上には本のタイトルが横文字で並んでいる。

　実際の本のページとそっくり同じ画像が映し出されていた。

「こうやってＰＣ上で、印刷するページのデータを作るのよ。今はあくまで仮の段階だから、原稿が上がったらちゃんと組み版しなきゃいけないけど」

　画面の上にあるメニューには『ページ』とか『レイアウト』などの文字が並んでいる。

「なんかすごいなぁ。これ、なんていうワープロ？」

「ワープロじゃないわ。ＤＴＰソフト」

「でぃーてぃーぴー？」

「そう。『デスクトップ・パブリッシング』。ＰＣでの出版物作製システム。パソコン上で本のそれぞれのページを作製するの。たとえば小説本なら、文章が読みやすいように文字のフォントやポイントを決めるのよ。フォントってのは書体のことで、ポイントは大きさね。そして行間や字送りの幅――文字と文字の間隔を決めたり、ルビを振ったりするの。ルビというのは、フリガナね。文字だけじゃなく、挿絵やロゴの文字なんかもこうして配置するのよ」

「これ、萌もえ花かさんがやってるの？」

「わたしはＤＴＰのオペレートはできないから、データを開いて確認してるだけ。実際に組んでくれたのは『アトリエデップ』というＤＴＰやデザイン専門の会社よ。ヤマちゃんさんっていう、ウチとつき合いのある編集プロダクションの社長さんの紹介なの」

「へぇ……。僕もこういうＤＴＰのソフト、買ったほうがいいのかな」

　僕が使っているパソコンは父さんのお下がりだ。パソコンに詳しくはないけど、ウィンドウズ98って表示されるから、きっと十年くらい前のものなんだろう。

「小説を書くだけならＤＴＰソフトは必要ないけど……。これはQuarkXPressクオーク・エクスプレス3.3Jというソフトよ。ウチで使ってるのはだいぶ古いバージョンだけどね。ＰＣも未いまだにＭａｃマツクＧジー４フオーとＯオーＳエス９ナイン。どれももう十年以上同じのを使ってる。――どっちにしろ、この辺の業務用ソフトをそろえようとしたら、本の印税なんて吹き飛んじゃうわね。十万円単位のお金がかかるんだから」

「ソフトだけでそんな高いんだ……」

「あと、文庫のカバーデザインもデザイナーさんが送ってくれたわ」

　萌花さんはＤＴＰのソフトを閉じ、別のソフトを立ち上げた。

「本のカバーもパソコンで作るの？」

「これはAdobeアドビという会社のIllustratorイラストレーター8.0Jね。図形などをデザインするソフトよ。これも、だいぶ古いバージョンだけど……」

「新しいバージョンにはしないの？」

「最新のを買ってよってお父さんに頼んでるんだけど、『アドビはバージョンアップ代がかさむからなァ』とかなんとか渋られるの。ほんとケチなんだから」

　萌花さんがデータを開くと、白地の画面に横長の長方形の図が現れる。オレンジを基調とした配色のカバー。右側には、色見本のようなカラフルな四角が縦に並んでいた。

「これがカバー用のデータよ」

　表紙の部分には、輪りん廻ね姫ひめさんが描いたイラストに『銀河サイキック少女　ミライちゃん』のタイトルロゴがかぶさっている。銀色でメタリックに輝く、勢いあふれるロゴ。

　そして表紙のミライちゃんは――髪をなびかせ、色っぽいバトルスーツを身にまとっている。躍動感あるポーズで光線銃を構え、笑顔を浮かべながら正面を見ていた。

　今までに見たのとは一味も二味も違う、輪廻姫さんの絵。しかし繊細な魅力は薄れるどころか、まるで優雅に流れる河のような流麗さが新たに加わっていた。

「輪廻姫さん、がんばってくれたんだな……」

　なんだか感動しながら、改めて画面上のカバーデザインを見つめた。

　背表紙にもしっかりタイトルが書かれ、『ミツルギファイヤー文庫』の文字が刻まれていた。

　裏表紙には横長の白枠が描かれている。中は空白だ。

「ここは本の紹介文が入るところよ」

「それも僕が書くのかな」

「ううん、紹介文を書くのは編集者の仕事。しっかり、売れそうな文章を書くからね」

　萌もえ花かさんは力強く拳こぶしを握にぎってウインクした。

「僕の書いた小説が、このカバーに包まれて本屋さんに並ぶんだね……」

　僕や萌花さんだけじゃない。一冊の本のために、多くの人が関かかわっているんだ。

「そうよ。執筆もあと一息。だから孝こう一いちくんもがんばって！」



　家に帰るとパソコンの前に座って、原稿のファイルを開いた。

　執筆はもう終盤に入っている。萌花さんの言うとおり、あと一息だ。

　しかしマイクロブラックホールの隠されている場所を決めないと、ここから先を書き進めることができない。

　どこか、あっと驚く隠し場所はないかなぁ……。

　ふと、こないだ輪廻姫さんの家に行くとき、地図帳を持っていたのを思い出した。

　東京の街が載った地図帳。あれを見れば、何かいいヒントが見つかるかもしれない。

　地図帳はまだ鞄かばんに入れたままだ。部屋の隅に置きっぱなしになっていた肩掛け鞄を手に取り、ファスナーを開ける。

　中から地図帳を取り出すと……引っかかった何かが一緒に出て、ふわりと床に落ちた。

　――なんだろう。

　一瞬、白い布状のものが何か、わからなかった。

　手に取り広げて……ハッと息を呑のんだ。

　円形の布地が横に二つ。細こまやかな刺し繍しゆうが施されたそれは、まさに……

　ぶ、ブラジャー!?

　さらに、床に落ちている白い布がもう一つ。

　ゴクリとつばきを飲みこみながら手に取ると、思ったとおり……

　女の子のパンツ――僕の小説で表現するところの、純白のパンティー。

　見覚えがあった。あのとき、体育用具室で萌もえ花かさんのスカートが脱げてしまったとき、萌花さんが穿はいていた真っ白なパンツ。

　ってことは、これは、萌花さんのブラジャーとパンツ……!?

　どうして……どうしてこんなところに……。

　そういえば萌花さん、輪りん廻ね姫ひめさんの家で下着をなくしたとかって……。

　萌花さんは僕が盗んだんじゃないか、なんて疑ってたけど、絶対に、断じてそんなことをした覚えはない。

　なのになぜ、萌花さんの下着が僕の鞄かばんに……？

　ハッとして、携帯電話で輪廻姫さんに電話をかけた。

『おぉ、レイジか!!　どうしたのだ、いったい』

「あ、あの、輪廻姫さん。こないだ僕たちが行った日のことだけど……モデルをやったあと、萌花さんの……下着、見なかった？」

『それなら床に脱ぎ捨てたままだったから、忘れないように鞄に入れといてやったぞ』

「その下着がさ……僕の鞄に、入ってたんだけど……」

『おぉ、あれはレイジの鞄だったのか!?　それは失敬。ではモエカに返しておいてくれ』

「返すって、僕が!?　輪廻姫さんから説明してくれると助かるんだけど……」

『姫は噴水のごとくインスピレーションが湧わいて、大変忙しいのだ。じゃまたな！』

　ぷちっと無情に電話は切れた。

　僕は床に置かれた、真っ白な下着に目を向ける。

　拾い上げると、一週間も鞄に入りっぱなしだったにもかかわらず、萌花さんの肌のぬくもりが残っているような気がした。

　このブラジャーに、萌花さんの柔らかな胸が包まれて、このパンツに、萌花さんの弾力に満ちたおしりがくるまれて……。

　盛大に鼻血を噴き出しそうになって、慌あわてて思考を追い出した。



　インターホンを鳴らしてしばらくすると、扉が開いて萌花さんが出た。

「孝こう一いちくん。どうしたの？　こんな夜に」

　もう九時を回った時刻だった。下着のことを正直に話したものかずっと悩んでいて、こんな時間になってしまったんだ。

「ごめん、突然おじゃましちゃって」

　玄関に入って、扉を閉めた。靴は脱がず、そこに立ちつくす。

「わふっ、わふっ」

　ワッフルがトコトコ歩いてきて、しっぽを振りながら出迎えてくれた。

　萌もえ花かさんは何か言いたそうにうつむいている僕を見ながら、ニヤリと笑みを浮かべる。

「さ～て～は、夜の相手をしてほしいのかな～？　うふふ、どうしてほしいみゅん？　なぁ～んてね」

「あ、あの、実は萌花さん……僕……大切な話が……」

　せっぱ詰まった表情で言うと、萌花さんはちょっと緊張した顔になって、ほおを少し赤らめた。――まるで、告白を受けるときのように。

「う、うん。何……？」

　僕は持っていた肩掛け鞄かばんを開け、中から……

「ご、ごめんっ!!」

　萌花さんのブラジャーとパンツを取り出した。

　……空気が張りつめたように止まった。時間が静止したようだった。

　おそるおそる前を見ると……萌花さんは仁王立ちになって震えていた。

　両手を握にぎりしめうつむいて、怒りのオーラを立ち上らせている。

「きゃいん！　きゃいん！」

　ワッフルが鳴きながら走って逃げた。



    

  
    
      



    

  
    
      「孝こう……一いち……く……ん……」

　わなわなと震える唇から重苦しい声が漏れ、両腕を振り上げた。

　僕は口の中がカラカラに渇いてダラダラ冷や汗が流れ、震える口から言葉も出せないまま、ただパンツとブラジャーを持って身をすくませる。

「こぉーの、ド変態がァ ッ!!」

　萌もえ花かさんの両手が電光石火のごとく、僕のほおを立て続けに引っぱたいた。



「いっ、いたっ、痛いよ、萌花さん……」

　ほおがひりひりと染みて、僕は小さく悲鳴を上げた。

　両側のほおが真まっ赤かに腫はれ上がっている。

　萌花さんの往復ビンタ、岩も砕けそうなほど強烈だったなぁ……。

　ここは萌花さんの部屋だ。萌花さんが僕の傷口に、脱脂綿を当ててくれている。塗られた消毒薬がひやりと冷たく痛い。

「ほら、じっとして……。まったく、誤解なら誤解って、早く言えばいいのに……」

「だって、とても聞いてくれそうじゃなかったし……」

「そもそも下着が鞄かばんに入ってたなんて、なんで今まで気づかないのよ」

「あの鞄は遠出するときにしか持ち歩かないから、開けてなかったんだ」

「灯台もと暗し、ね。ま、捜し物がすぐ近くにあったなんて、よくあることだけど」

　でもさすがに、自分の鞄に萌花さんの下着が入ってるなんて夢にも思わなかった。

　これが灯台もと暗しか……。

　捜し物が意外なほどすぐ近くに……。

　ふと、僕の頭で何かがひらめいた。

「そうだ！　それだ！　『灯台もと暗し』だよ！」

　ほおの痛みも忘れて、思わず立ち上がって叫ぶ。

「ちょっ！　急に立たないでよ、湿布してあげてるんだから！　――何が、それなの？」

「マイクロブラックホールの隠し場所だよ！」

「隠し場所が『灯台もと暗し』？」

「そう！　マイクロブラックホールは……ミライちゃんが持っていたんだよ！」

「……確かに意外だけど、でもミライちゃんも探してるはずでしょう？」

「ミライちゃんは、自分が持っていることに気づかなかった。……つまりマイクロブラックホールは、ミライちゃんの体に隠されていたんだ！」

「なるほどね……。しかしミライちゃんは超能力者とはいえ、生身の人間だわ。どうやって隠されているの？　そもそも、マイクロブラックホールってどんな形をしているのよ」

「うーん……。マイクロブラックホールってのは、小さな黒点なんだ。わずか数ミリの大きさでありながら銀河を飲みこむほどの力を持つ、超重力体なんだよ」

「小さな黒点……。なんかホクロみたい」

「そうだよ！　マイクロブラックホールは、ミライちゃんの体のホクロだったんだ！」

「だけど、女の子なら自分の体のホクロって、けっこう気にするものよ。ずっと気づかないでいたなんて不自然じゃないかしら」

「自分でもなかなか気づかない場所にあるホクロとか……」

「気づかない場所って、どこよ」

　――女の子が、自分の体で気づかない場所。

　そのとき僕は、ふとなぜか、萌もえ花かさんのパンツを思い浮かべてしまったんだ。

「おしり……とか……」

「お、おしりっ!?」

　萌花さんはポカンと口を開け……真まっ赤かな顔で自分のおしりを両手で押さえた。

「孝こう一いちくん……ほんとに、わたしのパンツで何もしてないでしょうね……？」

「しない、してないよっ！」

　萌花さんはじーっと細めた目で僕を見つめ、口を尖とがらせる。

「……ならいいんだけど。――でも残念ね。何かしたらしたで、『萌え』作家としては見所あったんだけどなぁ」

「もし僕がパンツでなんかしてたら……、どうするつもりだったの？」

「もちろん二度と立てないくらい蹴けり飛ばしてあげたわよ」

　……編集者って、矛盾する要求をするもんなんだなぁって、つくづく思った。

　――ともかく、僕は小説の行き詰まりを打開し、再び原稿に着手した。

　宇宙帝王にマイクロブラックホールが発見され、緊迫感の高まる場面。

　書き終わったとき、季節はもう六月に入っていた。

　残るは最高に熱く燃えるシーン、クライマックスだけだ！
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　六月に入って数日経たった、雨がしとしと降る日。

　学校帰り、僕は萌花さんの部屋で書き上げた原稿を手渡した。

「五月中に初稿って約束だったけど……ごめん。だいぶ遅れちゃって……」

　途中でアイディアに詰まったせいで、書き上げるのが遅くなってしまったんだ。

「ううん。時間をかけてくれたかいがあったわ。最初見たときより全然、エッチでドキドキするシーンが書けてる」

　萌花さんに教えられた、胸を焦がすような『萌え』の気持ちを小説に叩たたきつけるのは、思った以上に困難だった。どんな言葉を選んでも、湧わき上がる思いを表現するには不十分だった。それでも僕は、書き続けた。

　ミライちゃんに服を着せる場面で、本当に裸の萌もえ花かさんに服を着せるような、背徳的な欲望さえ感じながら。だから目の前で萌花さんが僕の原稿を読む間、僕の背徳的な感情が知られてしまうんじゃないかって思って、すごく恥ずかしかった。

「この、クライマックスの戦闘描写もなかなかのものよ。――ほんと、孝こう一いちくん、こういうの書きたかったのね」

「ま、まぁ、ね……」

　ちょっと照れて、頭をかいた。

　小説のクライマックスは、ミライちゃんが宇宙帝王ラスト・カイザーに立ち向かい、死闘の末に撃破するシーンだ。燃える熱い戦い。僕がこの小説で書きたかったこと。

『萌え』で『エッチ』な『ラブコメ』を書きなさい！

　そう叫びながらも、僕の書きたいことも認めてくれた萌花さんに感謝したい。

「ありがとう。ずっと、夜遅くまで書いてたんでしょう？　今夜はゆっくり眠ってね」

　原稿の束を抱きかかえ、萌花さんはにっこり笑ってくれた。

　――僕はついに、新作『銀河サイキック少女　ミライちゃん』の初稿を書き終えたんだ。

　この一ヶ月、ほとんど小説のことばかり考えていた気がする。何度も萌花さんにダメ出しされ、叱しつ咤た激げき励れいされ……今ではいい思い出だ。

「でも、まだ終わりじゃないのよ。これから改稿に入ってもらうんだから」

「そ、そうか……最初の小説も、紺こん野のさんにたくさん書き直しさせられたからなぁ……」

　萌花さんの言うとおり、原稿はこれで完成じゃない。これから改めて担当編集者である萌花さんのチェックを受けて、小説のおかしな部分を指摘してもらい、改稿するんだ。

「だけど今までにかなり書き直してもらったもの。大がかりな改稿は必要ないと思うわ。今月半ばには土ど鍋なべ印刷さんに入稿したいから……改稿の期間は一週間ってとこかしら。土鍋印刷さんは、いつも印刷と製本をお願いしてる印刷会社なのよ」

　初稿が遅れた分、改稿の時間は減ってしまう。

「発売は七月十五日なのに、締め切りはけっこう早いんだね」

「そうねぇ……。本は、印刷所で製本されても、すぐ書店に並ぶわけじゃないの。まずは『出版取次』と呼ばれる流通会社が本を注文してくれるのよ。取次さんを通して、全国の本屋さんに配られるっていう仕組みなの」

「へぇ……。そんなふうになってるんだ」

　普段行く本屋さんの裏側なんてなかなか見られないから、僕はちょっと感心した。

「編集長にも早めに読んでもらおうかしら。ちょうど、今日はずっと会社にいるって言ってたし。――もしかして、ここ直せとか言われちゃうかもね～」

「お、脅かさないでよ……。『もっとエッチにしろ！』なんて言われたらどうしよう」

「心配ないわ。だってもう充分……わたしでさえ恥ずかしくなっちゃうほど、エッチなんだもん。……発売したら話題になるわよ、きっと」

　萌もえ花かさんは顔を赤らめた。僕は、萌花さんですら照れてしまうほど『萌え』で『エッチ』な小説を、書いてしまったんだ……。

「今日これから編集長に見てもらうんなら、僕も行っていいかな。今度は編集長……三流木みつるぎ社長が認めてくれるか、この目で見てみたいんだ」

「前回、あんなこと言われちゃったもんね。――いいわ。一緒に行きましょ」

　僕と萌花さんはそぼそぼと雨が降る夕方、電車に揺られて三流木出版に向かった。



　三流木編集長はタバコを吹かしながら、僕の原稿を読み続けている。時々、頭をかいたり足の裏をかいたり、肩をポキポキ鳴らしたりする。

　僕と萌花さんは並んで椅い子すに座り、固唾かたずを呑のんで見守っていた。

　読み始めてから約一時間。ページは半分ほど進んでいる。

　――と、そのとき。

　三流木編集長はポイと投げるように、原稿をデスクの上に放ほうり出した。

「ダメだなこりゃ。つまんね」

　一瞬、言葉の意味がわからず、僕と萌花さんは声を上げることもできなかった。

　わなわなと震えながら、萌花さんが立ち上がる。

「ど……どうしてよ！　何がつまらないのっ!?」

「しょうがねぇだろ。つまんねぇもんはつまんねぇんだよ」

「何よ！　お父さん、小説の面白さなんて理解できないんでしょ!?」

　萌花さんは『編集長』と呼ぶのも忘れて食い下がった。

　三流木編集長はクイッと椅子を回し、僕と萌花さんのほうを見る。

「あのな、お前に言われて、俺おれも読んだんだ。ライトノベルってのをな。あの『聖』ナントカってヤツや、他ほかの売れてそうなのも売れてなさそうなのもな。――それと比べて、つまんねって言ってんだよ」

　三流木編集長は原稿を萌花さんに投げて返す。

　そのままデスクに向かって、別の仕事を始めてしまった。

　萌花さんは返す言葉もなく、うなだれたまま立ちつくしていた。

　僕はふらりと立ち上がり、オフィスの出口に向かった。

「孝こう一いちくん、あきらめることないわ！　これから改稿して……」

　しかし萌花さんの言葉も耳には届かず、僕は三流木出版を出た。

　ビルの外に出ると薄暗く、雨が強くなっていた。雨粒が顔に打ちつけた。

　心の中がぽっかり開いてしまったような、漠然とした気持ち。

　雨の降りしきる裏路地を、あてどもなくさまよい歩いた。

　我に返ったのは、鞄かばんの中で震える携帯電話の音でだった。

　電話に出ると、久しぶりの声がした。イギリスに滞在している父さんからだ。

『お、孝こう一いちか。今、話してもいいか？』

「いいよ……。何……？」

『父さんたち、来月にも帰国する予定だったろ？　その話なんだけどな、実はこっちの大学から、もう少し長く仕事を続けないかって話をもらったんだ。いい話だし、俺おれも母さんも喜んでさ。ただそうすると、最低でもあと二年はこっちで暮らすことになるんだ』

「そうなんだ。僕は別に……かまわないよ。一人でも大丈夫だから」

『でな、母さんと相談したけど、あまり長い間、家族が離ればなれなのもなんだし……』

　そして父さんは、こう言ったんだ。

『どうだ、孝一。お前もこっちに引っ越して、一緒に暮らさないか？』



    

  
    
      



    

  
    
      


　六月最初の晴れた日曜日。僕と萌もえ花かさんは、郊外にある遊園地に遊びに来ていた。

　午前中はメリーゴーラウンドに乗って観覧車に乗って、お昼は園内のレストランでカップル向けオムライスランチというのを食べた。午後はジェットコースターで叫び、お化け屋敷で悲鳴を上げた。

　朝からずっと萌花さんに連れ回され、さすがに疲れてベンチに座りこむ。

「あら、もうへたばったの？　まだまだこれからじゃない」

　萌花さんは、売店で買ったメロンフロートの紙コップを持っていた。

　僕と並んで腰掛けると、先がスプーンの形になったストローでアイスをすくって口に運ぶ。

「まだまだこれからって、萌花さん、遊園地のアトラクション全部制覇するつもり？」

「うーん……孝こう一いちくんと一緒に遊べるのなら、全部！」

　まっすぐ僕を見て、にっこりと笑顔を浮かべた。

　ドキッとして、恥ずかしくなって、うつむいてしまう。

「あっ、照れてる～」

「て、照れてないよっ」

　萌花さんは、また一口アイスをすくって……ストローの先を、僕の前に差し出した。

「はい、あ～ん」

「えっ……だって、萌花さんが口をつけたストロー……」

「あ～ん。早くしないと、溶けちゃうわよ」

　くいくいっと、ストローの先を揺らす。

「ほら、わかってるでしょ。こういうときは……」

　少し睨にらむような目で僕を見る。

「も、もちろんわかってるよ。じ、じゃあ……あーん……」

　僕が目を閉じて口を開けると、舌に冷たく甘いアイスが乗っかる。

　ストローの先が、ちょこんと唇に触れた。

　って、これ、間接キ……

　いやいやいや。変なこと考えちゃいけない。

　萌花さんはメロンフロートを食べ終わると、再び立ち上がって僕の腕を取った。

「休憩終わり！　立って立って」

　引っ張られて立ち上がると、萌花さんが腕を回し、体重を預けてくる。

「も、萌花さんっ!?」

　ピッタリと密着した萌花さんの胸が、僕の腕に当たっていた。

　萌もえ花かさんは僕の肩にあごを乗せ、じっと見つめる。

「もっと遊ばなきゃ！　そうねぇ、次は……」

　萌花さんに連れられて、僕は遊園地のアトラクションを回り続けた。

　夕方、閉園時刻が近くなったころ、萌花さんは言った。

「もう一度観覧車に乗らない？　昼間は混こんでたけど、今なら二人きりで乗れそう」

　僕と萌花さんは、最後に大観覧車に乗ることにした。

　乗ったゴンドラの座席に並んで腰掛ける。萌花さんはずっと、僕と腕を組んだままだ。

　ゴンドラが高く上ると、遠く、夕ゆう陽ひに染まる東京の街並みが見渡せた。

「あっちが都庁ね。こっちがわたしたちの家の方向。あっ、あれ、富士山が見える！」

　萌花さんはあちこち指さしながら、うれしそうにはしゃいだ。

「今日、一緒に来て、よかった……。孝こう一いちくんは？　わたしと一緒で、よかった？」

　聞かれて、僕は思わず考えこんだ。

　ええと、こういうときはなんて答えるんだっけ……。

「も、もちろんだよ。僕も萌花さんと一緒で、楽しかった」

　萌花さんは潤うるんだ瞳ひとみで僕を見て……そっと、目を閉じた。

　ゆっくりと顔を寄せてくる。

「もっ、萌花さんっ……!?　い、いくらなんでもそんなっ……」

　戸惑って叫んでも、なおも萌花さんは顔を近づけてくる。

「だってわたしたち、『恋人』じゃない。このくらいして当然でしょ？」

　すぐ間近に迫った萌花さんの顔。夕陽に照らされた顔はとてもきれいで、少しすぼめた薄桃色の唇は艶あでやかでかわいらしい。

　もう、僕は何も言えず、萌花さんの魅力に引き寄せられるように、顔を寄せた。

　唇と唇が近づき、そっと目を閉じようとしたとき……

　僕は萌花さんの表情に、わずかな、ほんのわずかな、心細さの色を感じたんだ。

　笑顔の奥に隠された、怯おびえにも似た表情。

　僕たちが試練を乗り越えられるか、不安の思い。

　そうだ。忘れちゃいけない。だって僕たちは……

「ご、ごめん、萌花さん」

　顔を引きはがすように反対側を向いた。

「どうして？　孝一くん、わたしとじゃ……イヤ？」

「そ、そんなことないよ。でも、僕たちは本当の……」

　すると、萌花さんは人差し指で僕の唇を押さえた。目を細め、睨にらむように見ている。

「それは……言わない約束」

「だけど、やっぱりこんなことで……キス……したら、萌花さんが……」

「遠慮なんかしてるからダメなんじゃない……。もっと、女の子にがめつくなりなさいよ。……だけど、ありがと。優しいんだね」

　それからもう一度、萌もえ花かさんが身を寄せてきた。

　思わず避けようとした拍子に、ずらした体のズボンのポケットから一冊の本が落ちる。

『即答解決！　はじめてのデートＱ＆Ａ』という題名。デートのマニュアル本だ。

　二人で落ちた本の表紙を見つめ、なんだか気まずい雰囲気になる。僕は無言のまま、本を拾い上げた。

　といっても、本のことは萌花さんも知っていた。

　だって、二人でこのマニュアルを実践しようとしてたんだから。

　こうして僕とデートして、キスを迫って、『恋人』になってくれるのも、萌花さんが僕の担当編集者だからだ。

　僕と萌花さんが今日、恋人のふりをして過ごしているのには、わけがあった。

　あの日、原稿を『つまらない』と三流木みつるぎ編集長に否定され、僕がふらふらとオフィスを出たあと、萌花さんは何がつまらないのか、詰め寄って聞いてくれていた。三流木編集長の返事はこうだった。

『なんていうかなァ、ラブコメだって言うのに、恋愛してる気がしねぇんだよなァ』

　それで改稿のポイントは、シロウとミライちゃんの恋愛の強化ということになった。

　だけど僕は、わからないんだ。どうすればもっと本物の恋愛っぽく書けるのか……。

　小説の中で、何度も何度もエッチなやりとりを書いた。

　必殺技を使って裸になったミライちゃんは、服を着せるシロウを罵ば倒とうする。ときには勢いあまって蹴けっ飛ばしたりする。だけどシロウを嫌っているからじゃない。恥ずかしくて素直になれないんだ。シロウは文句を言いながらも、彼女に献身的に尽くし続ける。

　そんな二人の気持ちも書いたのに、どうして恋愛っぽくならないんだろう。

　そこで萌花さんが提案したのが、こうして仮のデートをすれば何かがつかめるんじゃないかってことだったんだ。

　観覧車を降りると、ちょうど閉園の時間だった。

　遊園地を出て、新しん宿じゆくのファミレスで一日の思い出を話しながら夕食を取り、自宅のある駅まで戻った。

　駅を出て、萌花さんの家に向かう。腕を組みながらマンションの前までやってきた。

　今夜――僕は、萌花さんの家に泊まるんだ。

「い、いいのかな……。こんな夜におじゃましても」

「もちろん。――帰したりしないんだからね」
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　萌もえ花かさんの家に入ると、僕は廊下の突き当たりにある扉の前へと連れて来られた。

　濃い茶色をした木の扉で、美術館に来たのかと思うような豪華な装飾が彫られている。

「わふっ」

　ベランダに通じるキッチンから、ワッフルが駆け寄ってきた。

　しっぽを振りながら、萌花さんと僕の間を行き来する。

　萌花さんは少し緊張した表情で扉を見つめていた。

「まさか、こんなに早くこの部屋を開放する日が来るとは、思わなかった」

「いったい、なんの部屋なの？」

「前にわたしのお母さんの話、したわよね」

「今はアメリカで、有名な作家のエージェントをしてるって……」

「お母さんが旅立つ日、わたしは空港まで見送りに行って、こう言ったの。『わたしも大人になったら、お母さんみたいな編集者になる！』って。お母さんはこう答えたわ。『もしそのときが来たら、家に残した編集道具を使いなさい』ってね」

　萌花さんはジャラリと大きな鍵かぎ束たばを取り出し、扉の鍵穴に差しこんで回した。

　ガチャリと音がしてから鍵を抜き、ゆっくりと扉を押す。

　背筋がゾクリとなるような冷気が噴き出した。

「きゃん！　きゃん！　きゃん！」

　ワッフルが怯おびえたように鳴いて、ベランダのほうへ逃げていった。

　中は薄暗い。萌花さんが一歩、部屋に踏みこむ。僕も続いて中に入った。

　密閉した空間のように空気が重く、静まりかえっている。

　萌花さんが壁のスイッチを入れた。窓もない部屋の中に、ポウッと、壁にかけられた丸いランプが黄色く柔らかい光を放つ。本物のロウソクの光みたいだ。

　六畳ほどの部屋。ランプの鈍い光に、数々の器具が浮かび上がった。

「こ、これは……!!」

　そこに置かれていた器具を見て、僕は絶句した。何本もの太いトゲが生えたぶ厚い板、人間の形をした棺かん桶おけのような箱、そして上が鋭く三角形になった台……。

「い、いったい、何!?　なんなの、ここ!?」

　腰を抜かしそうになりながら、辛かろうじて壁にもたれかかった。

「これが、お母さんの残した編集道具の数々よ」

「あ、あの椅い子すは!?　なんか、太いベルトがついてるけど！」

「締め切りを守らない作家を拘束する椅子よ」

「じゃ、あっちの細い板は!?　なんか、太いバネがついてるけど！」

「書こうとしない作家に取りつける強制ギブスよ」

「な、なんか壁にトゲのついたムチがかかってるんだけど!?」

「言うことを聞かない作家をしつけるムチよ」

　萌もえ花かさんはくるりと振り返り、まっすぐ僕の顔を見た。

「じゃあ孝こう一いちくん。あなたには今からこの部屋で、カンヅメになってもらうから」



　五分後。僕はベルトがついた椅い子すに座らされ――拘束されていた。

　細こまかな傷がいくつもついた古い木の机に、ノートパソコンとプリンターが置かれている。

　机の横には、人一人がようやく横たわれる程度の、小さな簡易ベッドがあった。長板に薄いクッションを敷いただけの、粗末なベッド。

　そこはまるで――牢ろう獄ごくのようだ。

　おなかをベルトで縛りつけられ、机に向かわされながら、萌花さんを見上げた。

「ど、どうして家にも帰っちゃいけないの……？　改稿の締め切り、まだ先じゃないか」

「まだ先？」

　ギロリと萌花さんが睨にらみつけた。

　……怖い。笑顔のまま睨む萌花さんが怖い。

「改稿に取れる時間は、あと一週間しかないの。休み明けの月曜にはＤＴＰの組版に入りたい。――改稿が少なければ余裕もあった。だけど現状はどう？　編集長のあの態度じゃ、大幅な書き直ししなきゃ本を出せない。一時も、休んでるヒマなんてないのよ！」

「わ、わかったよ、萌花さんっ。わかったから、睨まないで……」

　萌花さんは表情を和やわらげ、にっこり笑った。

「それでいいのよ。今日一日デートして、恋人の気分が味わえたでしょ？　経験を存分に生かして、改稿してほしいの」

　萌花さんは持っていた原稿の束を机に置いた。

「これはわたしからのフィードバック」

　文章のあちこちに赤線が引かれ、余白にびっしりと、赤文字が書きこまれている。

　萌花さんが原稿を読んで、気になったところやおかしなところを指摘したものだ。これを見ながら、僕は原稿を改稿しなくてはならない。

　こうした指摘を書くことを『朱あかを入れる』というそうだ。

『朱を入れる』のは編集者だけではない。ＤＴＰでの組版のあとにも、印刷データを試し刷りした『ゲラ』を確認する『校正』という過程がある。そこでは校正の専門家が、文章や文字組みのミスがないかチェックしてくれる。ミスがあれば、そこに赤字で訂正が書きこまれる。

　何度ものチェックを経て、本は完成に近づくんだ。

「こ、こんなに……直すとこ、あるの？」

　どのページにもびっちり書かれた萌もえ花かさんの赤文字を見て、思わず身震いした。

　言葉の間違いを指摘するものもあれば、『ミライちゃんが立っている場所をきちんと書いてください』などのように、描写のわかりにくさを指摘するものもある。

　さらにあとのページに進んでいくと『このセリフ、さっきと言ってることが違います』とか『このキャラがこんな知識を持ってるのは唐突すぎ。ちゃんと伏線張っといて』とか『この表現は陳腐すぎるでしょ!?』とか厳しい意見が目立ち始める。

　終盤のページにいたっては相当イライラしているのか、『だーかーらー、なんで銃弾受けてピンピンしてんの!?　しっかり考えてんの!?』とか『こんなあえぎ声があるか！　ボケッ!!』とか、しまいには『何度も何度も同じこと言わせんなっ!!』とか書かれてる。

　萌花さん、辛しん辣らつだなぁ……。

　僕はすっかりとほほな気分でうなだれた。

　ただでさえ大幅に書き直さなきゃいけないのに、そのうえこんなに朱あかが入るなんて。

　余白に書かれた赤い字が、テストにつけられた×マークのように思えてくる。

「これ、全部直さなきゃいけないのかな……」

「孝こう一いちくん。編集者や校正さんの書く文字がどうして赤い色なのか、知ってる？」

「さ、さぁ……。見やすくするため、かな」

「違うわ。その赤は――原稿が流す、血の色よ！」

　僕の胸に重い衝撃が走った。

「原稿が流す、血……」

「そう。わたしたちが使う赤ペンは、言わば原稿を切り裂く剣つるぎ。しかし原稿を殺すためじゃない。何度も傷つけられ、血を流し、鍛きたえられて、原稿は剣をも弾はじく鋼はがねの肉体を手に入れるのよ！」

「そうだったんだ……。赤い文字には、そんな意味が……。わかった。改稿するよ。僕、がんばって改稿するから！」

「わたしはじゃましないように、自分の部屋に行ってるからね」

　最後に笑顔でうなずいて、萌花さんは部屋を出た。

　もちろん、僕を椅い子すに拘束したままで。



　　　　☆



　そうして何日にもわたる改稿が始まった。

　許された自由時間は、学校へ行くとき、食事と風ふ呂ろとトイレの時間、そしてわずかな睡眠時間だけだ。それ以外はずっと、部屋から出ることすら許されない。

　僕は完全に、萌花さんの家に軟禁されていた。

　改稿は――遅々として進まなかった。

　一日経たち、二日経っても、どう手をつけていいかすら、わからなかったんだ。

　ひとまずは萌もえ花かさんの指摘を基もとに、文章を直し始めた。

　けれどそれじゃ、ストーリーを根本的に直すことにはならない。萌花さんのチェックは、あくまで現時点の原稿に対するものだ。

　その部分だけを直しても、三流木みつるぎ編集長に言われた『恋愛をしている気分になれず、つまらない』という根本的な問題は、解決しないんだ。

　あの日の萌花さんとの疑似デートを何度も思い返し、シロウとミライちゃんの会話を書き直したりしてみた。でも、何かが大きく変わりはしない。

　どうすればいいんだろう。どうすれば、面白い小説になるんだろう。

　そんなことばかり、一日中考えた。

　でも、手を止めたら萌花さんに怒られてしまう。

　デートまでしてもらったのに、書けないだなんて……。

　よくなっているのか悪くなっているのかすら判断できないような改稿作業を続けた。

　ずっと椅い子すに縛りつけられ、頭がすっかり疲れていた。

　このままじゃ、あのトゲのついたムチで叩たたかれてしまう！

　そして三日目。僕はある一つの決心をした。

　――逃げよう。

　やっぱり僕には、『萌え』な小説なんて書けなかったんだ。

　だから残された道はただ一つ――ここから脱出することだ！

　学校から戻った僕は、いつものように椅子に拘束され机に向かわされた。

「今日もがんばってね。何かあったら、携帯で呼んでくれればいいから」

　萌花さんは言って、部屋を出ていこうとする。

「あ、あの……萌花さん。ベルトの鍵かぎ、置いていってもらってもいいかな？」

　ギロッと睨にらまれた。

「……逃げるつもりじゃないでしょうね？」

「ととと、とんでもない！　いや、今夜は改稿のアイディアがどんどん湧わいて、徹夜になりそうなんだ。だからほら、深夜にトイレ行きたくなったら困るでしょ？」

「携帯でわたしを呼んでかまわないわよ」

「執筆の勢いが落ちてしまいそうなんだ！　余計な用事はなるべく手短に済ませて、一分一秒でも多く改稿に使いたいんだよ！」

　萌花さんは疑わしそうな目で見つつ、ベルトの鍵を机に置いた。

「……信じてるからね」

　言い残し、部屋を出ていく。



　深夜三時。卓上ランプの明かりだけが照らす薄暗い部屋で、僕はベルトの鍵かぎを外し、そっと立ち上がった。

　夜遅くまで起きているらしい萌もえ花かさんも、さすがに寝静まったころだ。いつもならこのまま、部屋の隅に置かれた簡易ベッドに倒れこむところだけど、今日は扉に向かう。

　もちろんトイレに行くためじゃない。――このまま、萌花さんの家から逃げ出すんだ。

「萌花さん、ごめん」

　小声でつぶやき、扉を開いた。暗い廊下がまっすぐ伸びている。

　――すぐ目の前にワッフルが寝そべっていた。

　ワッフルは小さな扉の音に鋭く反応し、耳をピクリと動かして目を開けた。

「わふっ」

　頭を上げ、じっと僕を見つめる。

「わ、ワッフル……。どうしてここに……？」

　戸惑い、直感した。僕を見張ってるんだ。

　廊下に出て、抜き足差し足で歩き出した。ワッフルはピッタリ横についてくる。

「わふぅ」

　吠ほえられたら、たちまち萌花さんに見つかってしまう。

「べ、別に逃げ出すわけじゃないよ。トイレ、行くだけだから」

　ごまかすように言って、トイレに入った。しばらく待ってから出ると、ワッフルはまだそこにいた。すぐ右手にある玄関の前に立ち塞ふさがっている。

「た、頼むから……吠えないでくれよ……」

　そろそろと、ワッフルの隣を通り抜けようとした。

「ぐるるるる……わふんっ！　わふんっ!!」

「ま、間違えたっ。部屋、部屋に戻るんだった！」

　慌あわてて廊下を引き返し、元の部屋に入る。扉を閉め、ホッと息をついた。

　逃げようとしているところを萌花さんに見つかったら、鍵を取り上げられてしまう。

　けど、ワッフルに見張られていたら逃げ出せない。なんとか対策を考えないと……。



　翌日も登下校時は萌花さんにピッタリ見張られて、とても逃げ出せるチャンスはない。学校が終わると萌花さんの家に連れて来られ、椅い子すに座らされる。

「昨日は改稿、進まなかったようね」

　萌花さんが押し殺した声を出した。冷静な口く調ちようがかえって怖い。

「一分一秒も惜しいくらい、改稿のアイディアが湧わいたんじゃないの？」

「もも、もちろんどんどん湧いたんだけど、湧きすぎちゃって頭の中でまとめるのに時間がかかったんだよ！　今夜こそバッチリやるから！」

　もちろん嘘うそだ。改稿のアイディアなんて一つも浮かんでこない。

　数時間後。まだ深夜になる前の時間に、僕はベルトを外して立ち上がった。

　昨日とは脱出の作戦を変えるんだ。萌もえ花かさんが寝静まってから逃げ出そうとしたけど、ワッフルに見張られている以上、すぐに見つかってしまう。

　なら、逆に萌花さんに見つかっても、追いかけられない状況を狙ねらえばいい。

　そっと部屋の扉を開ける。明かりを消して暗くなった廊下で、やはりワッフルが見張っていた。僕の姿を見ると、警戒するように目を向ける。

　廊下の脇わきの浴室から明かりが漏れ、水音が響く。萌花さんがシャワーを浴びてるんだ。

　――今がチャンス。

　逃げ出せば、ワッフルが吠ほえるだろう。だけどお風ふ呂ろに入っている萌花さんは、すぐに追いかけることができないはずだ。

　僕は昨晩と同じように、そろそろと歩きながらトイレの前まで進んだ。ワッフルはうなりながらピッタリくっついてくる。

　トイレの扉に手をかけ、中に入るふりをして――一目散に駆け出した。

　まっすぐ、玄関の扉を目がけて走る。

「ばふっ！　ばふっ！　ばふぅっ！」

　ワッフルが激しく吠えたて、背中にのしかかる。

「た、頼む！　見逃して！」

　ワッフルを振り切り、なおも走った。突進するように玄関扉にぶち当たり、ドアノブに手を伸ばす。

　その瞬間――ほおの横をヒュンと鋭い何かがかすめ飛び、扉に当たって下に落ちた。

　見ると……赤のボールペンだった。

　おそるおそる振り返る。

　そこに、全身を濡ぬらし、バスタオルを巻いただけの萌花さんが立っていた。

　右手の指には、三本の赤ボールペンが鉤かぎ爪づめのように立てられている。

「どこへ行くつもりかしらね～ぇ？」

　萌花さんはにじり寄りながら、ボールペンの先端を妖しくきらめかせた。

「う…………」

　僕は扉に背をついて、ガクガクと震えながら萌花さんを見た。

　キッチンへの扉が開いている。そこを通れば、ベランダに出られるはずだ。

　ベランダだ、こうなったら、ベランダから逃げよう！

「うわああああああぁっ！」

　僕はキッチンに向かって走り出した。

「ま、待ちなさいっ！」

　萌もえ花かさんが叫んで、真正面に立ち塞ふさがる。

　次の瞬間……

「きゃあっ！」

　僕と萌花さんは激突し、その場に倒れた。

　萌花さんの体は廊下に仰向けになり、濡ぬれた長い髪が弧を描いて広がる。

　その上で僕は……覆いかぶさる格好で、床に両手をついていた。

　すぐ真下で萌花さんが目を見開く。シャワーを浴びていたせいか、顔は上気して赤く、肌からほんのり湯ゆ気げが立っている。

　バスタオルの正面が開いて、胸の谷間が露あらわになっていた。豊かな膨らみが浴室からの明かりに照らされて、萌花さんの肌に丸い影を落としている。

「ばうっ！　ばうっ！」

　主人を守ろうとしているのか、ワッフルが激しく吠ほえたてた。

「いいの、ワッフル」

「わふ……」

　萌花さんが言うと、ワッフルは吠えるのをやめておとなしくなる。

「どうして……逃げるの？」



    

  
    
      



    

  
    
      　萌もえ花かさんは少し悲しそうな声を出した。

「わからないんだ。どう改稿したら面白くなるのか、何も考えられないんだ……」

「だから、恋愛描写をもっと強くしましょうって、こないだ、一緒にデートしたじゃない。なのに、何も思いつかなかった？」

「結局、あれは嘘うそのデートじゃないか……。僕、思うんだ。たぶん嘘の気持ちじゃダメなんだ。いや、今まで書いた『萌え』の気持ちも、嘘だったからダメだったんだ。そういうのが、編集長に見透かされていたんだよ」

「だったら……」

　萌花さんは両手を伸ばし、僕の首筋に触れた。濡ぬれた細い指先でそっとなでる。

「本当に、恋愛する？　本物の、恋人になる？」

「えっ……」

「そうすれば、キスだってできる。このまま抱きしめてもらうことだってできる」

　僕は答えられず、横を向いて、萌花さんの体から視線を逸そらした。

「それだけじゃないわ。好きな人にだったら、裸だって見てもらいたい……」

　頭を萌花さんの手のひらが包んだ。そのままゆっくり、視線が萌花さんの体に向けられる。少しでも風が吹けば、辛かろうじて残った胸元のバスタオルがはだけてしまいそうだ。

　僕は鼓動の高まりを感じながら、萌花さんの胸元を見た。きれいな体を見たいと思った。それから顔を見つめた。緊張したような、硬い笑顔を浮かべていた。わずかに開いた唇に、キスをしたいと思った。

　でも……僕は、小さく首を横に振った。

「できないよ……」

「そっか……。やっぱり、わたしなんかじゃ……イヤだよね……」

「そうじゃない。――僕の小説のためにここまでしてくれて、すごくうれしいよ。だけど……これ以上、萌花さんに迷惑はかけられない。僕の小説のために恋人になるだなんて、そこまで、萌花さんの気持ちを踏みにじること、できないよ」

　僕は体を起こし、立ち上がった。

「逃げ出そうなんてして、ごめん。もう、二度としない」

　再び原稿に向かおうと、カンヅメの部屋に向かって歩き出す。

　背中に萌花さんの視線を感じた。

「…………バカ」

　小さくつぶやく声がした。



　だけど再びワープロの画面に向かったところで、急に改稿案など浮かんでくるはずもない。画面に表示される小説の文章をぼんやり見つめ、刻々と時間は過ぎ、今日も大した改稿が進まないまま、深夜になった。

　あのあと、萌もえ花かさんは僕をベルトで束縛することはなかった。ワッフルに見張らせることもなかった。だから、家を出ようとすればいつでも出られるはずだ。

　――僕を信頼してくれたんだろうか。

　いいや、そうじゃない。萌花さんはきっと、あきらめたんだ。

　さっき僕は、萌花さんに弱音を吐いてしまった。逃げ出そうとしたところを見られてしまった。だからもう、僕が小説を改稿できないと気づいて、あきらめているんだ。

　――謝ろう、って思った。

　もう、逃げだしたりはしない。その代わり、きちんと謝ろう。

　意を決して立ち上がり、廊下に出た。萌花さんの部屋に向かう。

　そっと扉を開けて中に入る。

　萌花さんはパジャマを着て、机の前に座っていた。卓上ランプの明かりの中、机に突っ伏している。

　眠っているらしい。呼吸のたび、丸まった背中が静かに上下している。

　椅い子すのそばにはワッフルが寝そべって、やはり寝息を立てていた。

　萌花さん、宿題でもしていて、眠りこけちゃったのかな。

　あんな格好で寝てたら、風か邪ぜひいちゃうのに。心配しながら萌花さんのそばに近づく。

　いったい何をしてたんだろうと机の上をのぞいて、ハッと息を呑のんだ。

　そこに僕の原稿が広げられていた。余白には、赤ペンの文章がいくつもいくつも書かれている。

　この何日かで改稿した原稿だった。面白くなっているのかいないのかもわからないまま、ただ流されるように文章を修正しただけの原稿。

　でも萌花さんは原稿を隅々まで読んで、内容をチェックし、細こまかい誤字脱字まで見つけ、指摘を一つ一つ書き入れていた。

　それだけじゃない。原稿のあちこちに、恋愛描写を面白くする萌花さんなりのアイディアがいくつも書かれていた。

　――萌花さんは、あきらめてなんかいなかったんだ。

　ずっと、僕の原稿を待ち続けていたんだ。今も、待ち続けているんだ。

　なのに僕は逃げ出そうとしたり、謝ろうとしたり、書けないことばかり考えて……。

　急に自分が恥ずかしくなった。あきらめていたのは、自分自身じゃないか。

　――最後までやり遂げよう、って思った。

　改稿に使える時間は、あとわずか。

　もう、原稿は完成しないかもしれない。本は、出せないかもしれない。

　けれど、たとえダメでも、最後の最後まで机に向かおう。必死で、頭を振り絞ろう。途中であきらめるよりは、ずっといい。

「萌もえ花かさん、あと少し、お世話になるよ」

　ささやきかけて、ベッドにあった毛布を萌花さんの体にかけた。

「ばふっ！」

　気づいて目を覚まし、突然ワッフルが吠ほえた。

「ち、違うよ、何もしないってば！」

「ばう！　ばふっばふっ!!」

　慌あわてて後ずさりして、背中を部屋の本棚にぶつけてしまった。

「いてっ！」

　本棚が揺れ、バタバタと数冊の本がカーペットの上に落ちる。

「ん……」

　物音のせいか、萌花さんが小さく声を上げた。

　……けれど、また寝息を立て始める。

　迫るワッフルに向かって、人差し指を立てた。

「しーっ。萌花さん、起きちゃうよ」

「わふぅ……」

　僕が悪いことしないとわかったのか、ワッフルは耳を垂れておとなしくなった。

　落ちた本を戻さなきゃ。一冊ずつ拾って、本棚に並べていく。

「……あれ？　なんだろ、これ」

　最後に拾おうとした本が、ちょっと変わっていた。

　表紙と裏表紙が黄色の色紙で作られ、中のページはコピー用紙を袋閉じにしたものだ。手作りの本らしい。

　表紙には……僕の通っていた中学校の名前と、文芸部文集という文字があった。

　もしかして萌花さん、僕と同じ中学の出身なんだろうか。僕は受験勉強のことばかり考えていてあまり多く友達を作らなかったし、他ほかのクラスの女子ともなると知らない子のほうが多かったくらいだから、ありえない話ではない。

　興味を引かれて、文集を開いた。薄い文集には、何編かの小説や詩が載せられている。

　中に、萌花さんの名前を見つけた。萌花さんが書いた小説らしい。

『みゅんみゅん星のみゅん星人』

　……どっかで聞いたことあるなぁと考え、思い出した。

　いつだったか僕に『萌え』の特訓をするんだって言って、萌花さんが『みゅん星語』で迫ったことがある。

　なんだかおかしくなって、短い小説を読み始めた。こんな内容だった。



　みゅんみゅん星から地球にやってきた、みゅん星人の女の子。地球の男の子と出会ったみゅん星人は、しかし地球の言葉を発音できず、しゃべろうとするとなんでも『みゅん』という言葉になってしまう。身振り手振り交えながら必死に男の子と意思疎通して、だんだん地球語を話せるようになっていく。だけど一つだけ、どうしてもしゃべれない言葉があった。やがてみゅん星人がみゅんみゅん星に帰る日になった。別れの直前、みゅん星人はたった一つ残った最後の言葉を言うことができる。その言葉は……

『好き』



　いかにも女の子が書いたような、かわいらしい小説だった。出来はよくない。文章といい構成といい、この僕から見ても、つたない小説。

　だけどその小説は――面白かった。

　恋するみゅん星人の気持ちに引きつけられた。

　萌もえ花かさんが書いたからという理由じゃない。確かに最後まで読ませる力があったんだ。

　どうしてだろう。どうして、この小説は面白いんだろう。

　もう一度頭から読み返し、僕は気がついた。

　小説に描かれているのは、みゅん星人の変化だったんだ。

　好きな男の子に言葉を伝えるため必死で地球語を練習し、言葉が豊かになっていくみゅん星人。彼女の変化していく様子が書かれているから、飽きずに読むことができるんだ。

「……そうか！」

　突然ひらめいて、僕は思わず叫んだ。

　僕の小説に足りないものが、そこにあった。

　思えば、本物の恋愛だって――僕は女の子とつき合ったことなんてないけど、たぶん、出会ってからだんだん仲良くなって、ときにはケンカして、最後には結婚したりするかもしれない。あるいは別れるのかもしれない。どっちにしろ二人の仲は、常に変化していくものじゃないか。

　変化を描くことが、僕の小説には欠けていたんだ！

「……ん？　孝こう一いち……くん……？」

　叫び声に気づいたのか、萌花さんが目を覚ました。



「シロウとミライちゃんの、二人の変化を描く。……それが改稿のポイントってこと？」

　ガウンを羽は織おった萌花さんは、僕の前に座りながらそう聞き返した。

「うん。思い返してみれば、僕の小説に書かれたエッチなシーンって、同じようなことの繰り返しだったんだ。確かに、一つ一つのシーンは面白いって思う。シーンのシチュエーションも変えている。だけど、シロウがミライちゃんに怒られながらも服を着せてあげるっていう基本的な関係は、最後までほとんど変化がない」

「言われてみれば……。でも大きな見せ場を、あまり変えるわけにもいかないわ」

「だけど編集長には単調に見えて、途中で飽きちゃったんじゃないかって思うんだ」

「一つ一つのシーンの描写を追求するあまり、全体の流れを見落としていたってことね。『木を見て森を見ず』になってしまっていたのかしら……。でも、二人の関係を変化させるって、具体的にどうするの？」

　僕は、さっきの萌もえ花かさんの言葉を思い返した。

『好きな人にだったら、裸だって見てもらいたい……』

　そういう気持ちが、もしミライちゃんに芽生えたとしたら。

「小説の中盤で、シロウは服を着せるためとはいえ、恋したミライちゃんの裸を見てしまうことを罪悪に感じるようになる。そんな彼にミライちゃんが言うんだ。『あなたにだったら、わたしの裸を見てほしい』って。そして、ミライちゃんが服を着せてと積極的に迫るようになるんだ。自宅や学校でもね。シロウは彼女に戸惑いつつも、だんだん、ミライちゃんの愛を堂々と受け入れられるようになるんだよ」

「二人の関係性が逆転するわけね！　なるほど、先への興味をかきたてられるわ。さらにエッチなエピソードも作れそうだし……」

「……どうかな。これで、面白くなりそうかな」

「うん！　もう、お父さんに『つまらない』なんて言わせないわよ！」

「よし、これでいこう！　――けど、あと三日しかないのか」

　今は木曜の深夜だ。萌花さんは、休み明けの月曜には組版に入りたいって言ってた。

　この改稿案を実行するには、作品全体を大幅に書き換えなければならない。

「でも、やるしかない。なんとかやりとおしてみせるよ！」

「改稿したページからどんどん渡して。すぐにチェックしていくわ」

　僕と萌花さんはうなずきあって――ついに、原稿の大改稿が開始されたんだ。



　　　　☆



　それからの三日間、僕は脇わき目めもふらず突っ走った。ラストが土日だったのが幸いだった。休日はわずかな時間しか眠らず、それ以外の時間をほぼ改稿に費やした。

　お風ふ呂ろすら入らず、食事は、萌花さんが買ってきてくれたサンドイッチをかじりながらキーボードを叩たたいた。目が充血し、座り続けたせいか体の節々が痛くなった。

　そうして六月半ばの日曜日の夜、僕はついに――

　改稿を完成させたんだ。

「ほんとに、おつかれさま。シロウとミライちゃんの恋、すごくよくなってる。正直、こんなに変わるなんて思わなかったわ」

　カンヅメ部屋で原稿を一通り読み終えた萌もえ花かさんは、穏やかな笑顔を浮かべた。

「そう言ってもらえると……うれしい」

「もう一度チェックして、明日の朝一でアトリエデップさんに送って組版ね。輪りん廻ね姫ひめさんも改稿箇所のイラスト、あさってまでには上がるって。校正の赤あか坂さかさんに見てもらって、次に著者校、最後に組版を修正して……来週明けには余裕を持って入稿できるわ」

　萌花さんは原稿の束を抱きしめた。

「もう、本を出せないんじゃないかって思った。実はね、今の三流木みつるぎ出版には、発売日を延ばして出版するような余裕すらないの。だから改稿が間に合わなかったら……この小説、お蔵入りになるところだった。だから、本当に間に合って……」

　言葉は最後まで続かず、萌花さんはちょっと涙ぐんだ。

「ありがとう……萌花さん。迷惑ばかりかけて……」

「孝こう一いちくん、疲れたでしょ？　あとはわたしに任せて休んで」

「うん。……昨日もおとといもあまり眠ってないから、一眠りしようかな」

　ちょっとふらつく足取りで、簡易ベッドに向かった。

「……ねぇ、もしよかったら、わたしのベッド使う？」

「えっ、ええっ!?」

「そのほうがよく眠れるわ。――こんな硬いベッドで眠らせて、悪いと思ってるの」

「で、でも……萌花さんも疲れてるだろうし、占領したら悪いよ」

「それならお構いなく。わたしも一緒に寝るから」

「え、ええええっ!?」

　すると萌花さんはいたずらっぽく、小さく舌を出した。

「……なーんてね。冗談に決まってるじゃない。じゃあ、おやすみ」

　そう言って萌花さんは、原稿を持って自室に戻っていった。

　パジャマに着替えながらホッと胸をなで下ろし……ちょっと残念な気持ちになった。

　ベッドに横になるとたちまち睡魔が押し寄せ、僕は眠りについた。



　ぐっすり朝まで眠れるかと思いきや、意外に早く目が覚めた。

　時計はまだ、十一時前だ。三時間くらいしか寝なかったらしい。短い睡眠のくせがついちゃったんだろうか。

　もう一度寝ようと目を閉じたものの、なかなか寝つけなかった。

　頭の中には、完成したばかりの原稿のことが思い浮かんで、消えてくれない。

　どうにも眠れなさそうなので、起きて部屋の明かりをつけた。

　といっても、やることもない。萌花さんは原稿の最終チェックをするって言ってたからじゃましちゃ悪いし……。

　ノートパソコンの電源を入れて書き終わったばかりの原稿を開き、最初から読み返した。

　シロウが巻きこまれる戦いのシーンは迫力があり、ミライちゃんは『萌え』で『エッチ』で、二人の『ラブコメ』は楽しい――。

　もう、僕にこれ以上の小説が書けるなんて、想像できないほどだ。

　作者の自分でも引きこまれながら、とうとうクライマックスのシーンまで読み進めた。

　最大の力をこめて書いた、熱く燃える最後の戦いのシーン。

　――その、三十分ほどあと。

　僕は椅い子すに座ったまま、愕がく然ぜんとした想おもいで脱力していた。

　ダメだ……。このままじゃ、ダメだ……。

　どうして今まで気づかなかったんだろう。

　さっき読み返したときは気分が高揚していて、問題なんか見えなかった。

　だけど一眠りして頭が冷静になった今なら、はっきりとわかる。

　――このままじゃ、この小説を本にしてもらうなんて、できない……。

　萌もえ花かさんに……このことを伝えなきゃ……。

　僕はふらりと立ち上がり、廊下に出て萌花さんの部屋に向かった。

　萌花さんは机の前に座って、赤ボールペンを持って原稿をチェックしていた。

「あら？　どうしたの、孝こう一いちくん。――もしかして、さびしくなった？　ふふっ、慰めてあげたいけど、もう少しでチェックが済むから……」

「萌花さん……これじゃあ、ダメだ……」

「……ダメって、何が？　別に、大きな問題は見つかってないけど……」

「ずっと、自分でも気づかなかったんだ。だけど今読み返して、わかったんだよ……」

　萌花さんは少し、不安そうな表情になった。

「な、何が……わかったの？」

「クライマックスのシーン、あるよね」

「え、えぇ。ミライちゃんが飛びながら宇宙帝王と戦って、撃破するところでしょ」

「あのシーン、そっくりなんだよ……」

「そっくりって、何に……？」

「スター・ウォーズのクライマックスと、そっくり同じなんだよ！」



　　　　☆



　映画『スター・ウォーズ』のクライマックスは、こんな展開だ。

　反乱軍と合流したルーク・スカイウォーカーは仲間とともに戦闘機で出撃し、帝国軍の巨大宇宙要よう塞さいデス・スターを破壊すべく決死の攻撃をしかける。帝国軍の砲撃やダース・ベイダーの操縦する敵戦闘機の猛攻を受けて友軍機が次々撃ち落とされていく中、仲間たちに助けられながらついに作戦を成功させ、帝国軍の脅威から星々を守る。

「うーん……そうねぇ……」

　萌もえ花かさんは僕の小説のクライマックスを読み返しながら、しばらく考えこんだ。

「未来警察の仲間に助けられながら、ミライちゃんが飛んで宇宙帝王の中心核に特攻するシーン。似てると言われればよく似た展開だけど……」

「子供のころの影響が強すぎて、無意識のうちにそっくりになっちゃってたんだ……」

「でも、シチュエーションは全然違うし、盗作と呼べるような性質のものではないし、別に問題にはならないわよ。そもそも、作家は誰だれでも既存の作品から影響を受けて書くものだし、それは悪いことじゃないばかりか、ときには必要なことでもあるのよ」

「違うんだ。そういうことじゃ、ないんだよ……」

　僕は萌花さんの前に、がっくりうなだれて座っていた。

「このシーンを読んで、ちっとも熱さが感じられないんだ。まるで抜け殻みたいで……。前に、萌花さん言ってたよね。三流木みつるぎ出版の本のこと『刺激的なタイトルばかり考えて、中身がない』って。僕の小説のラストも同じなんだ。形ばかりで、中身がないんだ」

「ウチの本のこととは全然違うわよ。だって孝こう一いちくん、あんなに一生懸命書いてたじゃない。――そりゃ、名作映画と比べたら見劣りするかもしれないけど、それは次の作品での課題と考えればいいじゃない」

「……じゃあ、萌花さん、このクライマックスシーン、面白いって思う？」

　萌花さんは黙り、再び原稿に目を落とした。

「うーん……そこまでのシーンが大幅な改稿でクオリティアップしたから、正直、相対的に尻しりすぼみな感じは否定できないけど……。主人公のシロウも、クライマックスじゃ応援してるだけで、ほとんど傍観者になっちゃってるし……」

「やっぱり……。萌花さんでさえそう感じるんだ。これじゃあ、三流木編集長だって納得してくれるわけがない……」

「で、でも、この小説の売りはあくまで『萌え』で『エッチ』な『ラブコメ』よ。ラストのバトルシーンが多少出来が悪くても、気にならないと思うわ」

「ダメだよ……それじゃ、ダメなんだよ！」

　思いがけず、僕は強い口く調ちようで叫んだ。

「そんなの……誰も納得できない。こんなクライマックスじゃストーリーが台無しだ……。シロウもミライちゃんも、せっかく生きているようなキャラクターになったのに……ぶち壊しだよ……」

　萌花さんは無言で僕を見つめ、スッと立ち上がった。

「――わかった。ここまで来たら、納得できるまで直しましょう。朝まで時間ある。クライマックスの改稿だけなら、なんとか間に合うはずよ。わたしも起きて待ってるから」

　そうだ。納得いかないのなら、直すしかない。

　僕はうなずいて立ち上がり、カンヅメ部屋に戻ってノートパソコンに向かう。

　とはいえ、クライマックスをどう改稿すればいいのかメドが立たなかった。

　どうすればもっと生き生きとした、胸に迫るシーンになるんだろう。

　どうすれば、子供のころ僕がスター・ウォーズに感じた、熱く燃え上がる気持ちを表現できるんだろう。

　ワープロ画面に表示された原稿を見つめながら、頭を抱え続けた。

　シロウは、わずかな間、時間を止める能力を持っている。今の僕には、何よりもほしい力。でも現実世界の僕には、一秒たりとも時間を停止させることなんてできない。

　壁にかけられた時計の針は、無慈悲に時を刻み続けていた。

　一睡もせず、しかし改稿も一行も進まないまま、とうとう朝を迎えた。窓もない部屋で、外の明るさはわからない。壁の時計は午前五時を回っていた。

　部屋の戸を開け、萌もえ花かさんが入ってくる。

「――改稿、どうかしら？」

　僕は何も言えず、ただ首を横に振った。



　その日、学校でずっとクライマックスシーンの改稿について考え続けたけど、よさそうなアイディアはまったく思いつかなかった。

　カンヅメ部屋に入ろうとすると、萌花さんが少しせっぱ詰まった表情で引き止めた。

「忘れないで。印刷所に入稿する前にＤＴＰの組版と校正もあるから、もう改稿にかけられる時間はほとんどないのよ。入稿後のスケジュールは、わたしではどうにもならない。だから週明けの入稿は、絶対に遅らせられないの」

「そうだね……。なんとか、今夜中には……」

　改稿はクライマックスだけなんだ。できないことはないはずだ。

　そのとき、足がふらついて倒れそうになった。

　慌あわてて萌花さんが肩を支えてくれる。

「ダメよ、孝こう一いちくん。寝てないんでしょう？　少し、横になったほうがいいわ」

「で、でも、書かないと間に合わない……」

「今の頭じゃ、何も考えられない。ここは素直に一眠りしなさい。担当命令よ！」

　僕の腕を取って、引っ張るように萌花さんの部屋へ連れていく。

　そして制服姿のまま、ふらついて力の出ない僕をベッドの上に引き倒した。

「も、萌花……さん……？」

　ふわふわする萌もえ花かさんのベッド。横たわりながら、横に立つ萌花さんを見上げた。

「ほら、おやすみ！」

　萌花さんが薄桃色の毛布を頭までかぶせる。視界が暗くら闇やみに覆われた。

　そこはまるで、萌花さんのぬくもりに包まれているようで、柔らかくて……たちまち僕は、改稿への焦りも忘れて眠りに落ちた。

　夢も見ないほど深くぐっすり眠り、ハッと目が覚める。

　少し、寝汗をかいていた。毛布の中が暑い。

　上半身を起こすと、もう夜なのか部屋は暗かった。

　窓から射さしこむ月明かりの中、萌花さんが壁際に座って、毛布にくるまって眠っていた。すぐ隣では、ワッフルが萌花さんを守るように寝そべっている。

　萌花さん、僕にベッドを明け渡したからあんな格好で寝てるんだ。萌花さんだって、あまり眠ってないはずなのに……。

　なんだか申し訳ない気持ちで立ち上がる。

　ふと、体が妙に軽い気がして見ると、いつの間にかパジャマに着替えていた。

　も、萌花さんが……着替えさせてくれたんだ……。

　ってことは、萌花さんが僕の制服を脱がせて……。

　想像すると急に恥ずかしくなって、顔が熱くなった。

　僕はもう起きたから、萌花さんをベッドに寝かせてあげたい。でもせっかくぐっすり寝てるのに、起こしちゃうのもかわいそうだ。

「わふ？」

　気配に気づいたのか、ワッフルが目を開ける。

「しっ。静かにね」

「わふぅ」

　意思が通じたのか、ワッフルは立ち上がってトコトコ歩き、僕の横に来た。

　そして僕は思いきって……両腕で萌花さんの体を抱え上げた。

　右手で肩を、左手で両足を抱え持つ。

　女の子とはいえ、こうして抱え上げるとなると、なかなか力がいる。

　だけど萌花さんの体は……少し力を加えれば、折れてしまいそうに細い。

「……ん……」

　息を漏らしてわずかに呼吸を乱し、萌花さんは頭を傾けて僕の胸に寄りかかった。

　眠っている萌花さんを抱えたままベッドの脇わきまで歩き、横たわらせる。毛布をかけてあげると、また穏やかな寝息を立て始めた。

　僕は一人カンヅメ部屋に入り、ノートパソコンに向かう。

　萌花さんの期待に、なんとしても応こたえたい。

　けど、そんな想おもいもアイディアにはならない。改稿の道筋は、一向に見えないままだ。

　その晩も、一行も改稿を進めることはできなかった。



　翌日の火曜日。学校から戻った僕は、やはりカンヅメ部屋の机の前に座っていた。

　夕方ごろ、扉の外から断続的に萌もえ花かさんの声が聞こえた。

「はい……原稿が上がり次第、早急にお送りします……は、はい……すみません、無理ばかり言って……ありがとうございます……」

　どこかに電話をしているんだ。電話の先はＤＴＰ会社のアトリエデップさんらしい。

　僕の原稿が上がらないばかりに、他ほかの人に迷惑をかけてるんだ……。

　話し声が消え、扉を開けて萌花さんが入ってきた。

「……どうかしら？」

　いつものように、改稿の進み具合を聞く。

　その声が、だいぶ疲れているようだった。声だけじゃない。萌花さんの目から、生気が薄れているようだった。まるで消えかけているロウソクの火のように。

　僕はただ、無言で首を横に振るしかできない。

　萌花さんが部屋を出て一人になると、急に孤独感が増した。

　ずっと、ずっと書きたいって思ってた、熱く燃える魂っていったいなんなんだ。

　結局、ただの借り物でしかなかったんじゃないか。

　僕は小説を書いて、何を表現したかったんだろう。

　第一作目の小説のクライマックスを思い出す。涙となって溶けてしまう女の子と、涙の池に溺おぼれて死んでしまう少年。

　自分の中が、からっぽになってしまったような気がしてならなかった。

　今の僕は、涙どころか、暗くら闇やみの中に消えつつあるような気さえしていた。

　――でも、今書いている小説で、そんなラストは許されない。

　敵に、打ち勝たなければならないはずなんだ。



　水曜日も何も進まずに過ぎ、木曜日。

　僕は何も考えられないまま、カンヅメ部屋で机の前に座り続けていた。

「どんなに急いでもらっても、組版に丸一日、校正には丸二日かかるの。だから明日――金曜日の朝に原稿が完成してなければ……もう、本は出せない……」

　僕の横に立ち、そう説明する萌花さんの顔からは、表情が失われていた。

　うつむきかげんで、感情をなくしたように淡々と説明する。

「じゃあ……待ってるから……」

　萌花さんは重い足取りで部屋を出ていった。

　まるで、二度と会えない恋人を待ち続け、疲れ切った少女のようだ。

　夜八時ごろ、萌もえ花かさんがサンドイッチを持ってきてくれた。

　僕はキーボードに手も乗せないで座っていた。

　無言のまま、萌花さんは机にサンドイッチのお皿を載せて部屋を出る。

　僕は、おなかが空すいているのに食べることもできなかった。サンドイッチに目を向けるたび、罪悪感ばかりがつのってしまう。

　そして夜中の十二時前、日付が変わる直前。

　萌花さんが部屋に入ってきた。もう僕の横まで歩くこともなく、扉の前に立ち止まる。

　萌花さんは、何も聞かなかった。

　パソコンの画面で、文字カーソルは何回同じ位置で点滅を繰り返しただろう。

　もう書き始めていなければ、朝までに改稿を終えることなんて不可能だ。

　だけど、僕の頭は……空白のままだった。

「……書けない」

　僕はうつむいて、一言、そう言った。

「じゃあ……今の原稿で、本にしよう？」

　萌花さんが歩いてきて、原稿のデータが保存してある、パソコンに刺さったＵＳＢメモリを抜き取ろうとした。

　しかし僕は、素早くメモリを手で覆って、萌花さんの手をさえぎる。

「……どうして？　だって、もう改稿はできないじゃない。もう待てる時間はないのよ。今の原稿で完成にする以外、どんな方法があるっていうのよ」

　無言のまま、ただ小さく首を横に振った。

「まさか……このまま、本にしないなんて言うんじゃないでしょうね？」

　僕は答えなかった。ただ、原稿を渡そうとしない態度が代弁していた。

「ねぇ、本気なの!?　自分の一存だけで出版を中止にできるなんて思ってんの!?　あなた一人の原稿じゃないのよ！　自分が納得しないなんて、言い訳にもならない!!」

「……怖いんだ」

「怖い？」

「最初は、書けるって思ったんだ。熱く燃え上がるような魂を。だけど書けなかった。書けないまま本が出て、そしてまた売れなくて……誰だれにも面白いって言ってもらえなかったら、僕はもう、二度と小説が書けない。前に書いた小説すら、信じられなくなってしまう。――結局、僕の中には何もなかったんだって、認めてしまうみたいで……」

　何日も悩んだあげく出した、僕の答えだった。

　萌花さんはじっと僕を睨にらみつけた。

　そのまま二人とも無言の時間が、何時間にも感じられるほど続いた。

　やがて萌もえ花かさんは僕から視線を外し、力なくうつむいた。

「そう……。わかった。わたしには、孝こう一いちくんの作家生命を閉ざす権利はないもの」

　がっくりと肩を落とし、あきらめたのか呆あきれたのか、淡々とした足取りで扉へ歩く。

「出版の中止、メールしておくわね。孝一くんは、ゆっくり休んで……」

　背を向けたまま言い、パタンと静かな音を立てて扉が閉められた。

　もう、好きなだけ眠っていいんだ。一晩中、頭を悩ませることもないんだ。

　そう考えると楽になった気がした。

　でも……部屋を出るときに見せた萌花さんの姿が、脳裏に浮かんで消えない。

　萌花さんは、ひどくさびしそうだった。

　そうだ。萌花さんに一言、謝らなくちゃ。今度こそ、ちゃんと謝らなくちゃ。

　僕はのっそりと立ち上がり、萌花さんの部屋に向かう。

　部屋に入ると、萌花さんはパソコンの前に座って入り口に背を向けていた。出版中止のメールを出すって言ってたっけ。

「あの……萌花さん、ゴメ……」

　言いかけた僕の声は、すすり泣く声にかき消された。

　ハッとしてよく見ると、萌花さんは両手で顔を覆って、小刻みに肩を震わせている。

「うっ……うぅ……」

　しゃくり上げるような嗚お咽えつの声が漏れ出る。

　萌花さん……出版中止が、ここまで悲しかったんだ……。

　僕は罪悪感と無力感に包まれながら、泣いている萌花さんの背中を見つめ続けた。

　見つめているうち――僕の中で忘れかけていた記憶が、鮮明に蘇よみがえった。

　もう半年以上前、中学校の教室で見かけた、泣いている女の子の後ろ姿。

　僕が最初の小説『涙の池』を書くきっかけになった出来事。

　記憶の女の子の姿が目の前の萌花さんにオーバーラップし、ピッタリと重なりあった。

「まさか……あのときの女の子って……」

　本棚にあった文集は、萌花さんが僕と同じ中学に通っていたことを示していた。

「萌花さん……だったんだ……？」

　僕のつぶやきに気づいて、萌花さんが振り返った。

　泣なき腫はらした目は充血し、ほおを涙の筋が伝い、鼻の頭までが赤く染まっている。

「どうしたの……？」

　きょとんとする萌花さんに、僕はあの日、中学校の校舎で見た出来事を話した。

「それ、たぶんわたしのこと。部室で泣いたことがあったの、よく覚えてるから……」

　うつむきながら萌花さんは答えた。

「部室？　萌花さんはどうしてあそこで、一人で泣いてたの？」

　あの日、自信を失って女の子を慰める言葉もかけられず、見つめるだけだった僕。

　萌もえ花かさんは、ぽつぽつと話し始めた。

「わたしね、中学校で文芸部に入ってたの。みんなで本を読んだり、短い小説や詩を書いて見せあったり。ある日、市内の中学校の共催で、それぞれの学校の文集を作って発表する行事が開催されることになったの。わたしが文集をまとめる責任者になった。最初は部のみんなで仲良くやってたわ。わたしは、オリジナルの恋愛小説を書いてね。だけどそのうち、みんな好き勝手なこと言い始めた。マンガの同人誌みたいなのを書きたいとか、自分で考えたゲームの設定を書きたいとか。

　今から思えば、自由に楽しくやらせてあげればよかった。でもあのときのわたしは、みんなに『もっとマジメに考えなさい』って怒っちゃったの。オリジナルの小説や詩を書いたほうが、発表会でも褒められるって思ったから。

　だんだん関係がギスギスして、文集作りに協力してくれない子が出てきて、なおさら部の雰囲気が悪くなって……あるとき頭に血が上って、怒ど鳴なっちゃったの。『わたし一人で作るからいいわよ！』って。それで決定的になって……もう誰だれもわたしに協力してくれなくなった。わたしは一人で、集まった原稿をまとめて文集を作り続けたわ。

　でも文集作りはどんどん遅れて、いよいよ発表会の前日になってしまった。コピーした紙を部室に並べて、部のみんなに、せめて製本だけでも手伝ってって頼んだ。誰も手伝ってくれなかったわ。わたしはみんなを追い出して、一人で文集を完成させようとした。徹夜してでも。だけど……発表会で配る部数を製本するには、わたし一人じゃどうしても間に合わないってわかって……そのとたん、急に涙が出てきて、止まらなくなった。

　結局、文集は完成しなかった。ううん、正確には一冊、自分の分だけ作ってあきらめた。発表会も参加せず、わたしは部に顔を出すこともなかったわ」

　萌花さんは力なく肩を落とした。

「本当はね、簡単なことだったの。どこかで一言、謝ればよかった。そうしたらみんな、戻ってきてくれたって思う。だけど毎日イライラして、ひたすら意地ばかり張って……」

　そう言って、また萌花さんの目から大粒の涙がこぼれ落ちた。

「わたし……わたし……何も変わってないよね……。自分の意見ばかり押しつけて……今だって……孝こう一いちくんの書きたいもの、書かせてあげようってしないで……だから……こんなふうに、本も完成できなくて……。ごめんね……ごめんね……。わたしなんかがいるから……こんなことになって…………」

　萌花さんは両手を濡ぬらして何度も涙をぬぐい続けた。涙は止まらず、次から次へとあふれ出てくる。

　泣きじゃくる萌花さんを見て、僕は……

　何をやってたんだろうって、思った。

　何をやってるんだろうって、思った。

　あの日の教室で、どうして泣いている萌もえ花かさんに声をかけてあげなかったんだろう。

　無力な僕には、彼女の気持ちなんかわかってあげられない。悲しみを癒いやしてあげられない。――そうやって考えてばかりで、勝手に自信を失って……。

　本当は、簡単なことだったんだ。

　何も、難しいことなんかなかったんだ。

　僕はただ一言、どうしたの？って声をかけて、事情を聞いて、そして製本を手伝ってあげればよかったんだ。

　そうすれば文集は完成して、萌花さんもイライラする気持ちが治まって、素直に部のみんなに謝ることができたかもしれない。

　なのに僕は手伝ってあげるどころか、一人で小説を書いただけじゃないか。

　そのうえ、小説が受賞して本になるって決まって、いい気分に浸って……。

　変わってないのは、僕のほうじゃないか。

　今もあのときと同じで、考えてばかりで自信をなくし、一歩を踏み出せなくて……。

「ヘンな話して……ごめんね」

　萌花さんは鼻をぐずらせながら、パソコンのマウスに手を伸ばした。

「今、メールを送るから……。孝こう一いちくんも、もう、苦しまなくていいからね……」



    

  
    
      



    

  
    
      　マウスをクリックする寸前、僕は、萌もえ花かさんの手を握にぎって止めた。

「…………孝こう一いちくん？」

　返事の代わりに握った手を思いきり引いて、椅い子すから立ち上がった萌花さんを……

　真正面から、力いっぱい抱きしめた。

「え……？　……あ……」

　耳元で言葉にならないつぶやきが聞こえる。

　それでも、腕にこめた力を緩めない。

　しっかりと力いっぱい、萌花さんの体を抱き止めた。

　萌花さんが、涙の池に沈んでしまわないように。

「約束する。朝までに、必ず、納得のいく改稿をして原稿を終わらせる。――もし約束を守れなかったら……僕のことは忘れてほしい。僕は二度と、萌花さんの前に現れない」

　ハッと息の止まるような音が聞こえた。

「二度と現れないって……何バカなこと言ってんのよ！　そんなこと言って逃げるつもりなの!?　同じクラスなのに、会わないわけないじゃない……」

　言葉の最後はすり切れ、萌花さんは涙の溜たまった目を僕の肩に押しつけた。

「ごめん……」

　そう言うのが精一杯だった。

　父さんから聞かされた、僕のイギリス行きの話。

　迷っていた僕は、今、心を決めたんだ。

　腕を離すと、萌花さんは力が抜けたように椅子に座る。放心したような目で僕を見た。

「改稿に取りかかるよ。待ってて」

　カンヅメ部屋のノートパソコンからＵＳＢメモリを抜き、ポケットに入れて部屋を出た。

「どこに行くの……？」

　廊下を玄関に向かって歩く僕の背中に、萌花さんが不安そうな声をかけた。

「家に帰って書くことにする。そうしたほうが、はかどりそうな気がするから。――大丈夫。朝には、必ず終わってるから」

　萌花さんの家を出てマンションの廊下を歩き、エレベーターに向かう。エレベーターが来るまでの間に、携帯電話を取り出した。

　自分の家で書くというのは、萌花さんの家を出るための言い訳だった。本当は、今から電話する内容を萌花さんに聞かれたくなかったんだ。

　受話器の向こうで着信音が鳴る。エレベーターが着くと同時に相手が出た。

　相手は父さんだ。

『孝一か。どうしたんだ？』

「うん。こないだ言ってたイギリス行きのことだけどさ……」

　エレベーターに乗りながら話をする。

『おぅ、都合のいい日、決まったか？　こっちはいつでも予定を合わせるから……』

「いや、それなんだけど」

　父さんの言葉をさえぎる。

「僕、やっぱりこっちで暮らしたいんだ」

『けどずっと一人だぞ？　受験も終わったんだし、海外で生活するのもいい経験になると思うんだけどな。母さんも家族そろって暮らしたいと言ってるし。どうだ？』

「そうだね。――けど、僕にはここでしかできないことがあるんだよ」

『……何か、やりたいことでも見つけたのか？』

「うん」

『前に、本を出したとか言ってたな』

「新しい本を書くんだ」

　父さんはしばらく黙りこんだ。英文学の研究者である父さんからすれば、僕の小説なんて、きっと取るに足らないものだろう。

　もちろん、ムチャな頼みだってことはわかっていた。僕一人のために、今の家の家賃を払ってもらうことになるんだから。

　エレベーターが一階に着き、玄関ホールに出る。

　ガラス扉の向こうは夜で、ホールは黄色いランプの明かりに照らされている。

「――本の印税は全部渡すから、家賃にしてほしいんだ。全然売れてないから、足りないと思うけど……」

『お前がやりたいことというのは、今しかできないのか？』

「今しかできない。……というか、今やらなきゃダメなんだ」

『――そうか。ならば、今しかできないことをしたほうがいい。過ぎた時間は、戻らないんだからな。何、お金のことは心配するな』

　それから二言三言話して電話を切った。最後に父さんは『がんばれよ』と言ってくれた。

　これで、逃げ道はなくなった。

　携帯電話をしまい、玄関ホールの外に向かって歩き出す。

　そのときには、改稿の方針は決まっていた。

　――クライマックスシーンを、すべて書き換える。

　ミライちゃんが先頭に立って戦う展開をやめる。クライマックスの直前、ミライちゃんは宇宙帝王にさらわれ、シロウの前から姿を消してしまうんだ。

　残されたシロウはたった一人、武器も持たず強大な敵に立ち向かう。

　彼がどうやって危機をくぐり抜けるのか、どうやって敵を打ち負かすのか、アイディアは何もなかった。

　もしかしたら、改稿は失敗に終わるかもしれない。

　作品の結末を迎えることが、できないかもしれない。

　それでも僕には、書くしか残された道はないんだ。

　書き直すのは、ラスト約三十ページ。

　玄関ホールを出ると、背後で自動ドアのガラス扉が閉まる。まるで退路を断つように。

　外に出て見上げると、梅雨の合間の夜空に満天の星空が広がっていた。

　空に輝く無数の星。今まさに、銀河の星々を悪の宇宙帝王が支配しようとしている。星の光が、闇やみにかき消されようとしている。萌もえ花かさんの思い出とともに。

　だけど、もう好き勝手はさせない。

　僕はまっすぐ夜空を指さし、叫んだ。



　――待っていろ、宇宙帝王ラスト・カイザー！

　　　僕は必ず――お前を、倒す!!



　　　　☆



　絶望的な戦いだった。単身敵の要よう塞さいに乗り込んだシロウは、わずかな間、時間を停止できる能力を駆使して敵兵の間をくぐり抜けた。しかし能力を連続して使うたびに、彼の肉体は酷使され傷ついていく。少しも華麗でない、ちっともカッコよくない、ただ傷つきながら走るだけの戦い。腕を焼かれ、足をくじきながら、彼は前へ前へと進んだ。

　そうしてたどり着いた帝王の間。捕らわれたミライちゃんの前に立ちはだかる宇宙帝王ラスト・カイザーは、途方もなく強かった。奴やつは時間停止を無効化する力すら持っていた。唯一の能力を奪われたシロウはなすすべもなく、蹂じゆう躙りんされ、全身を打ち砕かれた。そしてついに、宇宙帝王の持つ銀の槍やりがシロウの心臓を目がけて放たれた。

　シロウが最後の力を振り絞って立ち上がったとき、彼の中に封印されていた禁きん忌きの能力が発動される。宇宙の法則にすら逆らう力は、彼の体を崩壊させるだろう。その恐るべき能力とは――時間逆流！　発動の瞬間、時が逆に流れ、槍はまっすぐ宇宙帝王に向かって突き進んだ。ふいをつかれた宇宙帝王は、慌あわてて時間操作を無効化させた。だがそれが仇あだになった。逆流して飛ぶ槍の勢いは止まらず、一気に宇宙帝王の中心核を貫いたのだ。

　銀河を恐怖に陥れた宇宙帝王ラスト・カイザーは、自らの武器によって討ち滅ぼされた。力尽きたシロウの体は、崩れる要塞の中を落下していく。そんな彼を、脱出したミライちゃんが抱き止めて優しく包みこみ、傷を癒いやしていった――。



　最後の行を書き終えたとき、窓の外は青い朝の光に包まれていた。

　疲れていた。だけど、心地よかった。戦い終わった充実感が、全身を包んでいた。

　ピンポーンと家のチャイムが鳴らされる。しかし、立って出る気力もない。

　カチャリと扉が開いた。鍵かぎをかけ忘れていたらしい。

「おじゃましまーす……」

　遠慮がちな萌もえ花かさんの声がした。

　萌花さんは僕の部屋まで入ってくると、ぐったりと座りこんでいる僕を見て目を見開いた。おそるおそるパソコンの画面を覗のぞきこみ……

「――終わって……る……。ほんとに……ほんとに、書き終わってるっ！」

　満面の笑みが浮かび、座っている僕に飛びかかる勢いで抱きついた。戦い疲れた僕を抱き止め、優しく包みこんでくれるように。

　だけど僕は、すっかり腑ふ抜ぬけて頭がボーッとしていた。

　原稿を萌花さんに預けると、一気に睡魔が押し寄せてきて、自分のベッドに倒れて眠りこんでしまったんだ。



　鳴り響く携帯の着信音で目が覚めた。

　窓の外はもう真っ暗だ。部屋の明かりをつけて時計を見ると、十一時半だった。

　いけない。まだ金曜なのに、学校を休んじゃった。ずっと前、小説が受賞したって知らせたときに父さんとした約束は『学校の勉強はきちんとする』だったのに……。

『おはよ、孝こう一いちくん』

　電話の相手は萌花さんだった。

「お、おはよう……って、もう夜中だよね」

『よく眠れた？　登校前に起こそうと思ったんだけど、あんまり気持ちよさそうに寝てたから……。授業のノートは取ったから、明日持ってくわ。――それでね、グッドニュースよ。出たの、編集長のＯＫが！　お父さんに読んでもらって、出版許可が出たの！』

　ぼんやりしていた頭が一気に覚めた。

「ほんとに!?」

『えぇ。輪りん廻ね姫ひめさんのイラストもそろったし、朝から組版してもらって、これから赤あか坂さかさんの仕事場に送って校正してもらうところよ。日曜の深夜には終わるって』

　小説が書き上がっても、萌花さんを始めたくさんの人が、こんなにも働いてくれているんだ。感謝しながら、電話を切る。

　翌日の朝、萌花さんは学校のノートと、輪廻姫さんが描いてくれた挿絵のコピーを家まで届けてくれた。

　十枚のモノクロのイラスト。ミライちゃんが顔を赤らめて恥ずかしがっていたり、服が脱げかかっていたり、パンツが見えていたり……今までだったら、見た瞬間に恥ずかしくて目を背けたくなったのに、不思議と、いつまでも見入ってしまった。

　――苦労して書いた場面が、現実として目の前に現れたような気がしたんだ。

　十枚目のイラストは、少し雰囲気が違っていた。傷ついたシロウを受け止めるミライちゃんの、優しそうな表情。まるで、最後まで見守ってくれていた萌もえ花かさんのように。



　そして日曜日の夜。仮眠から目覚めると、言われたとおり紙袋に制服を入れ、学校の準備をして家を出た。

　これから僕にとって最後の仕事をしに行くんだ。

　夜中の街を駅まで走り、終電の西武線に乗って三流木みつるぎ出版へ向かった。

　オフィスに着くと、天井の蛍光灯は半分だけがついていた。静かな中に、薄手の桜色のシャツとジーンズを着た萌花さんがいる。

「もうちょっと待ってて。赤あか坂さかさんからゲラが届き次第、著者校に入ってもらうから」

　著者校とは、組版後に試し刷りされたゲラを、著者自ら校正することだ。専門の校正さんから指摘された誤りなどの修正もする。言わば、最終チェックの工程だ。

「赤ボールペン、渡しておくわね。それと、慣れてないでしょうから校正記号の表も」

　萌花さんが赤のボールペンと一枚の紙を手渡してくれた。

　校正はゲラに直接、赤ペンで校正用の書式にしたがって書き入れるんだ。

「でも……著者校したゲラを見て組版を修正してもらわなきゃいけないんだよね」

「もちろんよ。組版のデータを元に印刷するんだもの」

「けど朝には印刷所に入稿しないといけないって……。こんな時間にお願いできるの？」

「今から著者校してアトリエデップさんに届けても、間に合わないわ。それでなくてもさんざん無理をお願いしてるから、これ以上ムチャは言えないし」

「じゃあ、どうやって……」

「わたしが、修正する」

　萌花さんはデスクのパソコンを指さした。そこには以前見た、ＤＴＰソフトの画面が映し出されている。

「だけど萌花さん、ＤＴＰのオペレートはできないって言ってなかったっけ？」

「そう。だからソフトの使い方を勉強したのよ。文章の修正だけなら、なんとかできるはず。――ウチで使ってるのは十年以上も前に買ったソフトだから、マニュアルもどっか行っちゃってた。しかも専門的なソフトだからネットにもなかなか情報がない。市販の解説本ももう売ってなくて、古本やネットショップでもすぐには手に入らなくて、最初は途方にくれたけど……」

　萌花さんは、デスクの上にドンと一冊の本を出した。

　白い表紙の、ソフトカバーの本。パソコンソフトの解説書らしい。背表紙が陽ひに焼け、茶色がかっていた。

『完かん璧ぺきマスターシリーズ　QuarkXPressクオーク・エクスプレス3.3J』とタイトルが書かれている。下のほうを見ると、出版社の名前は……三流木みつるぎ出版。

「昔は、ウチもパソコンの本も出してたの。もしやと思って倉庫を探して……ようやく見つけたわ。昔売れ残ったまま、ずっと倉庫の奥に置かれていたこの本を」

　オフィスの扉をノックする音が響いた。

「まいどーっ！　バイク便でーす」

「ゲラが届いたみたいね」

　ゲラを受け取って戻ると、萌もえ花かさんはパソコンの前に座って画面と向きあった。

　僕は向かいの席でデスクにゲラを載せ、赤ボールペンを握にぎりしめる。

　時間は午前一時を過ぎたところだ。入稿のため、朝七時半にはオフィスを出たいと萌花さんが言っていたから、著者校にかけられる時間は約六時間。

「じゃあ孝こう一いちくん。始めるわよ」

「よし、なるべく急いでやるから」

「ううん、ここでミスしたら台無し。慌あわてることないわ。じっくり見て、慎重にね」

　そうして僕は、ゲラの一ページ目から著者校を開始した。

　一行ずつ文章を見直し、校正してくれた赤あか坂さかさんの指摘を確認する。誤字脱字に、意味の通らない文。何度も読み返したのに、気づかなかった間違いがこんなにあるなんて。

　修正したい文字を指定して赤字で書きこむ。多すぎた文字を削りたいときは『トル』、空白を挿入したいときは『□』の記号で指定する。そのほか様々な校正記号を使いながら、ゲラに書きこんでいく。

　一枚目のゲラが終わると、萌花さんに手渡した。

　萌花さんは受け取って、校正にしたがって組版のデータを修正する。

　二人とも無言のまま、ゲラをめくる音とキーボードを叩たたく音だけが響いた。

「ねぇ、覚えてる？　孝一くんが今座ってる席って、紺こん野のさんの席だったのよ」

　ふいに、萌花さんが手を止めて言った。

「そういえば……そうだったね。最初に来たとき、紺野さん、ここに座ってた」

　思わず座っている椅い子すを見つめた。僕の原稿を、最初に認めてくれた人だ。

「そのデスクで孝一くんが応募した原稿を読んだのよ」

　僕の初めての原稿が最初に読まれた場所。

　そこで今、僕は新しい原稿を本にしようとしている。

　なんだか、不思議な気分だ。

　それからまた、二人とも無言のまま著者校は進められ、終わったのは朝七時前だった。



「……ＯＫ！　これで問題ないわ！」

　ＣＤ－｜Ｒに焼いた入稿用のデータを確認し、萌もえ花かさんはＣＤを取り出した。

　これを土ど鍋なべ印刷さんに届ければ、入稿は完了だ。

「あとはわたしが、責任持って届けるから」

　萌花さんはバッグにＣＤの入ったケースをしまう。

「印刷所には電車で行くの？」

「さっきタクシーを呼んだわ。ここから車で十五分くらいね」

「だったら……僕も、一緒に行っていいかな」

「かまわないけど……何もすることないわよ。学校だって遅刻しちゃうし」

「せっかくここまで来たんだ。見届けたいんだよ」

　すると萌花さんは笑顔になってうなずいた。

「そうね。いいわ、じゃあ、一緒に行きましょう」

　データを入稿したら、そのまま学校へ向かう予定だ。出発の時刻が近づき、僕たちは学校の制服に着替えることにした。

　紙袋から制服を取り出し、ハッと気がついた。

「あ、僕は萌花さんが着替えるまで外に出てるよ」

「そんなことしてたら、遅くなっちゃうわ」

　萌花さんは言って、くるりと背中を向けた。

「ほら、こうして後ろ向きなら見えないから、平気でしょ」

「え……平気って……」

「早く着替えないと、タクシー来ちゃう」

「わ、わかったよ……」

　言いくるめられるように後ろを向き、二人で背中合わせになる。

　やがて背後から、萌花さんが着替える、布の擦すれ合う音が聞こえてきた。

　なんか心臓がドキドキして、ごまかすように手早く着替えた。

　すぐ後ろに萌花さんがいるのに服を脱ぐなんて恥ずかしい……。

　でもきっと、萌花さんも同じ気持ちなんだ。

　オフィスの窓から射さしこむ、朝の陽ひ射ざしの中で、二人で黙々と着替え続ける。

「ねぇ、孝こう一いちくん……」

　僕が制服のシャツのボタンを留め、着替え終わったとき。

　後ろ向きのまま、ふいに萌花さんの声がした。

「わたし今ね……服、全部脱いじゃった」

「えっ……？　な……」

　僕は全身を硬直させ、言葉を出せなかった。

「…………振り返ってみる？」

「ふ、振り返ってって、だって、萌もえ花かさん……」

「……だから、見ても……いいの」

　今、ここで振り返れば、そこには裸の萌花さんが……。

　ゴクリとつばきを飲みこんだ。

　だ、ダメだ。見ちゃったら、萌花さん、恥ずかしい思いをしちゃうじゃないか！

　……でも、見たい……。後ろを、振り返りたい……。

　きれいな萌花さんの体を、見たくてたまらない……。

「どうしたの……？　早くしてくれないと……寒いじゃない……」

　ねだるような萌花さんの声。

　僕の頭の中身が一気に吹き飛んだ。

　もう何も考えられず、ただ本能のおもむくまま、僕は後ろを振り返り……

「ざ～んね～んで～したっ」

　しっかり制服を着て、いたずらっぽく舌を出した萌花さんの姿があった。

「えっ、な、どういうこと……？」

「ほ～んとイヤラシイんだから。なーに鼻の下伸ばして振り向いてんのよ」

　ぷりぷり怒った口く調ちようで言う萌花さんに、僕は何も言い返せない。

「でもま、それでこそ将来有望な『萌え』作家ってとこかしら。さすがはわたしが見こんだだけのことはあるわ。これからも、じ～っくり手塩にかけて育ててあげますからね」

　……いったいどんなふうに育てられるのか、不安で不安でしょうがなかった。



　やってきたタクシーに乗り、僕と萌花さんは印刷所に向かった。

　タクシーは朝の街を順調に走っていく。

　ところが車に乗って十分ほどしたとき、急にスピードが落ちノロノロと運転し始めた。

「どうしたんですか!?」

　萌花さんが身を乗り出し、腕時計を見ながら運転手さんに聞いた。

「あー、こりゃ道路工事ですねぇ。通勤ラッシュで渋滞ですわ」

　運転手さんが頭をかきながら言う。

　見ると、道路の前方に工事のクレーンが見え、脇わきを通る車の列が並んでいる。車はどれもちょっとずつしか動かず、あちこちでクラクションが鳴らされていた。

「萌花さん、これじゃあ、間に合わないよ……」

　意を決した顔で、萌花さんはサイフから千円札を取り出した。

「すみません、ここで降ります！　――孝こう一いちくん、あとは走って行こ！　ここからなら、思いきり走ればなんとか！」

　僕と萌もえ花かさんはタクシーを降りて、脇わきの歩道を駆け出した。

　並木道を全速力で走り抜ける。犬を散歩させているおじいさんが何事かと振り返った。

　徹夜明けで頭は疲れていたけれど、体中が少しだるかったけれど、それでも、ゴールを目前にして、僕と萌花さんの足はとどまることを知らない。

「っ!!」

　――と、急いだせいか僕の足がけつまずいて、大きく転んでしまった。

「孝こう一いちくん！　大丈夫!?」

　多少膝ひざを擦すりむいたものの、大したケガはしていない。でも……

「僕のことはいいから、萌花さん、先に行って！」

　これ以上迷惑はかけられない。あとは、萌花さんに任せよう――。

　しかし萌花さんは立ち止まり、僕の前に駆け寄った。

「――あのね、わたし、さっきから胸がドキドキしてしかたない。ううん、走ったからじゃないわ。きっと、初めての入稿で、初めての達成で、もう、この身が止まらないの」

　転んだ僕に向かって、萌花さんは右手を差し出したんだ。

　そっと、僕は萌花さんの手を握にぎり返す。

「だから二人で、最後まで！」



    

  
    
      



    

  
    
      


　七月半ば過ぎのある日。映画館から出て、萌もえ花かさんは満足そうな笑顔を浮かべた。

「う～ん、なかなか面白い映画だったわねぇ」

　その日の学校の帰り、僕は萌花さんに誘われて、隣駅まで映画を見に来たんだ。

「でもなんか、色っぽいシーンが多かった気が……。裸でキスとか……ちょっとやりすぎなんじゃ……。周りもカップルの人ばかりだったし……」

「だってＲ－｜15指定の恋愛映画だもの。どう？　いろいろと参考になったでしょ」

「さ、参考ってなんの……？」

　聞くと、なぜか萌花さんのほおがちょっと赤くなった。

「それは……も、もちろん決まってるじゃない！　小説の参考よ！」

　萌花さんは小説家としての僕を育てるため、こうして参考になる本や映画などを教えてくれているんだ。

　続いて僕は萌花さんと、映画館の隣にある大型書店に入った。

　二階のライトノベルコーナーに、新刊が平積みされている一角がある。

　一番目立っているのは、何列も平積みされている『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』の最新刊だ。

　他ほかにもカラフルな表紙が並ぶ中、片隅にひっそりと置かれている、忘れることのない表紙が目に入った。輪りん廻ね姫ひめさんの絵と、シルバーのタイトルロゴ。

　新ライトノベルレーベル『ミツルギファイヤー文庫』の第一弾作品。

　まだあまり減っている様子はないけど、こうして多くの人の目につくところに置かれているんだ。

　僕の……いや、時任ときとう零れい路じの書いた新作『銀河サイキック少女　ミライちゃん』はこうして無事に発売された。発売日には、駅前商店街の九きゆう官かん鳥ちよう書店にも一冊だけ入荷されているのを見つけることができた。

「実はね、あれから少し、前作の『涙の池』も再出荷したのよ。営業の新しん条じようさんが、一緒に売りこんでくれたの」

「そうだったんだ……。今度、お礼言わなきゃ」

　帰りがけ、僕と萌花さんは駅前の広場にやってきた。

　小さな公園になっていて、夕ゆう陽ひの中、親子連れや学校帰りの学生たちの姿がある。

「こないだの遊園地みたいに、きれいな夕焼けだね……」

　もし原稿が完成してなかったら、こうして二人で歩くこともなかっただろう。

　だからこんな言葉が自然と出てきたんだ。

「また、萌花さんと見ることができて、うれしいな」

　ハッと息を呑のむ気配がして、ふと萌もえ花かさんが立ち止まった。

「……萌花さん？　どうしたの？」

　振り返ると、萌花さんは立ったまま目を閉じ……すぼめた唇を少し前に突き出していた。

　気分でも悪いのかな？　心配になって、萌花さんの前に立って様子をうかがう。

「………………」

　見つめていると、萌花さんは目を開き、ちょっと睨にらむように僕を見た。

　そして、一気に身を乗り出すように顔を寄せてきて――

　ぶつかりそうになる直前、萌花さんの携帯の着信音が鳴った。

「な、何よ……こんなときに……」

　ぶつぶつ文句を言いながら電話に出る。

「はぁい。……何よ、お父さん？　なんなの……うん。……えぇ……そう。…………え、そうなの？　……うん。……うん。……わかった。わかりました。じゃあ、わたしから伝えておきます。はい。じゃ」

　電話を切り、携帯を鞄かばんにしまう。

「どうしたの？　三流木みつるぎ編集長から？」

　もしかしたら僕の本のことかもしれないと思って、思わず聞いた。

「まだ確定じゃないけど、ミライちゃんの売れ行きがちょっとずつ見えてきたって」

「ど、どんな……だった？」

　内心ドキドキしながら、さらに聞いた。僕の本は……今度こそ、売れるんだろうか。

「悪くない、そうよ。ものすごく売れてるわけじゃないけど、売れ行きが止まってるわけでもないって。輪りん廻ね姫ひめさんの表紙の力も大きいみたいね」

「そ、そうなんだ……。売れてないわけじゃ、ないんだ……」

　僕はホッと胸をなで下ろした。

　最後まで粘って……書き続けたかいがあった。

　いや、僕だけの力じゃない。ここまで来られたのも、輪廻姫さんや、多くの人たちの力、そして……

「ありがとう、萌花さん。萌花さんがいなかったら、僕は……」

　しかし萌花さんは、手のひらを突き出して僕の言葉をさえぎった。

「まだ、お礼を言われるのは早いみたいね」

「え、どういうこと？」

　萌花さんはニヤリと、不敵な笑みを浮かべる。

　そして僕を指さし、こう叫んだんだ。

「担当命令よ！　来週までに、続編のプロットを書きなさい!!」



    

  
    
      　巻末付録

　銀河サイキック少女

　ミライちゃん

　――あらすじ――



　どこにでもいる平凡なぐうたら高校生、浦島四郎。しかし彼の正体は、二十六世紀の世界からタイムリープした少年、シロウ・ウラシマだった。そのころ現代の日本では、広大な銀河系を支配する宇宙帝王ラスト・カイザーがマイクロブラックホールを手に入れるため、魔物を差し向けていた。しかし魔の手から人々を守るため、一人の少女が立ち上がる。未来の世界から来た謎なぞのサイキック美少女、彼女の名はミライちゃん。

　けれど彼女にはたった一つ、弱点があった。絶大なサイキックで敵を粉砕したとき、サイキックパワーを秘めたバトルスーツが引き裂かれ、脱げてしまうのだ！　それでも闘う彼女に魂の震えを呼び覚まされた四郎は、シロウとなり彼の隠されたサイキックを発動した。ミライちゃんの裸を守るため、時を止め、閉ざされた時空間の中で彼女に服を着せてあげるために。ミライちゃんは、勝手に服を着せるシロウを激しく罵ば倒とうしながら恥ずかしがる。

　だがシロウは彼女に尽くし続けた。ミライちゃんの生活を守るため、夜にはパジャマを、登校時にはセーラー服を着せてあげ、人知れず彼女に献身した。いつしかミライちゃんは、シロウに心を開き始めていく。

　しかし戦いの日々の中、シロウのミライちゃんへの想おもいが憧あこがれから恋に変わったとき、彼の心に変化が訪れる。恥ずかしがるミライちゃんの裸を見ることが、罪悪に感じられるようになったのだ。「俺おれには、もうきみを守れない――」そう言い残し、去ろうとするシロウ。けれど彼に、ミライちゃんは自ら全身の素肌をさらして叫ぶ。「本当のわたしを、見て！」と――。そのとき二人の間に、愛が芽生えた。

　愛の力を得た二人は、強い。日に日に激しさを増す敵の猛攻にも負けず、二人は戦った。シロウへの信頼を確かなものにしたミライちゃんは、全身のバトルスーツが脱げ一糸まとわない姿になってしまうことも恐れず、強力な技を繰り出せるようになったのだ。信頼に応こたえるため、シロウはミライちゃんの裸から決して目を背けず、愛する勇気を持った。

　だが宇宙帝王ラスト・カイザーはついに、ミライちゃんのおしりのホクロがマイクロブラックホールであることを発見してしまう。自衛隊や在日米軍をも一瞬で壊滅させてしまう圧倒的な敵のパワーになすすべもなく、ミライちゃんはさらわれてしまった。愛の力だけを武器にして、傷だらけのシロウは単身、最終決戦の場、富士山山頂へと向かう！



    

  









    
      
作者のあとがき



　俗に、このような言い回しがあります。

　――小説家とは、嘘うそをつくことが仕事である。

　この言葉が真実であるなら、残念ながら私は小説家という職業にあまり向いていないようです。なぜなら、本書はほとんど嘘のない、ノンフィクションとも言うべき小説になってしまったのですから……。

　こんにちは、田た口ぐち一はじめです。

　デビュー以来、二つのシリーズを刊行させていただいた経験から、この小説は生まれました。主人公の年齢こそ高校生にしたり、舞台となる編集部を架空の出版社にしたりと、いくつかのフィクションを混ぜているものの、作中で描かれた激しく厳しい『萌え』の特訓は、すべて事実にもとづいているのです！

　この小説の企画を出したとき、私の担当編集者は「わ、わたしの正体が美少女女子高生だなんて、バラしてほしくないんだからねっ！」と、激しく嫌がりました。

　ここだけの秘密ですが、実はＭＦ文庫Ｊ編集部の編集者は、全員が女子中学生または女子高校生なのです。編集部に行くとそこは、お互いを「お姉さま」と呼び合う、さながらミッション系女子校のような世界が広がっています。しかしこの事実はトップシークレットとして扱われ、知る者はごく一部の人間しかいないのです。（もしかしたらこの真実を世間に知らせた私は、諜報機関によって消されてしまうかもしれません）

　なおノンフィクションとはいえ、作中に描かれる文庫本製作の工程については大なり小なり多くのアレンジが加えられていることをご了承下さいませ。



　本シリーズを書くにあたり、描写の参考のためサイン会を快く見学させていただきました『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』シリーズの三み浦うら勇いさ雄お先生、屡る那な先生、山やま田だ孝こう太た郎ろう先生、アニメイト池袋店の皆様、メディアファクトリーの皆様、その節は大変お世話になりました。成果は、また後の巻で書いていきたいと思います。

　前シリーズより引き続きイラストを担当していただくことになりました、をん様。本シリーズでもまたよろしくお願いいたします。

　本文やカバーのデザイナー様、校正様、印刷、製本の担当様、流通、書店の皆様、そして編集部をはじめメディアファクトリーの皆様。普段からお世話になりながら、いろいろとネタにしてしまい、お許し下さい。

　そして本書をお読み下さった読者の皆様。ライトノベルの裏側を、ほんの少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。

二〇〇九年八月　田口一



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身で東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　半年以上前に詰め物の取れた歯がだんだんヤバい状態になってきたので、先日ついに歯医者さんに行って治療してきました。いや～、噛んでも痛くないって素晴らしいですね～。みなさんも虫歯はなるべく早く治しましょうね。（←説得力ナシ）



　イラスト

　をん

　　福岡在住。趣味は料理と釣り。

　「黒姫のユズハ」に続き本作の挿画を担当させて頂きました。

　　またよろしくお願いします！



　　ＨＰ：‥AZ/HYBRID

　　http://ashybrid.noBODY.jp/



    

  
    
      三流木みつるぎ萌もえ花かは名担当！



著者名……田口一

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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